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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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登場人物







ヒエン　剣聖クオンの息子。神明流刀術の使い手


セラ　　いにしえの妖精の姿をした少女


スズリ　神明流に弟子入り志願の少女武使


アモン　草薙神刀流の次期当主。ヒエンの兄貴分


ミオリ　茶店〝翡翠亭〟で働く少女


ヤクモ　退魔士。八雲退魔流の使い手


キリハ　アオイ島主の娘。ヒエンの幼なじみ


レンザ　アオイ島主。キリハの父


トオリ　キリハの船の舵取りを務める青年


ヤカミ　老婆。アオイ島の社の神職


スクネ　馬頭鬼


コブト　牛頭鬼


ミムラ　中海の盟主


アイバ　トモイ群島の頭領。中海の覇権を狙う


トキノ　〝鬼道衆〟の一員である鬼女


クオン　かつてアーシア最強と謳われた武使
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　そこは寂せき寥りようたる荒こう野やであった。


　辺りには木も草も苔こけすらも生えていない。地を走る獣けものの姿も、地を這はう虫の姿もない。空には鳥はおろか、羽虫の一いつ匹ぴきも飛んでいない。


　そんな荒野に真円の輪りん郭かくをもつ窪くぼ地ちがあった。窪地の中心には、血の色をした巨きよ大だいな石柱があり、天に向かってそそりたっている。


　石柱は宝石のごとく透すきとおり、鈍にぶい光が心臓の鼓こ動どうのように明めい滅めつしていた。


　その石柱を、異形のものたちが取り囲んでいる。


　人間の姿に似ているが、背は倍ほどもあり、赤や青、黒といった肌はだの色をしていた。四し肢しや胸、腹に剛ごう毛もうを生やしているものが大半だったが、なかには体毛が薄うすく、豊かな乳ち房ぶさを持つものもいた。すべてが半はん裸らで、腰こしにだけ毛皮や布を巻いている。


　様々な色の髪かみを振ふり乱みだし、額や頭頂には大小の角を生やしていた。口は大きく斜ななめに裂さけ、鋭するどい牙きばがのぞいている。なかには、獣の頭や四肢を持つものもいた。


　彼らは〝鬼おに〟と呼ばれている。


　人間が鬼道に堕おち、その霊れい魂こんと肉体を変化させてなったものだ。


　鬼たちは身体からだを震ふるわせ、哄こう笑しようをあげている。


　宴うたげをしているのであった。狂きよう宴えんといってよい。


　巨大な盃さかずきを持つものもいたが、そこに注がれているのは酒ではなく、どろりとした赤い液体だった。足あし下もとには女がひとり全ぜん裸らで転がっており、その喉のどは一文字に切り裂かれている。瘦やせ細ほそった小鬼が群がり、女の屍を争うように齧かじっていた。


　なにかの骨でできた撥ばちを使い、太たい鼓こを打つものもいる。


「時が来た！」


　ひときわ巨大な体たい軀くをし、額の中央から一本の角を生やした白はく髪はつの鬼が、地面にあぐらをかき、石柱に向かって両りよう腕うでを振りあげる。


「天下は怒いかりと悲しみ、憎にくしみに満ちている……」


「破は壊かいと死に満ちている……」


　金と銀の髪をしている以外は、双ふた子ごのように同じ姿をした二体の鬼が白髪鬼に呼応する。


「我ら百鬼は争鳴し……」


「我ら百鬼は夜行せん……」


　金と銀の双鬼はそう続けた。


「鬼母神リトラよ！　今しばらくお待ちあれ！」


　白髪の鬼はそう言上すると、腕うでを振りおろし地面に平ひれ伏ふす。


「我らは最強の戦鬼を手に入れた……」


　双鬼が高らかに唱和する。


　その視線は、石柱の根本に向けられていた。


　そこには、ひとりの人間が立ったまま、太い縄なわで縛しばりつけられていた。


　四十がらみの男であり、白い着物を身につけている。気を失っているのか、首は力なくうなだれ、目は閉じられていた。


　そして男の足下にすがりつくように、全裸の女が身を預けていた。男の足を慈いつくしむように左手でさすり、愛いとおしげに頰ほおをすりよせている。女の右みぎ腕うでは、肘ひじの先から、鋭えい利りな刃は物もので切断されたようになくなっている。


「やっと……手に入れた……」


　女は物もの憂うげな声で男に囁ささやきかけると、赤く長い舌を出し、男の足に這わせた。


「羅ら刹せつ様……」


　白髪の鬼が、女に呼びかける。


　羅刹と呼ばれた女はうなずくと、名残なごり惜おしそうにもう一度、男に頰をすりよせてから立ち上がった。


「行かれまするか？」


「あいな……」


　羅刹の赤い目が糸のように細められる。


「やり残したことが……たくさん……あるから……」


　そう言うや、女の姿は闇やみに溶とけこむように、その場から消え失うせた。


　瞬しゆん間かん、石柱の輝かがやきが、ひときわ明るさを増す。


　鬼どもの哄笑が、ふたたび夜空に響ひびいた──
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　天を支える柱のごとき大樹が、遠く北の峰みねにそびえている。


　萌ほう緑りよくの季節を迎むかえ、山々は冬の衣ころもを脱ぬぎ捨て、柔やわらかな若葉色に染まりつつあった。ところどころ薄うす紅べにの綿をつめたように見えるのは、今が盛りの桜の花だ。


　帝てい都とシスイの街には穏おだやかな春風が吹ふき、花の香かおりを街中に散らしていた。


　その帝都を南北に流れる〝聖なる川〟カタラ。治水のゆきとどいた緩ゆるやかな流れの土手に沿って並ぶ建物のひとつに小さな武術の道場があった。


　道場主の名はアモンといい、〝草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆう〟を名乗っている。もっとも、看板はあげておらず、弟で子しも取っていない。


　この道場に移り住んでから五年あまり、ひとりで稽けい古こをしていた。


　しかし半年ほど前からは、ある若者が頻ひん繁ぱんに通うようになっている。


　そして今も、その若者と板いた敷じきの道場で向かいあっていた。


　アモンは三十を超こえたばかりの壮そう年ねんであり、茶色がかった長い髪かみを丁てい寧ねいに整え、背中でひとくくりにまとめている。かなりの長身であり、その四し肢しは丸太のようにたくましい。


　若者のほうは髪を無造作に短く刈かっていた。トゲのようにまとまった髪が、好き勝手に伸のびている。中背で、ひきしまった身体からだつきだった。


　ふたりは、腰こしに差していた剣けんをそれぞれ抜ぬく。


　その瞬しゆん間かん、格こう子し窓から流れこんでくる春風が、熱をはらんだかのように膨ふくれあがった。


　アモンは、八の字を描えがくように足を広げると、腰をゆっくり落とし、広ひろ刃ばの直刀を肩かたに担かつぐように構える。


　若者のほうは小こ太刀だちの二刀を逆手に持つと、前後に大きく押しだすように構えた。


「エイッ！」


　激しい気合いとともに、アモンのほうが袈け裟さ斬ぎりにかかっていった。


　太刀たち先さきが大きく真円を描く。大気を切り裂さき、大地すら断たち割りそうなほどの斬ざん撃げきが若者に迫せまる。


　その刃が肩に届こうとした瞬間、若者は左の小太刀で受けた。


　金かな床とこに鎚つちを叩たたきつけたような音が、広間に響ひびきわたる。


　アモンの剣は、最初からそこにあったかのようにぴたりと止まっていた。


「クッ……」


　若者は歯を食いしばり、剣を押し返す。


　アモンは表情ひとつ変えず、今度は足を逆に出し、逆袈裟に打ちかかった。


「ツッ！」


　若者は今度は、右の小太刀で受け止める。


　さらに右、左と連続で打ちかかってくるのを、若者は二刀の小太刀を閃ひらめかせ、ぎりぎりのところで防ぐ。


　よけたり、かわしたりという様子は、いっさいなかった。反はん撃げきすらしようとしない。ただひたすら、アモンの繰りだす斬撃を受けつづける。


「ヤッ！」


　アモンは剣を正面に構えなおし、鋭するどく突つきかかっていった。


　若者は横から殴なぐりつけるように左の小太刀で叩き、直刀の刃筋をずらす。


「ハッ！」


　アモンは剣をもどすと、胴どうを狙ねらって左右に払はらう。


　若者は小太刀の峰を身体に押しあてるようにそれを受けた。


　アモンはふかく息を吸うと、太刀先を引いて、脇わきに構え、さらに下段に降ろす。


「トオーッ！」


　そして、下段から巻きあげるように剣を振ふるった。


　旋せん風ぷうが走ったかのように、建物全体ががたがたと震ふるえる。


　若者はアモンの剣を押さえ込むように小太刀の二刀を交差させて受けた。


　その瞬間、風も建物の震えも、ぴたりと止まる。


　アモンはゆっくりと剣をひくと、鞘さやに収めた。


　狭せまい道場に、穏やかな春風がもどってくる。


「あ、ありがとうございましたっ！」


　若者は、小太刀を鞘に収めると、丁寧に一礼した。


　それから、ぐったりと板敷に座りこみ、激しく息をした。全身から汗あせがどっと噴ふきでてくる。着物をはだけると、湯気が薄うすく立ちのぼってきた。


「まだまだだな……」


　悔くやしそうに、自分の右の拳こぶしを見る。


　ぶるぶると震えているのが分かった。


　若者の名は、ヒエンという。


　年ねん齢れいは十七歳。武術の修しゆ行ぎようのため、昨年、この帝都にやってきた。


「瞬を逃のがして受けると、骨まで痺しびれそうだった。あのまま続いていたら、いずれ受けそこねて、死んでいたな」


「死ぬまえに満足してくれんかね？」


　アモンが顔をしかめながら言った。


「まさか！　ぜんぜん足りないぜ。ひと休みしたら、もう一度やってくれ！」


「お断りだな。わたしは自分の稽けい古こをするだけだ。おまえがそれを受けるのは勝手だがな」


　アモンが冷ややかに言うと、ヒエンは不満そうな顔をした。


「まだ日も暮れていないぜ？」


「わたしには、これで十分なんだよ。毎日、続けてるのだから、明日も来ればいいだけだろう？」


「もちろんだともっ！」


　ヒエンの目が、ぎらぎらと輝かがやいた。


「まったく……」


　アモンは苦く笑しようをもらす。


　そのときだった。


「さすがはアモン殿どの、お見事でした」


　拍はく手しゆの音がして、ひとりの男が道場に入ってきた。


　腰こし帯おびには、何かの骨から作られた柄つかを持つ奇き怪かいな刀を差している。


　顔の輪りん郭かくにそって濃こい髭ひげを生やし、背はさほど高くないが、岩のようにがっしりとした体格だった。


「ヤクモ殿ではありませんか？　見ておられたのか？」


　アモンは陽気に声をかける。


「アモン殿を訪ねてきたら、恐おそろしいほどの闘気が感じられましてな。邪じや魔まをしては悪いと思い、格こう子しの外より見学させていただきました」


　ヤクモと呼ばれた男は、そう言って一礼をする。


「小こ僧ぞうもなかなかだったが、自分から攻せめてゆかんと永遠に勝てんぞ？」


　豪ごう快かいに笑うと、ヒエンの頭を無ぶ遠えん慮りよに叩たたいた。


「いや、オレは……」


　ヒエンが言い返そうとすると、


「年長の言葉は、素す直なおに聞くものだ。それも修行のうちだぞ」


　と、たしなめられた。


　ヒエンは不満の表情を見せながらも、黙だまってうなずいた。


「草薙神刀流の次期当主であるアモン殿に稽古をつけてもらうだけでも贅ぜい沢たくというものだ。せいぜい精しよう進じんすることだな」


「ところで、今日はなにか御用でも？」


　アモンが板いた敷じきに正座し、ヤクモに訊たずねる。


「用というわけではありませんが……」


　ヤクモは表情をひきしめると、アモンと向き合うように座った。


「このところ、帝てい都とを騒さわがしている怪かい異いをご存じですかな？」


「怪異ですか？　その手の噂はいろいろ聞きますからな。悪あつ鬼きの一群が東の空に飛んでいったとか、竜りゆうが現れて大雨を降らしたとか……」


　アモンは首を横に振ふった。


　世が乱れているゆえである。


　偉い大だいなる皇こう帝ていミズホが天下界アーシアに築いた帝てい国こくも、千年が過ぎた今、かつての繁はん栄えいは見みる影かげもない。


　時代が過ぎるにつれ、皇帝は名ばかりとなり、帝国の実権は執しつ政せいへと移っていた。


　その執政の権勢もここ数代で著いちじるしく衰おとろえ、その威い令れいに従う者はほとんどいない。地方領主はなかば独立しており、その支配すら新興勢力の台頭によって脅おびやかされつつある。


　戦いくさは日常のものとなり、野盗や悪鬼、妖よう怪かいどもが跳ちよう梁りようしていた。


　人々は世の終わりに怯おびえながら、日々を過ごしている。ふたたび世界に平和をもたらす新たなる英えい雄ゆうの出現を夢見ながら……


「そのような根も葉もない噂うわさではありませんぞ」


　ヤクモはそう答えると、帝都シスイに広がりはじめた怪異について語りはじめた。


「このところ帝都の内外で、武人ばかりが襲おそわれ、殺されるという事件が起きておるのです」


「ほう？」


　アモンの両りよう眼めが、わずかに見開かれる。


　離はなれた場所で耳をそばだてていたヒエンの眉まゆもぴくりと動いていた。


「誰だれかが武術の修しゆ行ぎようで、相手かまわず仕合を挑いどんでいるのでは？」


　アモンが腕うで組ぐみをする。


　武術使いは〝仕合〟によって、他者と優ゆう劣れつを競きそうことがある。


　仕合は真しん剣けんで行われるから、いずれかが命を落とすことも少なくない。


「今時の武人の大半は、ろくに武術を使えませんからな。仕合を挑んだところで、修行になるとは思えません。また、それに応じる者とておりますまい。だとすれば、ただの人ひと斬きりです。もしも、武術使いの仕し業わざだとしたら、許し難がたき所行ですぞ？」


「たしかに……」


　アモンはうなずいた。


　武神と讃たたえられたミズホを助け、帝国を築いた当時の武人たちは、誰もが武術使いであったという。


　しかし、帝国の繁栄のあいだに武術は次し第だいに廃すたれていった。


　今では武術を使う武人のことを、武術使い──〝武使〟と呼び、区別するようになっている。


　このところの乱世で、武使は存在を見直されてはいるが、その数は決して多くない。


　本物の武使にとって、武術を使えぬ武人など、稽けい古こ相手にはならない。


「ですが、わしは武使が手を下したとは思っておりません。なぜなら、殺された武人は、すべて片かた腕うでを切断され、持ち去られておるからです。それも殺したあとで、腕を切り取っているようです」


「ヤクモ殿どのは、犠ぎ牲せい者しやの亡なき骸がらをご覧になったのか？」


「昨夜、この目で……」


　ヤクモはゆっくりとうなずいた。


「人斬りの仕業とも考えられますが、まずは悪鬼、妖怪を疑うべきと思われます」


「なるほど。それは〝退たい魔ま士し〟ヤクモ殿の出番ですな」


　アモンは微び笑しようを浮うかべた。


「退魔士だって？」


　その言葉に興味を覚え、ヒエンは思わず横から口を挟はさんだ。


「こちらのヤクモ殿はな、魔ま物もの退治で名の知られた武使なのだ」


　アモンが説明する。


「魔物を退治して、金をもらうのか？」


　そんな商売があるとは聞いたこともなかった。


「時にはな。だが、わしにとっては、退魔こそが武術の修行なのだ」


　ヤクモがヒエンに向き返って答えた。


「魔物と戦うことが、武術の修行になるのか？」


　ヒエンは思わず身を乗りだしていた。


「なるとも！　人間の動きは、しょせん限られたもの。いかなる流派の武術とて、その構えや型には共通するところがある。だが、魔物は人外の動きをする。魔物と対することで、身についた武術は、既き存そんの流派とは一線を画するものとなる。わしは、八雲退魔流と称しようしておるがな」


　ヤクモは声に力をこめた。


「なるほど……」


　ヒエンはうなずく。


　ヤクモの言葉には一理あるように思えた。


「オレも一度、魔物と戦ってみるかな？」


　ひとりごとのようにつぶやく。


「ぜひ、そうしてくれ。そのほうがわたしも楽ができる」


　アモンが手で払はらいのけるような仕草をした。


「なんだよ、それは？」


　ヒエンは不満そうな視線をアモンに向ける。


「本気で魔物と戦いたいなら、夜中に帝てい都との西の方を歩きまわることだな。魔物が現れるかもしれんぞ。わしは、ここ五日ほどそうしておった。そして昨日、襲おそわれて間もない死体を見つけたのだ。わしを狙ねらっておれば、退治してやったものを……」


「話を聞くかぎり、なかなか手て強ごわそうな魔物と思える。くれぐれもご用心なされよ」


　アモンが忠告した。


「心得ております。それゆえ、もしものときには、アモン殿にご助力願おうと参上したしだい……」


　ヤクモは板いた敷じきに手をつくと一礼した。


「わたしの力が必要とあらば、いつなりと声をかけてくだされ」


　アモンは笑え顔がおでうなずいた。
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　ヤクモは話を終えると、夜に備えたいからと、早々に出ていった。


「退魔士か……。そんな修行のやり方もあるんだな」


　ヒエンは感心したようにつぶやいた。


「邪じや流りゆう、魔ま剣けんと蔑さげすむ者も多いがな。だが、正統を学ぶばかりが武術ではあるまい。ヤクモ殿が自らの流派を極きわめられることを、わたしは願っているよ」


　ふたりは、それから道着を脱ぬいで、裏庭の井い戸ど水みずで汗あせを流した。


　そして新しい着物に替かえてから、道場のすぐ近くにある茶店へと立ち入った。


　茶店は〝翡ひ翠すい亭てい〟という名で、若く器量のよい娘むすめばかりを雇やとっていることで評判だった。


　娘目当ての男客で、年中、繁はん盛じようしているが、今は昼下がりであり、客の姿はあまりない。


「ごめんよ」


　アモンが声をかけると、十人ほどいる娘たちが一いつ斉せいに振ふり返る。


　袖そでと裾すその短い華はなやかな柄がらの着物に、白いまえかけをつけていた。


「アモンさま！」


　娘たちは嬌きよう声せいをあげると、我先にとやってくる。


「わたしはいつもどおり酒と団子を頼たのむ。ヒエン、おまえはどうする？」


　桟敷さじき席のひとつにあがりながら、アモンは訊たずねてきた。


「まだ昼間だぜ？　オレはお茶でいい」


　娘たちは奥へと入り、すぐに注文の品を運んできた。


「厳しい修しゆ行ぎようを続けるには、楽しみがないとな」


　アモンは升ますになみなみと注がれた酒を、こぼさないよう口を近づけて、ずずっとすする。


　そして満足そうに息をつくと、三色に染めわけられた団子をひと串くし、あっというまに胃に収めた。


「アモン兄は、修行よりお楽しみのほうが多いんじゃねぇか？」


「余計なお世話だ」


　アモンは、空串をびしりとヒエンに突つきつけた。


　その串を、ヒエンは口に運びかけていた団子で反射的に受ける。三色の団子のいちばん先にある薄うす紅べに色いろの玉に、アモンの空串が突き刺ささっていた。


　アモンはそれを器用に抜ぬき取ると、勝ち誇ほこったように頰ほお張ばる。


「気を込めるなんて汚きたねぇぞ」


　それゆえ、反応してしまったのだ。


「隙すきがないのが仇あだになったな」


　アモンが高笑いする。


「それが、いい大人のすることかよっ？」


「大人というものは、小こ狡ずるいものさ。世間を渡わたるうち、いろいろ汚よごれているからな」


　アモンは真顔で言うと、もう一度、串を突きつける。


　ヒエンは今度は無視をしたが、串の先が頰にぷすっと突き刺さった。


「痛ぇっ！」


　手で確かめると、血がついている。


「油断だったな」


「それでも、草薙神刀流の次の当主かよ……」


　ヒエンはふかくため息をついた。


「文句があるなら、他所よその道場で修行をしてくれ」


「アモン兄にいより、強い武人を見つけたらな……」


　ヒエンはむっつりとつぶやく。


「帝都に来て、稽けい古こ相手にこれほど苦労するとは思いもしなかったぜ」


「しかたなかろう。おまえが武術を教わっていたのは、あの剣けん聖せいクオンなのだぞ？」


「親父おやじがそんな名前で呼ばれてたなんて、ここに来るまでは知らなかったんだけどな」


　ヒエンは帝都の遥はるか西方にある中海に数多あまた浮うかぶ小島のひとつに生まれ、一年前に帝都に来るまで、そこを離はなれたことはなかった。


　島の名をアオイといい、港がひとつあるだけで、千人ほどの島民が漁と海運で暮らしをたてていた。


　ヒエンの家は港から離れた山のなかにあり、父クオンと母との三人だけで暮らしていた。


　だから、そこでの暮らしが普ふ通つうだと思っていたのである。しかし帝都に来て、そうではないことを思い知らされた。


　ヒエンの父は、その昔、諸国を巡めぐり、数多くの武人と仕合を重ねてきた高名な武使だったのだ。アーシア最強と噂うわさされ、アモンが言ったように剣聖とも称しようされていたらしい。


　流派の名は神しん明めい流りゆう。


　もっとも、母と一いつ緒しよになってからは、アオイ島に移り住み、隠いん居きよ同然の暮らしをしていた。


　しかし、ヒエンに物心がついた頃ころから、父は突とつ然ぜん、武術を教えはじめた。


　十歳にもなると、武術の修行と称し、家事のいっさいもさせるようになった。厳しい稽古を終えたあと、ヒエンは食事の支し度たくをし、風ふ呂ろを焚たき、床とこの用意もしなければならなかった。


　そのあいだ、父と母は仲良く並んで夕食をとり、一緒に風呂に入り、ふたりで同じ床に入る。


　ヒエンは離れでひとり眠ねむり、ふたりより早く起き、朝食の支度をせねばならなかった。


　普通なら家を飛びだしているところだろう。だが、どの家も同じと思っていたから、そんなことは考えもしなかった。


　父にひと太刀たちを入れることが、今のヒエンの宿願である。


　そのためには、強い相手と稽古をするしかないのだが、武術が盛んとされる帝てい都とでも、なかなかそういう相手には巡り会えなかった。


　アモンと知り合ってからは、ほぼ毎日、迷めい惑わくを承知で、彼の道場に押しかけている。


「さて、と……」


　酒のおかわりを頼んだあと、期待するような目を向けている娘たちに、アモンが声をかけた。


「お店が忙いそがしくないようなら、キミたちも一緒にどうだね？」


「アモンさま、素敵！」


　娘むすめたちは嬉うれしそうに手を叩たたき、桟敷さじき席にあがりこんでくる。


　六人がけなので、ヒエンの両側にも娘たちが腰こしをおろした。
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　身を縮めたが、さほど広くもない桟敷なので、娘たちと肌はだが触ふれあう。花のような香かおりがほのかに漂ただよってきた。


　緊きん張ちようを覚え、鼓動が激しくなる。


「ヒエン、汗あせ臭くさい」


　左に座った娘が、顔をしかめながら言った。


　ヒエンはあわてて着物の袖そでや襟えりを嗅かいでみる。


　たしかに、汗の臭においが染しみていた。


「稽古したばかりなんだ。しかたないだろ？」


　井い戸ど水みずを浴びて、着き替がえてもいるが、稽古で熱を帯びた身体からだは、それぐらいでは収まらなかったようだ。


「アモンさまを見習いなさいよ」


　アモンの右みぎ隣どなりに座っている娘がそう言って、しなだれかかる。


「できねぇよ」


　ヒエンはため息をついた。


　アモンは髪かみを香こう油ゆでまとめており、着物にも香こうを焚きしめているのだ。


　しかし、ヒエンには、そんな贅ぜい沢たくをするゆとりはない。


　そのとき、娘たちの分のお茶と甘味が運ばれてきて、卓たくのうえに並べられた。


　娘たちは歓かん声せいをあげながら、好きな甘味を食べはじめる。


「ところで、キミたち、近ちか頃ごろ、王都を騒さわがしている噂は知っているかね？　なんでも武人が殺されているということなんだが……」


「その噂なら、聞いたことあるよ」


　娘のひとりが声をあげると、他ほかの娘たちもうなずいた。


「殺されたのは武人ばかりで、死体から片かた腕うでがなくなっていたんでしょ？」


「その死体も、しばらくしてお墓から消えたって聞いたよ」


「えーっ、それは知らなかった」


「悪あつ鬼きの仕し業わざだわ」


「妖よう怪かいよ、妖怪……」


　娘たちは早口にしゃべりあう。


　耳を押さえたくなるかしましさだった。


「さすが、耳みみ聡ざといな」


　アモンが微び笑しようする。


「死体が墓場から消えたって話は、退たい魔ま士しのオッサンは言ってなかったな」


　ヒエンがつぶやく。


「あら、わたしの言うことが信じられないの？」


　ヒエンの左ひだり隣どなりの娘が睨にらんでくる。


「そ、そうは言ってねぇよ……」


　しかし死体が消えたというのは、尋じん常じような話ではない。


　食しよく屍し鬼きの仕業かもしれない。


　食屍鬼とは人間の死体を喰くらったため鬼き道どうに堕おちた者たちで、餓が死しすることはなくなるが、永遠の空腹感にさいなまれるという。死体を求めて、ときには墓を暴あばくともされる。


「まあ、こんな世の中だ。なにがあっても驚おどろくことはねぇな」


　世が乱れると、魑ち魅み魍もう魎りようが徘はい徊かいしだすのは当然のことだ。


「わたしたちの身にもなってよ。お店が終わって、家に帰るときには夜になってるのよ。もう怖こわくて、怖くて」


　娘たちが責めるような視線をヒエンに向けてくる。


「オ、オレのせいかよ？」


　ヒエンは自分を指差す。


「あんたも武人でしょ？　なんとかしてよ？」


「そうよ、そうよ！」


　他の娘たちも一いつ緒しよになって、ヒエンを責める。


「これこれ、キミたち、ヒエンを虐いじめてはいけないよ。高名な退魔士ヤクモ殿どのが動いているから、早晩、事件は解決しよう。もしものときには、このわたしも動くつもりだからね」


「アモンさまが！」


　娘むすめたちが歓声をあげる。


「当然よ。アモンさまが剣けんを振ふるわれるのは、世のため人のためなんだから」


　娘のひとりが物知り顔で言う。


「いやいや、わたしの剣は、キミたちのような可か憐れんな娘を護まもるためのものさ」


　アモンが澄すました顔で言うと、娘たちはうっとりとなる。


「よしっ、桜も見み頃ごろだし、今夜はみんなで、コイト神社の裏山へ花見にでも行くか？　酒宿から仕出しでも取ってな」


「素す敵てき！」


　娘たちが手を取り合ってはしゃぐ。


「オ、オレも……行っていいかな？」


　ヒエンはあわてて身を乗りだし、アモンに訊たずねた。


「え～っ」


　その途と端たん、娘たちは一いつ斉せいに不満の声をあげていた。


「いいじゃないか？」


　アモンが苦く笑しようを浮うかべ、娘たちを見回す。


「ダメってことはないけど……」


　しかし娘たちは不満そうな表情だった。


「ヒエンがいると、話がしらけちゃうし……」


「わたしたちと感覚ずれてるしねぇ」


「いやらしい目で見られるし……」


「ヒエンってさ、若い娘だったら、誰だれだっていいんでしょ？」


「そうそう、一度だけ外で会ったら、まるで恋こい人びとみたいになれなれしくされて……」


「わたしは所帯をもとうって言われた……」


「わたしのときは、母親の話ばかりされたよ。世界でいちばん綺き麗れいだとか、それでいて世界でいちばん恐おそろしいとか……」


「つまり、いろいろ気持ち悪いのよ」


　娘たちは顔を見合わせると、声をそろわせた。


　そして自分たちの言葉に、ふかくうなずきあう。


「ひ、ひでぇ……」


　ヒエンは愕がく然ぜんとした。


　アモンに勧すすめられて、彼女らとはそれぞれ店外で会ったことがある。


　そのとき、たしかに話は弾はずまなかったが、まさかそんなふうに思われていたとは考えもしなかった。


「こいつは世間知らずだからな。女とどうつきあっていいかわからないだけなのだよ。磨みがけば案外いい男になるかもしれんよ？」


　アモンが娘たちをなだめるように言った。


　娘たちはしおらしく聞いていたが、納なつ得とくした様子はない。


「そ、そういえば、花見客で、うちの酒宿みせも忙いそがしいんだった。やっぱ、オレ、今夜は遠えん慮りよしとくぜっ」


　ヒエンはあわてて言った。


　彼は今、小さな酒宿に住みこみで働きながら暮らしている。


　幼い頃ころから家事いっさいをまかされていたこともあり、酒宿での仕事は手慣れたものだった。


「あらぁ、残念だわぁ～」


　娘たちは口々に言ったが、その表情は言葉と裏腹に見えた。


「アモン兄にい、明日の稽けい古こにひびくから、あまり酒を過ごさないでくれよ」


　心が折れそうになるのを覚えながら、ヒエンは茶の代金をいくらか置いて、席を立った。


「また、おいでくださいませぇ～」


　娘たちが、商売用の笑え顔がおを浮かべて見送りの挨あい拶さつをする。


　その声が、背中に突つき刺ささってくる気がした。


　ヒエンは胸を手で押さえながら、翡翠亭の暖の簾れんをくぐった。
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「あんなに嫌きらわれていたなんてな……」


　ヒエンは翡翠亭がある路地を、下宿先に向かって呆ぼう然ぜんと歩いていた。


　上段から一刀両断にされた気分である。


　ヒエンのほうは、あの娘たち皆みなに好意をもっていた。


　誰か自分のことを好きになってくれる娘がいたら、恋こい仲なかになり、所帯をもってもいいと思っていた。


　働くのは嫌いではないし、家事も得意である。夫婦めおとになったら、相手を幸せにできる自信はあったのだが……


「あの娘こらの気持ちが、ぜんぜんわかってなかったってことかよ」


　一いつ緒しよにいたときには、普ふ通つうに笑みを浮かべ、普通に話をしてくれたというのに。


「情けねぇ……」


　ヒエンはうめき声をもらし、がっくりと肩かたを落とした。


　そのときだった。


「ヒエン！　待ちなさいよ！」


　背後から呼び止める声があった。


　ぼんやりと振ふり返ると、ひとりの娘むすめが小走りに追いかけてきていた。


　翡翠亭で支給される袖そでと裾すその短い着物に身をつつんでいる。


「ミオリじゃねぇか？」


　ヒエンは足を止めた。


　翡翠亭で働く娘のひとりである。


　さっきも店のなかで見かけたが、自分たちの席にはやってこなかった。


　器量だけなら翡翠亭でも一、二を争うと評判なのだが、とにかく愛あい嬌きようがなく、他ほかの娘とは違ちがい、客の話し相手はあまりしない。


　そこがたまらないという酔すい狂きような客もいるが、どちらかといえば地味な存在だった。


　もっとも、アモンはその酔狂な客のひとりで、彼女が暇ひまそうにしていると、かならず自分の席に呼ぶ。それで、ヒエンも何度か話をしたことがあった。


「どうかしたのか？」


　ヒエンは訊たずねた。


「早番だから、あがったのよ」


　ミオリは答えると、結ゆいあげていた髪かみをほどく。


　長い黒くろ髪かみがしなやかに揺ゆれて、背中へと流れ落ちた。頰ほおに落ちてきた一ひと房ふさを指ですくい、耳にかける。


「しっかりしなさいよ！」


　そして、いきなり背中を叩たたいてきた。


　身体からだに力が入っていなかったので、ヒエンは無様によろめく。


「なにするんだよ？」


　ヒエンは顔をしかめた。


「行くわよ！」


　ミオリはヒエンの腕うでを摑つかむと、大路を東へと折れた。


「どこにだよ？」


「コイト神社に決まってるじゃない？　桜、見たかったんでしょ？」


「あ、ああ……」


　ヒエンはあわててうなずく。


　桜を見たかったわけではなく、娘たちと話がしたかっただけなのだが……


「あたしと一緒じゃ不満なのっ？」


「そんなことはねぇけど……」


　しかし、正直、今はそんな気分ではない。


「帝てい都とに来て、まだ一年でしょ。アモンさまのようにはなれないわよ……」


　大路を歩きながら、ミオリが言った。


「アモンさまはお強くて、遊び上手で、誰だれにだって優やさしいもの。それに大人だしね」


「見習ってるつもりなんだけどな……」


　だから、茶店につきあい、娘たちとも話してきた。


「いったい、どこがよっ？　あんたは強くないし、遊びはぜんぜん知らないし、優しくないし、まるっきり子供じゃない？」


　ミオリはこの近所に住んでいるので、アモンの道場を何度か覗のぞいたことがあり、いつもヒエンが一方的に打ちこまれているのを知っていた。


「そのとおりだよな。オレは中海の小島で、世間とかけはなれた暮らしをしていたから……」


　ヒエンはため息をつく。


　それもこれも、あの父と母のせいだ。普通に育ててもらっていたら、こうはならなかったと思う。


　怒いかりがじわりとこみあげてくる。親父おやじにひと太刀たちいれるぐらいでは絶対にすまさないぞと、誓ちかいをあらたにする。


「つまり時間がかかるってことよ。背せ伸のびしようとするから、おかしなことになるの」


　ミオリはそう言って、ヒエンの腕をゆすった。


「ミオリは優しいんだな……」


　自分の腕を摑んでいる小さな白い手を見ながら、しみじみと思った。


「オレが落ち込んでるからって、わざわざ追いかけて、励はげましてくれるなんて……」


「み、店を出てゆくとき、背中に雨雲しょってたじゃない？　知らない人じゃないし、そりゃあ気にもなるわよ」


　ミオリはわずかに顔を赤らめる。


　恥はじらうような表情に、ヒエンの胸は高鳴った。


「もしかして、おまえ、オレのことを好いてくれてるとか？」


「そんなわけ、ないでしょ！」


　鋭するどい平手が飛んできて、ヒエンの頰が音をたてた。


「あんた、お店の女の子みんなに同じこと言ってるでしょ？　だから、嫌きらわれてるの。本当に好きな娘、ひとりだけにしなさいよ」


「だって、みんな、可愛かわいいじゃないか？　オレを好いてくれてるなら、誰だってかまわないぜ？」


「それがいけないのっ！」


「なんでだよ？」


「そ、そんなことは、自分で考えなさい！」
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　ミオリはそう言うと、歩みを速め、どんどんと先に行く。


　ヒエンは痛む頰ほおを押さえながら、その後に続いた。


　ふたりはそのまま無言で歩き、やがて、コイト神社に到とう着ちやくした。


　帝都を守護する土地神を祀まつるこの神社の境けい内だいや裏山には、数多くの桜の木が植えられており、毎年、美しく花を咲さき誇ほこらせる。


　夜になると、篝かがり火びが焚たかれ、いくつもの座ざ敷しきが出て、花見の宴うたげが行われる。


　乱れた世を忘れるためか、宴は年々、賑にぎやかになっていると聞く。もっとも、今はまだ昼間だから、花見客の姿はあまりない。


　道の左右から伸のびる桜の枝の下を歩きながら、ミオリはうっとりとした表情を見せていた。


「きれい……」


　足を止めて、つぶやく。


「ああ、見事だな」


　ヒエンも桜の花を見み渡わたし、満足してうなずいた。


　帝都が誇る名所だけのことはある。


「さて、帰ろうぜ」


　そして、ミオリに呼びかけた。


「えっ！　も、もう？」


　ミオリは呆ぼう然ぜんと、ヒエンを見つめる。


「桜、見たしな」


「この奥にも、まだまだあるのよ？」


「桜なんて、どれも同じようなもんだろ？」


「裏山には桜の名木があるのよっ。いいから、来なさい！」


　ミオリはヒエンを逃のがすまいとするように、腕うでを摑つかんで、奥へと進んでゆく。


　そうしてゆくにつれ、男たちの下品な声が聞こえてきた。


　ミオリは不安の表情を浮うかべたが、歩みは止めようとしない。


　やがて、八や重え咲ざきで、枝のしだれた桜の大樹が見えた。


　その下で、武人と思おぼしき一団が、大おお騒さわぎをしている。かなり酒が入っているようだった。


「なによ、あいつら？」


　ミオリが眉まゆをひそめる。


「花見の宴だろ？　乱れるもんだって聞いてるぜ？」


「まだ昼間よ？　それにあの座敷は、断りもなく使っているのよ。せっかくの名木が台無しだわ……」


　ミオリはため息をつくと、来た道を引き返そうとした。


　その様子に男たちのひとりが気づいたらしかった。


「そこの娘むすめ！」


　いきなり激しい怒ど声せいが響ひびいた。


「な、なによ？」


　ミオリは肩かたをびくりとさせたが、気き丈じようにも振ふり返って応じる。


「我らを見て、帰ろうとしたな！」


「あ、あたりまえでしょ？　あんたたちのような酔よっぱらいの側そばになんか、誰だれが近づくもんか」


　ミオリの声はわずかに震ふるえていたが、強気の態度は崩くずさなかった。


「我らを愚ぐ弄ろうする気か？　我らは執しつ政せい家のため、先年、隣りん国ごくとの戦いくさに参加したのだぞ？　命がけで帝てい都とを守った我らに対し無ぶ礼れい千せん万ばん！　こちらへ来い！　躾しつけとやらを教えてやろう」


　酌しやくをさせながら、悪戯いたずらでもしようというつもりなのだろう。男たちの顔には、下げ卑びた笑えみが浮かんでいた。


「だ、誰が行くもんか！」


　ミオリはさすがに逃にげだそうとする。


「ヒエン、あんたも走るのよ！」


　数人の男が立ち上がって、追いかけようとしていた。男と女の差だ。逃げきれるはずがない。


「オレは後から追いかける。先に行っててくれ」


　騒そう動どうなど起こしたくもないが、こうなってはやむをえない。


「アモンさまを呼んでくる。無む茶ちやしたら、承知しないからねっ！」


　念を押すように言って、ミオリは走り去っていった。


「待てっ！」


　男たちが大声をあげて、追いかけようとする。


「やめなよ、みっともねぇ……」


　ヒエンは大きく両手を広げ、その行く手を塞ふさいだ。


「桜を見るのもいいし、酒を呑のむのも悪くはねぇ。だが、他人ひと様さまに迷めい惑わくをかけるんじゃねぇよ」


「なんだと？」


　男たちは立ち止まり、凄すさまじい形相でヒエンを睨にらみつける。


「若造が！　怪け我がをしたくなかったら、ひっこんでおくんだな」


「帝都を守った偉えらい武人なら、それなりの品格というものがあるだろ？」


「なんだとぉ？」


　もとから赤かった男たちの顔に、さらに血がのぼり、黒ずんで見えた。


「ゆ、許さんぞ！」


　武人たちはいきりたつと、一いつ斉せいに武器を抜ぬきはなった。


　そして斬きりかかってくる。


「しかたねぇなぁ……」


　そうつぶやきながらも、ヒエンは腰こしに差している小こ太刀だちの二刀を構える素そ振ぶりすら見せなかった。
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「アモンさま！」


　息を切らせて、ミオリが茶店へと駆かけもどってきたとき、アモンはまだ店の娘たちに囲まれ、談だん笑しようしていた。


　今こ宵よいの花見の話題で、盛りあがっている。


「どうしたの？　そんなにあわてて……」


　娘たちが、ミオリに声をかける。


　彼女が、ヒエンの後を追いかけるように出ていったのは皆みな、知っていた。さっきまで、あれこれ噂うわさをしていたところである。


「まさか、ヒエンに襲おそわれちゃったとか？」


「その逆なの！　ヒエンが襲われてるかも……」


　ミオリは桟敷さじきにあがりこむと、湯飲みのひとつを摑つかみ、ぬるくなっていたお茶をごくごくと飲みほした。


　そして大きく息を吐はいてから、コイト神社での出来事を話してゆく。


　しかし、話を聞いてもアモンは表情ひとつ変えなかった。


「ヒエン、殺されちゃうかも。お願い、助けてあげて」


　ミオリは必死の表情で訴うつたえ、アモンの着物にしがみつく。


「心配することはないさ……」


　アモンは優やさしくミオリを抱だき寄せると、髪かみをなでた。そして残る手で小振りのお尻しりにもそっと手をまわす。


　それに気づくどころではなく、ミオリは声をあげて泣きじゃくる。


「よしよし……」


　アモンはミオリを宥なだめながら、役得とばかりににんまりとした。


「あいつも武人なんだから、なんとかするだろうさ」


「で、でも……」


「今いま頃ごろは、下宿先の酒宿へと帰っているはずさ。それより、せっかくもどったのだから、一いつ緒しよに花見に行かないか？　ちょうどその名木のところに座ざ敷しきを頼たのんでおいたから」


「すぐにもどってきます……」


　ミオリはうわの空で答えると、脱ぬぎ散らしたままだった履はき物をそろえ、足を入れる。


「ヒエンが無事かどうかだけでも確かめないと」


　そう言い残すと、ふたたび茶店から飛びだしていった。


「忙いそがしいことだ……」


　アモンは苦笑を浮うかべながら、激しく揺ゆれている店の暖の簾れんを見つめる。


「あの娘こは、ヒエンのことを好いているのかな？」


「ミオリもうぶだしね。自覚はないと思う。わたしたちが、ヒエンの悪口をよく言うものだから、むきになってるのかもね」


「キミたちはヒエンに対し、本当にひどいからねぇ」


「あいつが娘むすめ心ごころというものを分かっていないのが悪いのよ」


　ひとりが言うと、他ほかの娘たちも、うなずきあう。


「そこをうまく教えてやってほしいんだがな」


「アモンさまは、本当にヒエンのことを大事にしてらっしゃるのね。ただひとりのお弟で子しさんだから？」


「ヒエンは弟子ではないよ」


　アモンは首を横に振ふった。


「じゃあ、なんで武術を教えてるの？」


「教えてるわけでもない。わたしはいつもどおり、型の稽けい古こをしているだけさ。それを、あいつが勝手に受けているんだ」


「意味がよくわからない……」


　娘は首をかしげる。


「わからなくていいんだよ……」


　アモンは娘の髪をぽんぽんと叩たたく。


「武術の修しゆ行ぎようなど、やってる当人にもよくわからないものなのだから」





　ヒエンが下宿している酒宿は、翡翠亭から北へ二町ほど離はなれたところにある。


　年老いた主人がひとりで切り盛りしていて、泊とまりの客はもう何年も取っていない。


　それで空いている部屋を、ヒエンに貸しているのだ。


　ヒエンは無料ただで住まわせてもらうかわり、酒宿の手伝いをしている。


　酒宿にいるときには、なんでもまかせてくれるが、いなければ主人がすべてすませてしまう。


　武術の修行を優先させたいヒエンにとっては、本当にありがたい下宿先である。


　ヒエンはコイト神社からもどると、すぐ料理の仕込みをはじめた。


　しかし、しばらくすると、息を切らせて、ミオリが飛びこんできた。


「どうした？」


　ヒエンは手を止めて、ミオリに顔をあげる。


「どうしたじゃないわよっ！」


　ミオリは主人など目に入っていないように調理場にまで入りこむと、ヒエンの全身を見回す。


「怪け我がはないの？」


「ないぜ？　どうしてだ？」


「どうしてって、あいつらに何かされなかったの？」


「ああ、なんとかなった」


　ヒエンは神社での騒そう動どうのことなど忘れていたように言った。


　その返答に、ミオリの眉まゆがぴくりとなる。


「なによっ、心配したあたしが馬鹿みたいじゃない？」


「心配してくれたのか？」


　ヒエンは目を輝かがやかせる。


「やっぱり、オレのことを……」


「だから、そんなんじゃないっ！」


　ミオリはヒエンの頰ほおを叩く。


　几き帳ちよう面めんなことに、神社に行くときに叩いたのとは反対の方だ。


「痛ぇな」


　ヒエンはさすがに憮ぶ然ぜんとした。


「その気がないなら、放っておいてくれ。勝手な思い込みをするのは、もうたくさんだ」


「思い込みだっていいじゃない？　どうせなら、本気でやりなさい！　誰だれでもいいなんて、いいかげんすぎるのよっ!!」


　ミオリはそう怒ど鳴なると、来たときと同様、駆かけだしていった。


「可愛かわいらしい娘じゃな」


　酒宿の老主人が、入れ替かわりにきて、ヒエンに笑いかけた。


「いったい、どこがだよ？　今の見てただろ？」


　ヒエンは顔をしかめた。


「見てたからこそ、そう思ったのじゃ。おまえには、まだわからんかのう？」


「さっぱり、わからねぇ」


　ヒエンは首を横に振った。


「あの娘は、おまえに本気で好いてくれと言っておったのじゃよ」


「ええっ？」


　ヒエンは思わず言葉を失った。


　とても、そのようには聞こえなかった。


「おまえもあの娘のこと、嫌きらいではなかろう？」


「そ、そりゃあ、な。あいつは綺き麗れいだし、働き者だし、よく気がつくし……」


「ならば、大事にすることじゃな」


　老主人はそう言うと、楽しそうに笑った。
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　退たい魔ま士しヤクモは、帝てい都とシスイの西の大路を歩いていた。


　このあたりは、アーシア各地の国主家の屋や敷しきが多く、しかもそのすべてが国くに許もとに帰っているので、閑かん散さんとしている。すでに滅めつ亡ぼうした家も、いくつかあった。


　それでも、ときどきはすれ違ちがう人の姿もある。だが、武人はひとりとして見なかった。


　事件の噂うわさが、広まりつつあるからだろう。


「今時の武人など、しょせんその程度のものだ……」


　ヤクモは吐はき捨てるように言った。


　帝都シスイを治める執しつ政せいユウキ家も、そろそろ怪かい異いに気がついているはずだ。だが、それを取り締しまる気があるとは思えない。


　帝都の治安を守っているのは、執政家の武人ではなく、都の人々なのだ。だが、今回のような魔ま物ものが相手では、さすがに町人たちの手には余る。そういうときには、武使たちに頼たのんで退魔を行ってもらう。


　しかし、ヤクモのように退魔を進んで行う武使は、アーシアでもそう多くはない。


　それだけに、彼の名は人々のあいだで評判になっている。もっとも武使たちには、冷ややかに受け止められていた。魔物と戦うことが武使の本分ではないとか、剣けんが汚けがれるとか噂されているのをヤクモは知っている。


　だが、彼は気にしていない。魔物と戦うことで会え得とくした自らの武術に絶対の自信を持っているからだ。


　ヤクモが生まれたのは、アーシア東方の辺境、荒こう国こくイワイである。神代に鬼き母ぼ神しんリトラが封ふう印いんされたという地であり、その瘴しよう気きのせいか土地は瘦やせており、住人は厳しい暮らしを強しいられている。悪あつ鬼き、魔物も数多く棲せい息そくしている。


　小さな村の領主の家に生まれたヤクモだったが、跡あと継つぎではなく、武術を志して家を出た。


　しかし、辺境ゆえ、学ぶべき武術の師は見つからなかった。


　ひたすら我が流りゆうで鍛きたえ、悪鬼、魔物相手に実戦を積んだ。この頃ころから、人々より退魔士と讃たたえられ、自らも名乗るようになったのである。


　ヤクモは武術の師を求め、帝都へとやってきた。だが、どの師し範はんもヤクモの剣を邪じや道どう、魔流と蔑さげすみ、弟で子し入りを認めてはくれなかった。


　それゆえ、ヤクモは自らの流派を起こす決意をし、さらに悪鬼、魔物を相手に戦いつづけたのである。


　そして自らの剣が、完成しつつあるという実感を得ている。


　ヤクモとしては、この流派を極きわめて、皇こう帝てい側近の武使──近この衛えに取り立てられたいというひそかな願いを抱いだいていた。


　そのためには、更さらなる名声が必要となる。退魔を続け、帝都の人々から賞賛を受ければ、近衛も無視はできないのではないか、と思っている。


　今回の魔物はかなりの強敵であろう。それゆえ名をあげるには、絶好の相手ともいえるのだ。


　ヤクモは逸はやる心を抑おさえ、周囲の気配をうかがいつつ、夜の帝都を歩きに歩いた。


　そして夜も十分に更ふけた頃ころ、ぞくりとする気が背後に迫せまるのを感じた。


　ヤクモが振ふり返ると、ひとりの女が立っていた。黒い長なが櫃びつの端はしに紐ひもを結び握っている。着物は着き崩くずれており、頭には布を目ま深ぶかにかぶり、口くち許もとまでしか見えない。


　わずかな月明かりでも分かるほど、赤い唇くちびるをしていた。


「何者だ？」


　ヤクモは刀に手をかけながら問うた。


「わたしを……お探しでは……？」


　女は物もの憂うげに答える。


　外見だけなら街がい娼しようのようだが、その全身から放たれる異様な雰ふん囲い気きはただものではなかった。


「貴様が、帝都を騒さわがせる魔物か？」


「勝手に……騒がれても……」


　女は困こん惑わくの表情を浮うかべる。だが、その答えは、ヤクモの問いを否定するものではなかった。


　退魔士は刀を抜ぬくと、正眼に構える。


「我が名はヤクモ。退魔士と呼ばれておる」


　名乗りをあげ、ゆっくりと間合いを詰つめていった。


「名前など……聞かされても……」


　女は首を横に振る。


「わたしが欲しいのは……あなたの命……そして腕うで……」


　ふと気がつくと、女の右袖そでから手が出ていない。肘ひじのあたりからゆらゆらとしていた。


「失った腕の代わりを求めて、徘はい徊かいしていたということか？」


「なまくらな……腕ばかりだもの。あなたの腕は……どうかしら？」


　気け怠だるく言いながら、長櫃をひきずり、ふらふらと近づいてくる。


（隙すきだらけに見えるが、あるいはこちらがしかけるのを誘さそっているのか？）


　ヤクモは慎しん重ちようだった。


　魔物相手の戦いは、人間を相手にするのとはまったく違ちがう。術の類たぐいを使うものも多く、一いつ瞬しゆんの油断が命取りになる。


　だが、手をこまねいていても、状じよう況きようがよくなるかどうかわからない。


（ままよっ！）


　ヤクモは自分からしかけることにした。


「八雲退魔流の極意は〝人外魔動〟。我が動き、見切れるか！」


　彼がいる路地は、道みち幅はばが狭せまく、両側には高い土ど塀べいが建っている。


　ヤクモは右に飛び、土塀を蹴けった。反対側の土塀に跳とび、ふたたび蹴る。そして女に向かって刀の切っ先を突つきだし、身体からだを錐きりのように捻ひねりながら、宙を飛んだ。


　気は高まっていないため、術はまだ使えない。だが、武技のみでも魔物を倒たおすことはできる。


　ヤクモの刃やいばの切っ先は、女の喉のどを貫つらぬかんと伸のびた。


　しかし──


　寸前のところで、女は左ひだり腕うでで刃を無造作に払はらった。ヤクモの刃は回転している。腕が切れたはずだが、女の表情は変わらない。


　ヤクモは体勢を崩し、地面に降り立つ。


　すぐ目の前に女の顔があった。かぶりものは、地面に落ちている。


　その瞬間、凄すさまじい殺気を感じ、ヤクモは咄とつ嗟さに足をまっすぐ前後に開いて、身体を沈しずませた。かがむという動作は隙が多く、相手にも読まれやすいため、編みだした技わざである。


　そしてその体勢から、足あし払ばらいを見み舞まう。


　女は大きく後ろに跳んでよけた。


「あなた……おもしろいわ……」


　女はヤクモを見つめ、妖よう艶えんに笑う。


　ぞくりとする感覚が背筋を伝った。


「まるで……人では……ないみたい……」


　女はそう言うと、唐とう突とつに腰こし帯おびを解きはじめた。


　そして着物を脱ぬぎ捨て、一糸まとわぬ姿となる。しかし、その左手にはいつのまにか、刀が握にぎられていた。長さはさほどでもないが幅はば広びろで反りが強い。右手はやはり、肘ひじの先からなくなっていた。


「おいで……」


　女は微笑ほほえみながら手招きする。


　そして女の姿は黄色い霊れい光こうに包まれた。


　その光のなかで、女の姿が異形のものに変じてゆくのを、ヤクモは魅み入いられるように見つめつづけていた……
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　帝てい都との夜はすっかりと更ふけていた。夜半は超こえたことだろう。


　アモンはほろ酔よい気分で、帝都の大路を道場に向かって歩いていた。


　すでに深夜に近い。


　花見の宴うたげで騒いだあと、娘むすめたちをひとりずつ送っての帰りである。


　今は最後のひとり、ミオリだけがアモンの隣となりを歩いていた。


　ふたりは手を繫つないでいる。


　酔ってふらついたふりをして手を握ったのだ。そのまま離はなさず、歩いている。


　ミオリはうつむき、緊きん張ちようしている様子だった。酒がすこし入っているせいか、小さな手が熱を帯びている。


　アモンたちが夕刻になってから、コイト神社に行ったときには、酔すい漢かんたちの姿はどこにもなかった。


　ミオリはヒエンの下宿先に彼の様子を見にゆき、無事でいることを確かめている。そこで喧けん嘩かをしたようで、翡翠亭に帰ってきたときには、彼女の機き嫌げんは最悪だった。


　それを宥なだめ、他ほかの娘たちとともにコイト神社に連れていったのである。


　一流の酒宿から酒と仕出しを取り、呑のんで食べて騒さわいだ。


　宴のあいだも、ミオリは心ここにあらずといった感じで、ほとんど会話に加わらなかった。


　ミオリの家は、アモンの道場からいちばん近い。わざわざ遠い娘から送って、ミオリを最後にしたのだ。


　ヒエンのことをなにか聞きだせるかと思ったのだが、ミオリは最後まで話さなかった。


　他の娘たちと違い、翡翠亭でもお客の話し相手をすることはあまりない。しかし、てきぱきとよく働き、細かなところにも気が回る。


　アモンはそんなところに好感を持っている。


　道場がひどく汚よごれているのを見かねて、何度か、雑ぞう巾きんがけをしてくれたことがある。


　店の娘たちからは、すっかり嫌きらわれているヒエンだが、ミオリだけはそうでもないように見えた。


　たきつけるつもりはないが、似合いのふたりだと思える。だからこそ、うまくゆかないのかもしれない。


　ヒエンという若者は、アモンの目から見て、いろいろな意味で危なっかしいのだ。


　彼の父であり武術の師でもある剣けん聖せいクオンからは、許しがあるまで受けの稽けい古こだけに専念するよう命じられていると聞いた。その意図が、アモンにもなんとなくだがわかる気がした。


　大路を折れ、道場のある路地に入ったとき、行く手に人ひと影かげが見えた。


　アモンは歩みをゆるめ、そっと気をうかがう。


　殺気はなかった。ただし、手負いの獣けものにも似た切せつ迫ぱくした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。


　しかし、近づくと、その人影が退たい魔ま士しヤクモであるとわかった。


　彼のような体型は、そうそういるものではない。


「ヤクモ殿どのではありませんか？」


　アモンは笑いかけた。


「もしかして、魔ま物ものを退治なされて、もどられたのか？」


　ヤクモから闘気が失うせているので、そう思ったのだ。


「アモン殿……」


　陰いん鬱うつな声が返ってくる。


「どうなされた？　怪け我がでもされたか？」


　しかし感じたのは血臭ではなく腐ふ臭しゆうのような気がした。


　魔物と戦ったゆえだろうか？


　隣にいるミオリが怯おびえたように身をすくめ、アモンにすりよってくる。


「心配ない。あのひとは知り合いの武人だ……」


　そう言って、ミオリの肩かたに手をかけようとしたときである。


「その腕うで、頂ちよう戴だいする！」


　ヤクモが言うなり、獣のように跳とんだ。


　空中で身体からだを一回転させながら抜ばつ刀とうすると、アモンの右手を狙ねらい、剣を一いつ閃せんさせる。


　予想もしなかった襲しゆう撃げきであり、魔物と戦って鍛きたえたヤクモの動きは、これまで見たこともないものだった。


　アモンはミオリを突つき飛ばすと、腰こし帯おびに差していた家伝の宝ほう剣けん〝野の分わき〟を左の逆手で抜ぬき打つ。


　しかし一いつ瞬しゆん、間に合わず、右腕に鋭するどい痛みが走った。肘ひじのうえのあたりを斬きられたようだ。


　一方、アモンの斬ざん撃げきのほうは、退魔士ヤクモの右腕を断たち斬っていた。


　腕がどさりと地面に落ちる。だが、奇き妙みようなことに血の飛んだ気配がない。


　そしてミオリが我に返り、切り落とされた腕を見て、悲鳴をあげた。


　その声から逃のがれるように、ヤクモは大路のほうへと逃にげていった。


「まいったな……」


　剣を鞘さやにもどすと、アモンは手傷を負った右腕を押さえる。どくどくと血があふれでていた。


　浅あさ傷でではない。咄とつ嗟さのことであり、右腕を失わなかっただけでもましだった。


　逆に抜ばつ刀とう斬ぎりで切り落としたヤクモの腕を、地面から拾いあげる。


　ひどい腐臭がした。そして血が流れている様子はない。


　尋じん常じようなことではなかった。


「大だい丈じよう夫ぶかい？」


　アモンはミオリに声をかける。


「アモンさま、お怪我を？」


　ミオリがあわてて駆かけ寄ってきた。


「腕をすこしね。止血をしてもらえると嬉うれしいな」


　アモンは懐ふところに入れているさらし布を取りだすと、ミオリに手て渡わたした。


「傷を洗わないと……」


「わたしの道場に焼しよう酎ちゆうが置いてある。とっておきの一品なのだがね」


　アモンはひきつった笑いを浮うかべた。


　ミオリはうなずくと、アモンの腕をひいて草薙神刀流の道場へと入った。


　灯あかりをつけ、傷を焼酎で洗ってから、しっかりとさらし布を巻きつけた。


「お医者さんを呼ばないと……」


　なかなか血が止まらないので、ミオリは不安そうにつぶやいた。


「あとで神しん霊れいに祈き禱とうしておくから、心配しなくていい。それよりこんな遅おそくまで、連れ歩いて悪かったね」


「い、いえ。アモンさまが一いつ緒しよなら心配ないと、母は言ってましたから」


　近くに住んでいることもあり、アモンのひととなりは知っている。
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　気さくな性格で、困っている者がいればなにかと手助けをしている。ミオリの母親が病にかかったときも、高名な祈禱師を呼んでくれた。


「さっきの武人、アモンさまのお知り合いなのでしょ？　どうして襲おそってこられたの？」


「わたしが聞きたいぐらいだよ。でも、ミオリが心配することじゃない。ささ、家まで送ろう。たいした距きよ離りじゃないが、ひとりでは怖こわかろう」


　アモンの言葉に、ミオリは素す直なおにうなずいた。
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「退たい魔ま士しのオッサンに襲われたぁ？」


　翌朝早く、道場にやってきたヒエンは、さらし布で腕うでを吊つっているアモンを見て、驚おどろいて事情を問いただした。


　そして、その答えにも、また驚かされたのである。


「いったい、どういうことなんだ？」


　退魔士ヤクモとは昨日、初めて会っただけだが、そのようなことをする男には見えなかった。


　すくなくとも、まっとうな武使なら、不意打ちなどしてくるわけがない。


「これを見ろ……」


　アモンは言うと、道場の隅すみに置いてあった布で巻いた物を持ってくる。


　布には焼酎が染みこませてあるらしく、強い酒の臭においがした。


　ヒエンが布をほどくと、出てきたのは、人間の腕だった。


　青黒く変色し、腐ふ臭しゆうが漂ただよってくる。


「この腕、誰だれのだ？」


　ヒエンは顔をしかめた。


「わたしが聞きたいよ。たしかに、ヤクモ殿どのから切り落としたものなのだがな」


「そんなわけがねぇ。これは相当、経たっている感じだぜ？」


「わたしも、そう思う」


　アモンはうなずいた。


「魔ま物ものの仕し業わざか……」


　ヒエンは昨日、聞いた話を思いだしていた。


　殺された武人は、すべて腕を切り落とされていたこと。その死体が墓から消えてなくなったという噂うわさもあった。


「羅ら刹せつ鬼きというのを知っているか？」


　アモンが訊たずねる。


「なんだい、それは？」


　ヒエンには鬼おにの仲間だということぐらいしかわからない。


「恐おそろしい戦せん鬼きだよ。神話に伝えられる常とこ闇やみの時代に、大勢の人を殺したとされる。四本の腕それぞれに剣けんを持ち、自らが殺した者の腕を切りとって、腰こし蓑みののように吊りさげていたと伝えられる。阿あ修しゆ羅ら鬼きなどと並び、神代に争鳴した百鬼のひとつだ」


「神代の鬼……」


　ヒエンの喉のどがごくりとなる。


　アモンは聖都ナユタにある高祖神ウツヒミ大だい神じん宮ぐうに伝わる二本の神刀のひとつ〝草くさ薙なぎ〟の継けい承しよう者しやたる草薙神刀流の次期当主だ。


　武使でもあるが神職でもあり、簡単な祈き禱とうならできると聞いている。


　祈禱には神しん霊れいを宿す神器か神女が必要である。アモンが所有する直刀〝野分〟にも、おそらく神霊が宿っているのだろう。


　大神宮には神代のことを記した書物が所蔵されているから、悪鬼が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしたという常闇の時代についての知識も深いはずだった。


「常闇の時代、高祖神から御み魂たまを分けられたあらゆる生き物が死し滅めつしそうだったんだろ？」


「神代記には、そう記されているな。もっとも、精せい霊れい神ダイダラの呼びかけで覚かく醒せいした妖よう精せいによって、悪鬼は滅ほろぼされ、鬼母神リトラは鬼き神しん石に封ふう印いんされる。もっとも、その後、天下界アーシアは妖精の支配するところとなり、人間は隷れい属ぞくを強しいられるのだがな」


「それぐらい知ってるさ……」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとした顔をする。


　人間がその妖精の支配から脱だつしたのが千年前だ。


　武神と讃たたえられたミズホが大勢の武人とともに蜂ほう起きし、武術によって精霊神ダイダラを封ふうじ、妖精から力の源を奪うばったのである。


「アモン兄はつまり、その神代の鬼が蘇よみがえったというのかよ？」


「あるいは、新たな羅刹鬼が生まれたかだな……」


　アモンは傷口が疼うずくのか、顔をひきつらせ、左手で押さえる。


「羅刹鬼か……」


　ヒエンはそうつぶやくと、大きく身み震ぶるいした。


「四本の腕で斬きってくるなら、受けがいがありそうだな」


　それを聞いて、アモンが大笑いする。


「なにがおかしいんだよ？」


「感心したのさ。おまえこそ、本物の武使だとな」


「しかたないだろ？　親父おやじにそう仕込まれたんだから」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんに言った。


「だが、本当に羅刹鬼だとすると、おまえの手には余るかもな。いや、わたしですら、退治できるかどうかわからん……」


「アモン兄でも？」


「悪鬼や妖よう怪かいの類たぐいもたしかに斬ってはきたが、幸いにして、それほどの大物には出会っていないのでな」


　悪鬼、妖怪のなかには、人の手には負えないものもいるのだ。


「癪しやくなんだが、親父なら勝てそうな気がする」


　ヒエンは顔をしかめながら言った。


「剣聖クオン殿ならな……」


　アモンは真顔でうなずく。


「わたしの父が、昔、クオン殿と試合をしたことがあってな。そのとき側そばで見ていた」


「仕合じゃなく？」


　それは初耳だった。


「ああ、稽けい古こでの立ち合いだ。神刀流は仕合を禁じているからな……」


　神刀流は、世と人を護まもるための武術である。それゆえ、他流と競きそうことは禁じられている。


　仕合はもともと最高の武術使いである皇こう帝ていを選ぶための真しん剣けん勝負としてはじめられたのだ。


　それを〝大仕合〟というが、ここ何代かは大仕合が発令されることなく、皇帝が選出されている。


　先代の皇帝は、皇帝警護の武人集団である〝近この衛え〟のひとりから選ばれ、当代の皇帝は東とう荒こう出身の蛮ばん人じんが、五年前の大乱の勝者として神域に迎むかえられた。


　そのため、皇帝になるという究極の目標を失い、武術使いの多くが修しゆ行ぎようをやめたり、現世で身を立てようと転身していった。


　近衛がなにを考えているのかは、アモンは知らない。だが、世の中がよくない方向に向かっているのではないかと案じられてならない。


「クオン殿どのは、まさに剣けん聖せいの名にふさわしい使い手だったよ。試合ゆえ、術は封じていたが、その全身から立ちのぼっていた霊れい光こうの輝かがやきは、今でも忘れられん……」


「霊光かぁ、オレは出たことねぇんだよなぁ……」


　ヒエンは悔くやしそうに言う。


　闘気が最大限に高まったとき、それは放出されるという。


　父クオンはいとも簡単に出していたが、ヒエンはいかに闘気を高めても、それが出たことはなかった。


「しかし、中海に隠いん棲せいされているクオン殿を呼ぶわけにはゆくまい。危急の事態でもあることだしな」


「退たい魔ま士しヤクモを捕つかまえるのが、早いんじゃねぇか？」


　あの父が、出てくるはずがないのだ。今いま頃ごろは母とふたり水入らずで楽しく夫ふう婦ふ生活を送っていることだろう。


「そうだな……」


　アモンはうなずいてから、布で吊つった腕うでを見る。


「わたしはこの有様だから、しばらく動けん。悪いが、ヒエン、おまえが探してくれ」


「えっ!?　なんで、オレが？」


「弟で子しではないにせよ、稽けい古こ台だいになってやってるだろう？　謝礼も取っていないのだから、すこしは働いてもらわないとな」


「わ、わかったよ……」


　ヒエンはなげやりにうなずいた。


「アモンさま!?」


　そのとき、若い娘むすめの声がして、翡翠亭のミオリが入ってきた。


　ここまで走ってきたのか、息が切れている。


　昨日、下宿先の老主人に言われた言葉を思いだし、ヒエンは胸が騒さわぐのを意識した。


　ミオリはヒエンに本気になってほしいと思っているのだ。


　なにか言わなければと思う。


「ひでぇ顔だぞ？　ちゃんと洗ってきたのか？」


　目の周りに青黒い隈くまができているのに気づき、そう声をかけた。


　その瞬間、ミオリの目がつりあがる。


（言葉を選びそこねたか……）


　しくじったと思ったが、もはや手て遅おくれだ。


「昨日、あまり眠ねむれなかったの！　それにひどい夢を見るし……」


「ヤクモ殿に襲おそわれたとき、ミオリも一いつ緒しよだったのだよ」


　アモンが苦く笑しようをもらしながら、事情を語る。


（ミオリとアモン兄が昨晩、一緒にいただって？）


　アモンの一言が、トゲのようにヒエンの胸をひっかく。


「ふうん……」


　ヒエンはことさら気のない返事をする。


「なによっ？　悪い？」


　ミオリが睨にらみつけてきた。


「悪いなんて言ってねぇだろ？　ゆっくり花見ができてよかったじゃねぇか？」


「朝から口くち喧げん嘩かはやめてくれ。傷にも響ひびくし、二日酔よいの頭にも響く」


　アモンがため息をつく。


「これから、お店かい？」


「はい……」


　ミオリはしおらしくうなずいた。


「ならば、わたしも一緒に出よう。どうせ怪け我がが治るまで、稽古どころではないからな」


　アモンは立ち上がると、剣を右の腰こしに差す。


「おまえも一緒に来い」


　そして、ヒエンに声をかけてきた。


「まだ朝だぜ？　それに稽けい古こはまだだし……」


　昨日、二度とあの店にはゆくまいと誓ちかいをたてている。


　店の娘たちに会うと、心が折れるのは明白だった。


「稽古なら、あとで河原かわらででもやればいいだろう？」


　アモンは強ごう引いんだった。


　ヤクモの居所など、聞いておかねばならぬこともあるので、しかたなくヒエンはついてゆくことにした。


　翡翠亭はまだ店を開けてなかったが、アモンの姿を見ると、快く迎むかえ入れる。


　アモンとヒエンは昨日と同じ桟敷さじき席に落ち着いた。


　ミオリはすぐ奥へと入り、着き替がえて出てくると、アモンには朝食の膳ぜんを、ヒエンには熱いお茶を運んだ。そして開店の準備で、忙いそがしく働きはじめる。


「ヤクモ殿は狼おおかみのように跳ちよう躍やくし、猿ましらのごとく空中で回転した。刃が伸のびてきたと思ったときには遅おそかったよ……」


　アモンは、昨夜のヤクモとの戦いについて、そのように語った。


「不意をつかれたというのに、左の逆手で抜ぬき打うって、相手の腕を斬り落とすなんて、さすがだぜ」


　アモンの剣は広刃の直刀で、その重さも長さも尋じん常じようではない。ヒエンが差しているような小こ太刀だちを抜ばつ刀とうするのとは訳が違ちがう。


　アモンはそれから、ヤクモの居所を細かく伝えた。帝てい都との南門の近くにある長屋住まいとのことだった。


「退たい魔ま士しのオッサンを捕つかまえたら、アモン兄のところに連れてゆけばいいのかな？」


「できれば、な。だが、ヤクモ殿どのはもはや人ではないかもしれん。やむをえないなら、斬きるしかあるまい」


「親父おやじから、私し闘とうは厳しく禁じられてるんだけどな」


　それどころか、稽古でも、攻せめすらも禁じられている。


「世のため人のためだ。クオン殿も、きっとお許しくださる」


「だといいけどな……」


　ヒエンは苦笑を浮うかべたが、断るわけにもゆかない。


　そのときはそのときだ、と心に決める。


　やがて開店時間が近くなったのか、翡翠亭で働く娘たちが、次々、暖の簾れんをくぐってきた。


　昨日、アモンの席に来た娘たちも、何人かが姿を見せた。花見で大おお騒さわぎをしたのだろう。どこかしら疲つかれた表情をしているが、アモンがいると知ると笑え顔がおで挨あい拶さつし、隣となりのヒエンには気まずそうに会え釈しやくをした。


　宴えん席せきで、どんなことを言われてたのか想像すると、身み悶もだえしたくなる。


「じゃあ、アモン兄、オレは行くから……」


　心が折れそうになるのを感じ、ヒエンはあわてて席を立った。


　これから、退魔士ヤクモと戦うことになるかもしれないのである。稽古で真しん剣けんを使うことはあっても、本物の斬りあいは、生まれて初めてなのだ。


　ヒエンは気持ちを切り替かえ、集中してゆく。


　そして茶店をあとに、路地を南へと向かった。


　その背中をじっと見つめる男がいることには気づかずに……。


　ヒエンの姿が見えなくなると、その男は今度は翡翠亭のなかを格こう子し窓から覗のぞきこむ。視線の先には、アモンとミオリの姿があった。


　そして小さくうなずくと、足早にその場から立ち去ったのである──。
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　男が向かったのは翡翠亭から北東へすこし離はなれた商業神を祀まつる小さな社やしろの境けい内だいであった。


　神職はおらず、商あきないの成功を願って、参拝に訪おとずれる人がたまにいるぐらいである。


　その拝はい殿でんのまえに、十人ほどの武人がたむろしていた。


　昨日、コイト神社の境内で、昼間に酒しゆ宴えんをしていた男たちである。


　彼らは皆みな、この乱世で自領や主人を失い、再興を期して帝都へとやってきたのだ。


　だが、地方では考えもしなかったほど、執しつ政せい家の力は衰おとろえていた。


　五年前に勃ぼつ発ぱつした大乱で、先の執政ハサイが戦死し、世よ継つぎはまだ幼かったこともあり、執政家は帝都シスイの周辺をかろうじて支配し、存続しているのみだった。


　無論、地方の国主に号令するどころではない。


　先年には、東の隣りん国ごくである湖国ハクサを支配した水すい賊ぞくどもが帝都に攻め込んできて、執政家はあやうく滅めつ亡ぼうするところだった。


　そのときには、皇こう帝ていと近この衛えが、執政家を救い、やむなきをえたが、執政の権けん威いはさらに失しつ墜ついしたと言ってよい。


　ここに集つどった武人は、その戦いくさのおり、執政家に協力し、東の砦とりでで湖国の軍勢と戦った。


　戦後、わずかな報ほう奨しようをもらったものの、期待していた仕官はかなわなかった。しかも、その戦のあと、強勢を誇ほこっていた湖国ハクサの水賊は身内の争いで滅ほろび、さらに多くの武人が流る浪ろうの身となり、帝都に流れこんでいる。


　執政家に力があれば、空き家同然の湖国を攻め取ることもできるのだ。


　それを心待ちにしていたのだが、一年近く経たっても、いまだ動きがない。


　このままでは野盗にでもなるしかないと、この頃ごろでは話し合うようになっている。


「見つけてきたぞ……」


　翡翠亭から帰ってきた男は、境内で待っていた仲間たちに報告した。


「やはり、神刀流の道場に通っている小こ僧ぞうだった。名前はヒエン。一年ほどまえに帝都にやってきて、いくつかの道場で修しゆ行ぎようしている」


「武使か？　どうりでな……」


　話を聞いて、仲間のひとりが顔をしかめる。


「でなければ、酔よっていたとはいえ、我らが素す手でで倒たおされるはずがない」


　彼らは昨日、その若者を斬り捨てようと向かっていったのだ。


　しかし、若者は武器を抜ぬく素そ振ぶりもみせず、手刀と足あし蹴げりだけで応戦した。


　そして気がつくと、全員が意識を失い、桜の木の下で倒れていたのである。あまりの早はや業わざになにがあったのか、はっきり覚えている者もいないほどだった。


　まるで夢でも見ていたような気分である。


「それで、どうする？」


「知れたことよ。このまま済ませては、我らの名折れだ。いかなる手段を用いても、あの若造には思い知らせてやらねばならぬ……」


　武人たちは、うなずきあった。


　だが、相手が武使となると、そう簡単ではない。


　ただの武人と武使とでは、それほどに実力が違う。たったひとりの武使でも百人の武人を相手にできるほどだ。


　昨年のハクサとの戦では、身分を隠かくし参加していた現皇帝が、増水し湖と化した湿しつ原げんを抜けて、帝てい都とに攻せめこんできた五百近い水賊を相手に、しばらくのあいだとはいえ、ひとりで戦ったと伝え聞く。


　ヒエンなる武使は、まだ若いゆえ、そこまでの使い手ではあるまい。だが、油断をすれば、昨日の二の舞まいだ。


　しかも帝都でも名の知れた神刀流のアモンが側そばについている。


「我らは武使ではない。仕合ではなく、戦をすればいいだけのこと……」


　翡翠亭から帰ってきた男が、仲間たちを見回して不敵な笑みをこぼす。


「なにか策が、あるのか？」


「若造と一いつ緒しよにいた娘むすめを攫さらって、おびきだせばいい。武器を捨てさせれば、術は使えぬ。あとは、弓で仕留めればよいだけのこと」


「神刀流のアモンは？」


「そのアモンだが、右みぎ腕うでを怪け我がしている。あの様子では、しばらく剣けんは振ふるえまい」


「やるなら、その傷が癒いえぬうちがよいな……」


「今こ宵よい、娘が茶店を出るときを狙ねらおう。誰だれに見られようと、もはや気にすることはない。追われる身となれば、帝都を捨てればいいだけのこと」


「そのとおりだ。帝てい国こくはもはや滅びたも同然。この乱世、命をかける覚かく悟ごさえあれば、なんでもできる！」


　男たちは、決意の表情でうなずきあう。悪党として生きる覚悟を決めたのだ。


　しかし、そのとき──


「なかなか、愉ゆ快かいな話を聞かせてもらった……」


　拝はい殿でんの扉とびらが軋きしむような音をたてて開き、ひとりの男が姿を現した。


　岩のような体格をした男である。右手が肘ひじの先から失われていた。


「何者だ？」


　拝殿からゆっくりと降りてくる片かた腕うでの男を取り囲み、武人たちはそれぞれの武器を抜き放はなった。


「名乗るべき名はない。人としての名は、もはや捨てたのだ」


　片腕の男はそう言うと、自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。


「我らの企たくらみを聞かれたとあれば容よう赦しやできん。その命も捨ててもらおう！」


　武人たちはいきりたって叫さけぶと、武器を振りかぶった。しかし自らかかってゆこうとする者は誰もいない。


　取り囲まれても、片腕の男は平然としていた。右の腰こしには、不気味な骨製の柄つかの刀を差している。そして全身から異様な気配を漂ただよわせていた。


　それに圧おされていたのだ。


「そう、あわてるな。なかなかおもしろい企みだと思い、姿を現したのだ。わしも一枚、かませてもらおうと思ってな……」


　男はほくそ笑む。


「なんだ、我らの仲間になりたいということか？」


　武人たちの表情が和やわらぐ。


「仲間では……ないな。貴様らには、わしの走そう狗くとなってもらう。まずは、お主の腕うでをいただこうか？」


　そう言いざま、左手で剣を抜き打った。


　正面に立っていた武人の右腕が、肘の先からすっぱりと切れ、地面に落ちる。


　悲鳴が社やしろの境けい内だいに響ひびきわたった。


「ど、どういうつもりだ？」


　武人らは殺気立つ。


　だが、金かな縛しばりにあったように誰も動けない。


　男は血のついた刀をくわえると、たった今、切り落とした武人の手を拾いあげた。


　そしておもむろに、自らの失われた右腕に接つぎ当てる。


　と、青黒い肉芽がもりあがり、腕がつながった。


　男は新しい腕の具合を確かめるように、手を開いたり閉じたりする。


「なまくらな腕だ。だが、ないよりはましというものか……」


　ひとりごとのようにつぶやく。


「なっ！」


「ば、ばけものか？」


　武人たちは、恐きよう怖ふに目を見張った。


「まさしく、な」


　男はうなずくと、ゆっくりと見回す。


　そして刀を右手に持ちかえた。


「さて……」


　白はく刃じんが躍おどり、境内に新たな悲鳴が響きわたった──
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　西の空に夕ゆう闇やみがかかる頃ころ、ヒエンはアモンの道場がある路地へともどってきた。


　退たい魔ま士しヤクモの家は、つきとめることができた。しかし、人のいる気配はなかった。近きん隣りんの者に訊きくと、当人は昨日の夕刻に家をあけたきり、帰宅していないとのことであった。


　ヒエンは金を渡わたして、ヤクモがもどってきたら、アモンの道場に知らせるよう頼たのんでおく。


　そしてヤクモが立ち寄りそうな先を教えてもらい、一いつ軒けん一軒、訪ねてまわったが、目指す姿は見つけられなかった。


　そこで今日のところはここまでと、ヒエンは帰ってきたのである。


　そして翡翠亭の側そばまでやってきたところ、店のまえが騒そう然ぜんとしているのに気がついた。


　何事かと思い、急ぎ足で近づいてゆく。


　店の娘むすめたちが大勢、外へでて、なかば泣き顔で話しあっている。


「どうかしたのか？」


　緊きん張ちようを覚えながら、ヒエンは娘たちに声をかけた。


「あっ、ヒエン！」


　娘たちの視線が一いつ斉せいに向けられる。


「どこ行ってたのよ？」


「大変だったんだから！」


　娘たちはヒエンを取り囲むと、責めたてるように言った。


「ど、どこって、アモン兄の頼まれごとをしてたんだよ。それより、大変ってなにがだ？」


　ヒエンはたじろぎながら、訊たずねかえした。


「ミオリが攫さらわれたのよ！」


　娘のひとりが言った。


「ミオリが……」


　ヒエンの顔つきが、一いつ瞬しゆんで変わる。


「いったい誰だれの仕し業わざなんだ？」


　娘の肩かたに摑つかみかかると、大声で怒ど鳴なった。


「し、知らない男たちだけど、たぶん武人だわ。人数は十人くらい……それより、その手を離はなしてよ！　痛いってば！」


「す、すまねぇ……」


　ヒエンはあわててそうした。


「男たちは、書き物を地面に投げ残していった。あなたあてによ」


　別の娘が言って、折りたたまれた紙を見せる。表にはヒエンの名が記されてあった。


　急いで紙を開き、文面に目を走らせる。


　昨日のコイト神社の一件で話したきことありと記され、陵りよう国こくミサカの国主の屋や敷しきまでアモンとともに来るよう続いていた。


「あいつらの仕業か……」


　ヒエンの歯がぎりっと鳴った。


　陵国ミサカの国主は先の大乱で戦死しており、その屋敷は今は誰も住んでいない。あの武人たちは、その廃はい屋おくを根城としていたのだろうか？


「アモンさまを呼んでこようか？」


　娘のひとりが言う。


「いや、兄貴は今、怪け我がをしてるからな。無理をさせるわけにはゆかねぇ。それに、こいつはオレの問題だ……」


　ヒエンは紙を折りたたんで懐ふところにおさめると、決意の表情で言った。


　その言葉は噓うそではなかったが、下心もあった。


　アモンにおいしいところをもっていかれたくないのである。自分ひとりで救いにゆけば、ミオリに本気を見せられる。そうすれば、彼女は自分を好いてくれるはずだ。


「ちゃんと助けなさいよ！」


「ミオリになにかあったら、承知しないからね！」


　娘たちが口々に声をかけてくる。


　声せい援えんがひとつもないところが泣けてくるが、それを気に病やんでる場合ではなかった。


　ヒエンは目的の場所に向かって、駆かけだす。


　そしてミサカの国主屋敷に到とう着ちやくしたときには、すでに空は闇やみに包まれていた。


　屋敷は高い土ど塀べいに囲まれていた。かつては白い漆しつ喰くいが塗ぬられていたはずだが、今は汚よごれきって見みる影かげもない。


　大門は閉じられていたが、通用口が開いていた。


　ヒエンはそこをくぐる。


　砂利じやりが敷しかれた庭を慎しん重ちように進んでいった。建物は回かい廊ろうで囲まれ、雨戸で閉とざされている。灯あかりがついている様子はない。


　だが、人の気配は感じる。


　それにまじって、人ならざるものの気配も……


「どういうことだ？」


　ヒエンは目を細める。


　昨日、コイト神社で叩たたきのめした武人たちが、復ふく讐しゆうのためミオリを攫い、自分を呼びだしたのだと、単純に思っていた。


　だが、考えてみれば、アモンは無関係であるはずなのに、書状にはともに来るようにと記されていた。


　昨日の武人たちだけが相手なら、隙すきを見つけて、ミオリを救いだすことも難しくはないと思っている。


　だが、そうでないとすると、厄やつ介かいなことになるかもしれない。


　武術の修しゆ行ぎようは積んでいても、こういう事件に巻き込まれたのは、生まれて初めてのことだ。どう行動するのが最良なのかわからない。


（こんなことなら、アモン兄に相談するんだったぜ……）


　そう思ったが、今いま更さら、後こう悔かいしてもしかたがない。


「書状のとおり、やってきたぞ！」


　覚かく悟ごを決めて、大声で叫さけんだ。


　その声に応じるように気配が動く。庭のそこかしこに何者かが潜ひそんでいるようだった。


　そして、雨戸のひとつが激しい音を立てて外れ、中から人ひと影かげが現れた。


　誰かを抱かかえている。


　ミオリに違ちがいない。


　ヒエンは気を集中させ、目を凝こらした。闇に慣れつつあった目が、星明かりの微かすかな照りかえしを捉とらえる。


　ミオリは縄なわで縛しばられたうえ、猿さる轡ぐつわもはめられているようだった。恐きよう怖ふに震ふるえながら、激しく身をよじっている。


　ヒエンのなかに怒いかりにも似た感情が走る。


「娘むすめを返せ！」


　ヒエンは叫んだ。


　本当は、オレの女を返せと叫びたかったのだが、さすがにその勇気はなかった。


「小こ僧ぞうひとりではないか？　アモンはどうした？」


　その声には聞き覚えがあった。


　退たい魔ま士しヤクモの声である。


「なんで、オッサンがここに？」


　こういう展開は予想もしていなかった。


「わしは、おまえになど用はない。だが、我が走そう狗くは、おまえへの恨うらみが忘れられんようでな……」


　退魔士ヤクモは不気味な笑い声を響ひびかせた。


　それが合図であったかのように、ヒエンは、闇のなかから姿を現した武人たちに取り囲まれた。


　腐ふ臭しゆうが、夜風に漂ただよってくる。


　人と人ならざる者の気配が入り交じっていた。


「なにがあったか知らねぇが、てめぇらも、もはや人ではなくなっているようだな？」


「だとしたら、どうしたというのだ？」


　ヒエンを取り囲んだ武人のひとりが、しゃがれた声を響かせる。


　武人たちは、槍やりや刀で武装している。そして全員が腕うでに包帯を巻いていた。


「我らは、ヤクモ殿どのから力を与あたえられたのだ。この力を頼たよりに、これからは生きてゆく……」


「生かしておいたら、世のため人のためにはならなそうだな……」


　ヒエンはアモンの言葉を借りて、叫んだ。


「神明流クオンが一子ヒエン。てめぇら、成敗させてもらうぜっ！」


　大声で名乗ると、左右の小こ太刀だちを逆手に抜ぬいた。


　左手の小太刀の銘めいは鳳ほう翼よく、右手の小太刀は凰おう翼よくという。


　ともに、父クオンが鍛きたえたものだ。


「神明流のクオンだと？」


　ヤクモが驚おどろきの声をあげた。


「貴様はあの剣けん聖せいクオンの跡あと継つぎだというのか？」


「あいにくな……」


　父の名がこれほどまでに知られているとは帝てい都とに来るまで、思いもしなかった。


　神明流クオンの子として自分の名が広まってゆくと思うと、気が重い。


　しかし流派を名乗るのは、武使としての礼れい儀ぎだ。


「貴様の腕うで前まえ、しかと見定めさせてもらうぞ。者共、かかれいっ！」


　ヤクモが号令を発すると、武人たちは一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。


　闇やみのなか、黄色い霊れい光こうがかすかに揺ゆらめいた。


　それは人間の闘気ではなく、邪じや気きの類たぐいがあふれだしたものである。


　武人らも悪あつ鬼きと化しつつあるのだ。


　悪鬼とは人間が鬼き道どうに堕おち、変へん化げしたものだ。


　鬼き神しん石に封ふうじられた鬼母神リトラが放つ邪じや悪あくな波動により霊魂が歪められて変化する。


　また悪鬼のなかには、自らの眷けん属ぞくを生みだすものもいるという。


　ヤクモはどうやら悪鬼と化し、またこの武人たちをも悪鬼に変え、自らの配下としたようだ。


　その鍵かぎとなるのは〝腕〟であろう。


　アモンが言った〝羅ら刹せつ鬼き〟とやらが関係しているのかもしれない。


「ギェイ！」


　ヒエンの急所を狙ねらい、武人たちは槍の穂ほを突つきだし、刀とう剣けんの刃やいばを振ふるってくる。


　悪鬼と化しているためか、昨日、戦ったときとは比べものにならないほど鋭するどいものだった。


「そうこないとな……」


　ヒエンはにやりとすると、左右の小太刀を閃ひらめかせて、その攻こう撃げきを受けていった。


　槍や刀剣の動きを見切って対応せねば、十人近い敵と同時に戦うことはできない。


　ひとつでも受ける順を間ま違ちがえれば終わるし、また受ける瞬がずれても劣れつ勢せいとなるのだ。


「ハッ！　ハァーッ！」


　呼吸を小刻みに変え、拍ひよう子しを取る。


　鋼の音が絶え間なく鳴り響き、闇のなかに火花が走る。


　父やアモンの剣を受けてきたヒエンにとって、武人たちの攻撃を受け続けることは造作もなかった。


　だが、これは稽けい古こではない。


　受けているだけでは、永遠に終わらないのだ。


（さて、と……）


　どうしたものか、とヒエンは思案する。


　父には攻せめの太刀たちは教わっていないのだ。稽古でも受けることしか許されていない。


（腕でも狙ってみるか……）


　ヒエンは心に決めると、包帯が巻かれている武人たちの腕に狙いを定さだめた。


　武人たちの刀、槍をかいくぐって、素す早ばやく間合いを詰つめる。


　そして左手の鳳翼を一いつ閃せんさせた。


　ひとりの右みぎ腕うでが、ほとんど手て応ごたえもなく切断され、地面に落ちる。


　血は流れない。腐臭が強く漂っただけだ。


「グボッ！」


　獣けものじみたうめきをあげながら、その武人は切り落とされた腕を拾うと、もとのところに押しつけた。


　黄色い霊光が滲にじんだかと思うと、腕はすぐもとどおりにつながる。


「そうくるかよ……」


　ヒエンは舌打ちした。


「だったら、首ならどうだっ！」


　ヒエンは武人たちの武器を跳はねあげ、相手の懐ふところに飛びこむと、鳳翼を順手に持ち替かえ、左右に走らせた。


　アモンが使う草薙神刀流〝祓はらいの太刀〟である。


　アモンから教わったわけではないが、いつも受けているので、その型は覚えていた。それを真ま似ねてみたのである。


　武人たちの首がひとつ、ふたつとおもしろいように飛んでゆく。


　今度は血ち飛沫しぶきが噴ふきだしたが、生なま臭ぐささよりも腐ふ臭しゆうのほうが強く漂ただよった。


「悪鬼として生きるぐらいなら、人間として死んだほうがましというもんだぜっ！」


　ヒエンは、武人たちを見回して叫さけんだ。


　だが、武人たちに怯おびえはない。


　首を刎はねられ、倒たおれてゆく仲間たちを顧かえりみることすらなく、ひたすら襲いかかってくる。


「まったく……」


　ヒエンは短くため息を漏もらすと、武人たちの首を、次々と刎ねとばしていった。





（あれがヒエンなの？）


　武人たちと戦っているヒエンを見ながら、ミオリは我知らず、首を横に振っていた。


　世間知らずで、子供で、そのくせ女には節操がない。そんな若者だとヒエンのことを思っていたのだ。


　翡翠亭の娘むすめたちが陰かげで悪口を言っていることにも気がつかず、へらへらとしている。


　あまりに情けないので、なんだか放っておけなかったのだ。


　しかし闇やみのなかで、魔ま物ものを相手に武器を振るっているヒエンは、ミオリのまったく知らない姿だった。


　飛び散る火花や不気味な黄色い光に照らされて、ときおり浮うかびあがる彼の顔には、残ざん忍にんな笑えみさえ浮かんでいるようだった。


　魔物を殺すのを楽しんでいるようにしか見えない。


　ミオリの全身はがくがくと震ふるえ、それは止まることがなかった──
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　武人たちを残らず倒し、ヒエンはどうだとばかり、ヤクモを振り返った。


　ヤクモは廊ろう下かから悠ゆう然ぜんと見下ろしている。左ひだり腕うでには、まだミオリを抱かかえていた。


「てめぇの手下どもは始末したぜ？　さっさと娘を離はなしやがれっ！」


　ヒエンは鳳翼の切っ先を向けると、高らかに叫んだ。


「見事なものだな。さすがは、剣けん聖せいと謳うたわれた神明流クオンの跡あと継つぎ……」


　ヤクモは満足げにうなずくと、くくくと忍しのび笑いをもらした。


「アモンの腕うでをと思ったが、おまえでも十分のようだな」


「やはり、腕にこだわるようだな？　てめぇ、羅ら刹せつ鬼きとやらと戦ったんだろう？」


　ヒエンが問いかけると、ヤクモの顔から笑いが消えた。


「答えるいわれはないわっ！」


　ヤクモは無造作にミオリを突つき放すと、刀をひきぬいた。


　そして庭へと飛び降りる。


「退ひく気はねぇようだな？」


　ヒエンは念を押すように言ったが、退たい魔ま士しとの戦いが避さけられないことは今の彼の言葉でわかった。


　砂利じやりを踏ふみしめながら、ゆっくりと間合いを詰めてゆく。


　ミオリは腕を縛しばられているので、廊下に倒れたまま起きあがれないでいた。


「おまえのその腕、もらいうける」


　ヤクモは刀を右脇わきに構える。


「取れるものならなっ！」


　ヒエンは自分から動いた。


　跳とぶように地面を走り、一気に間合いを詰める。


　武人たちと戦ってわかったのだが、これまで受けてきた父やアモンの攻せめの型は、すべて自分の身についている。


　それを実じつ践せんしたいという気になっていたのだ。


（攻めなんて、そう難しいもんじゃねぇな……）


　そうも思う。


　相手の動きを見切り、瞬しゆん時じに反応しなければならない受けのほうが、遥はるかに集中を必要とする。


　攻める側は自分の好きなようにしかけられるのだ。


「ハァアアアアッ！」


　ヒエンは地面を跳ぶように走ると、気合いとともに右手の凰翼を上段から振ふり下ろした。


　もしも、ヤクモが脇から切り払はらってきても、左の鳳翼で受けられる。


（たわいもねぇな）


　凰翼の刃やいばが退魔士の脳天を割ろうとしたとき、ヒエンは拍ひよう子し抜ぬけする思いだった。


　しかし次の瞬しゆん間かん、右の小こ太刀だちは宙を切っていた。


　ヤクモの身体からだが、すっと遠くなったのだ。


「なんだって？」


　ヒエンは我が目を疑った。


　上体を反らしたのでも、飛び退のいたのでもない。


　ヤクモは姿勢をまったく動かすことなく、身体を滑すべらせたのだ。


　ありえない動きである。


　ヒエンは前のめりに体勢を崩くずし、左足を踏みだし、かろうじて転てん倒とうを免まぬかれた。


　だが、これでは瞬を捉とらえて受けることなどできない。


　ヒエンは左腕を脇につけ、鳳翼の刃を鎧よろい代わりに胴どうへの払いに備えた。


　だが、その瞬間、ヤクモの手首がわずかに下に向かって折れるのが見えた。そして後方へと宙返りする。


　退魔士の足の裏が、顔面に迫せまってきたかと思うとわずかに遅おくれて、刀の切っ先が首筋にすくいあがってきた。


　予想もしなかった斬ざん撃げきである。


　ヒエンは身体を捻ひねってかわすしかなかった。


　左ひだり肩かたを灼しやく熱ねつのものが走り抜ぬけてゆく感覚があった。


「ツッ！」


　ヒエンはそのまま地面を転がり、なんとか体勢を立て直した。


「ゆ、油断したぜっ」


　ヒエンは歯は嚙がみした。


　左手を動かそうとすると、激痛が走る。鳳翼を落とさぬのがやっとであった。


　心臓の鼓こ動どうに合わせて、どくどくと血が流れてゆくのがわかる。


　早く血止めをしないと、意識を失うかもしれない。そうなったら、終わりだ。


（さっさと終わらせねぇと……）


　ヒエンはふたたび間合いを詰つめると、今度は〝祓はらいの太刀たち〟で退魔士の首を刎はねようとする。


　しかし、その一いち撃げきも当たったと思った寸前でかわされた。


　ヤクモはなんと両足を前後に割って、地面にぴったりとつけたのだ。ヒエンには突とつ然ぜん、身体が沈しずんだようにしか見えなかった。


　岩のような体たい軀くをしていながら、恐おそるべき身体の柔じゆう軟なんさである。そしてそのままの姿勢で、脛すねを切り払ってきた。


　ヒエンはそれも受けられず、身をひいてかわす。


　だが、完全には間に合わず、右の脛を浅く切られた。新たな痛みが走り、ヒエンは歯を食いしばって、それに耐たえる。


　ヤクモは地面を驚おどろくべき速さで転がりながら、連続攻こう撃げきを繰くりだしてきた。


「退魔流秘技〝槌つち転ころび〟。我が猛もう毒どくの牙きば、いつまでかわせるかな……」


　ヤクモが勝ち誇ほこったように言う。


〝槌転〟──そういう名の蛇へびの妖よう怪かいがいることを、ヒエンは知っていた。


　その妖怪と戦い、ヤクモはこの秘技を会え得とくしたのであろうか？　それをここまでのものにするには、おそらく尋じん常じようならざる修しゆ行ぎようが必要だろう。


　ヤクモの刀がどこにあり、どこから伸のびてくるのか、ヒエンにはまるで読めない。


　受けることもままならず、迫ってくる刃を必死に払いのけるしかなかった。


（無様だぜっ……）


　ヒエンは自分を呪のろいたい気持ちだった。武人たちを苦もなく打ち倒たおしたことで思いあがってしまったのだ。


　これが稽けい古こであれば、厳しく叱しつ責せきされ、もう一度となる。


　だが、実戦にやりなおしはない。


（オレには早すぎたってことかよっ……）


　ヒエンは絶望的な気持ちになった。


　父の教えを守らなかった報むくいかもしれない。


　だが、武使とはそういうものだ。稽古のときでさえ、いつ命を落としてもおかしくない。


　死ぬ覚かく悟ごはできている。


　ただ、女というものを知らぬまま人生を終えるのが無念であった。


「女……」


　それで、ヒエンは思いだした。


　戦っているあいだに、いつのまにか忘れていたのだが、ここにはミオリが捕らわれている。


　自分が死ねば、彼女がどうなるかわからない。


　武人たちは皆みな、倒したが、すでに悪あつ鬼きと化しているヤクモが、なにもせず彼女を帰す保証はない。


　慰なぐさみものにされたあげく、殺されることになるかもしれないのだ。


「そんなことは、絶対にさせねぇっ！」


　ヒエンは声を限りに叫さけんだ。


　足あし下もとから繰りだされてくる刃やいばだけに集中していった。


　そして瞬を見切り、左の鳳翼で受ける。


　刃がぴたりと止まり、ヤクモの身体の回転も同時に止まった。


「退たい魔ま流りゆう秘ひ技ぎ〝槌転〟、受けとめたぜっ」


　ヒエンは高らかに叫んだ。


「ほほう……」


　ヤクモはゆっくりと立ち上がる。


「だが、その手負いの身体からだで、いつまで保もつかな？」


「てめぇを倒すまでは、保たせてみせるぜっ！」


　ヒエンは強気に応じた。


　激しく動いたせいで、出血はひどくなっていた。着物が濡ぬれ、肌はだに張りつく感かん触しよくでそれと分かる。


　だが、焦あせってしかけても、さっきの二の舞まいとなるだけだ。


「どうだ、小こ僧ぞう。我が退魔流にかかれば、剣けん聖せいクオン直伝の神明流もその程度ということよ」


「それはどうかな？　人にあらざる動きで相手を幻げん惑わくするのが、あんたの退魔流の極意のようだ。だが、その動きは同じ相手には二度と通じるもんじゃねぇ。世間に知れ渡わたれば、おしまいってことだ。つまり、あんたの流派は、邪じや剣けん、魔ま剣けんでいるしかないということさ」


「なんだと？」


　ヤクモが顔をゆがめる。黄色い霊れい光こうが、背後で揺ゆらめいた。


「もっとも、悪鬼となったあんたには、それこそがお似合いかもな。察するに、あんたは羅ら刹せつ鬼きに敗れ、命いのち乞ごいでもしたんじゃねぇのかい？　腕うでを差し出し、その眷けん属ぞくとなることを誓ちかってな」


　ヒエンはそう言うと、右手の凰翼の切っ先をヤクモに向けた。


「小僧が！　貴様ごときになにが分かる！」


　そう叫んだ瞬しゆん間かん、ヤクモの額が裂さけ、そこから角が突つきだしてくる。短く真っ黒な角で、第三の目が開いたようにも見えた。


「正体を現しやがったな……」


　ヒエンはつぶやく。


　もっとも、それを狙ねらったわけではない。向こうから、攻せめさせるよう挑ちよう発はつしただけである。


「貴様も、我が走そう狗くとしてやるわ。悪鬼に堕おちた者の気持ち、味わうがいい！」


　そう言うなり、突とつ然ぜん、宙を飛んだ。刀の切っ先を突きだし、錐きりを揉もむように身体を回転させた。


　捨て身の攻こう撃げきのようにも見える。だが、そこからどのような攻めがくるのか予想もつかない。


（幻惑されるなよ……）


　ヒエンは自らに命じた。


　神明流の極ごく意いを信じるのみである。


　いかなる攻めも瞬を見切りさえすれば、かならず受けうるのだ。


　一度、乱した気ではあるが、今はふたたび高まっている。痛みが噓うそのように消え、左ひだり腕うでも動いた。


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を交差させて構える。


　そして円を描えがくように回転するヤクモの刃の切っ先を受けた。


　だが、完全に止めることはできず、刃が流れ、眼前に迫せまってくる。


　しかし、そのままの姿勢で踏ふみとどまる。


　ここでひけば、相手の術中にはまるに違ちがいなかった。それほどに闘気のこもった一いち撃げきである。


　ヤクモの刃はヒエンの額をかすめ、血が迸ほとばしった。


　髪かみがはらはらと落ちる。だが、刃は上へと流れ、頭を貫つらぬくことはなかった。


　そしてヤクモの身体は目の前で失速し着地する。


「たぎってきたぜぇ！」


　ヒエンは高らかに叫ぶと、右手の凰翼でヤクモの刀を跳はねあげつつ、左手の鳳翼を順手に持ち替かえた。


「こ・だ・まぁっ！」


　高まっていた気のありったけをこめて、ヒエンは鳳翼を振ふるった。
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　その瞬間、大おお太だい鼓こを鳴らしたような音が夜の帝てい都とに響ひびき渡り、ヒエンの刃の切っ先から衝しよう撃げき波はが走った。


　ヤクモはその衝撃波をまともに受け、吹ふき飛ばされた。そして十歩ほど後ろにあった土ど塀べいに激しく身体を打ちつけられる。ぐぼっと口からなにかを吐はきだしながら、ずるずると地面に落ちてゆく。


　そのあと、ゆっくりと土塀が傾かたむき、通りのほうへと倒たおれた。


　地じ響ひびきが起こり、土つち煙けむりが舞まいあがる。


　ヒエンは荒あらく息をつきながら、退魔士のところに進んでいった。


「い、今のが……神明流の奥儀か？」


　ヤクモが苦しげに声をかけてくる。


「退たい魔ま流りゆう秘ひ術じゆつ〝天てん狗ぐ倒だおし〟。我が必殺の一撃を受けるとは……」


「神明流刀術〝木霊こだま〟。相手の術を受け、自らの気をのせて返す」


　ヒエンはそう答えた。


　ヒエンがゆいいつ、父から教わった術であり、鳳翼はそのために鍛きたえられている。神明流の極意を具現する術だ。


　相手がいかなる攻めをしてこようとすべて受けきり、ただのひと太刀たちで倒すのが、神明流の極意〝総そう受じゆ一いつ攻こう〟である。


「最後に……よい仕合ができた……」


　ヤクモは満足そうにうなずいた。


　いつのまにか、額の角は消えている。そして腕が剣を持ったまま、ぼとりと地面に落ちた。見る間に腕はじゅくじゅくと朽くちはてた。


「おまえが言ったとおりだ。わしは悪あつ鬼きと戦い、勝てぬと悟さとったのだ。そして命乞いをした。わしは腕を奪うばわれ、かわりの腕を与あたえられた。そしてわしは悪鬼の走狗と成り果てたのだ。もっとも、あれが羅刹鬼というかどうかは知らん……」


「あんただって武使だろう？　死ぬ覚かく悟ごはあったはずだ。それが、なんで？」


「覚悟は無論、あった。だが、悪鬼になど殺されたくはなかったのだ。魔ま物ものと戦うことは、わしにとってたしかに修しゆ行ぎよう。だが、死ぬときには、名だたる武使と堂々と仕合をし、敗れてだと願っていた。わしが編みだした退魔流は、異様であり卑ひ劣れつでもある。邪じや流りゆう、魔ま剣けんと蔑さげすまれるのもやむをえぬ。だが、それでも、世に知らしめたかったのだ。わしが生きてきた証あかしは、他ほかにはないからな……」


　そこまでを言うと、ヤクモはふたたび口から、どろりとしたものを吐きだす。


　もう保もたないのは、明らかだった。


「最後にひとつだけ聞きてぇ。あんたが勝てなかったという悪鬼は、今どこにいる？」


「……アオ……イ……」


「なんだって!?」


　ヒエンは耳を疑った。


　アオイ島なら、ヒエンの生まれ故郷である。


「う、腕うでを……」


　そこまでを言うのがやっとだというように、退魔士ヤクモはこときれた。


「いったいどういうことなんだ……」


　ヤクモの亡なき骸がらに手を合わせてから、ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　高まっていた気が切れたのか、肩かたの傷が急に痛みだす。そして頭がくらりとなる。


　傷口を確かめてみると、べっとりとした血ち糊のりで塞ふさがれ、出血は止まっているようだ。


　ヒエンはさらし布を取りだすと、着物のうえから、それを巻きつけた。


　そしてミオリを振り返る。


　彼女は廊ろう下かに倒れたまま、身み動じろぎもしていなかった。


　ゆっくりと側そばに寄り、静かに抱だき起こした。


　彼女は目をかたく閉じ、ひどく震ふるえていた。


「今、自由にしてやっからな」


　ヒエンはそう声をかけてから、ミオリを縛いましめている縄なわを解き、猿さる轡ぐつわをはずした。


　そのとき、彼女と目があった。


　その目が怯おびえているのがわかった。


「もう大だい丈じよう夫ぶだぜ……」


　ヒエンは優やさしく声をかけた。


　彼女が胸に飛びこんでくるのを期待し、腕を大きく広げる。


　だが、彼女はそうはしなかった。それどころか、必死に足を動かして、後ずさってゆく。


　訳がわからず、ヒエンはうろたえる。


「お願い……」


　ミオリはヒエンを見つめたまま、かすれた声で言うと、小さく、しかし何度も首を横に振ふった。


「お願い、あたしに近寄らないで……」


　そしてふたたび目をかたく閉じると、両りよう腕うでを交差させて震える肩を自ら抱だく。


　それで、ヒエンもやっと気がついた。ミオリが恐おそれているのは、自分だということに……


（なんでだよ？）


　心が砕くだける音が聞こえた気がした。


　その瞬しゆん間かん、意識がふっと遠くなり、ヒエンはその場に倒たおれたのである。
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　気がつくと、ヒエンはアモンの道場で寝ねかされていた。


　格こう子し窓からは真昼の強い光が射さし込んでいる。


「オレは何日、眠ねむったんだ？」


　そう自問しながら、ゆっくりと身を起こした。


　白い夜着に着き替がえさせられていた。傷の手当てもされていて、真新しいさらし布が巻かれている。膏こう薬やくの臭においもした。


　痛みはあるが、耐たえ難がたいほどではない。


「目が覚めたか？」


　奥の部屋から、アモンが姿を現し、笑いかけてきた。


「アモン兄……」


　ヒエンは呆ほうけたような表情で見つめる。


「大方の話は、ミオリから聞いた……」


　ミオリは夜道を駆かけて、アモンに助けを求めたのだという。


　ヒエンを道場まで運び、傷の手当てをしてくれたのは、アモンだった。


　それから丸一日、眠っていたようで、今は戦いがあった夜から二日後の昼を過ぎているとのことだった。


「ミオリは？」


　その名を言うだけで、胸が痛んだ。


　あのときの彼女の顔が脳のう裏りに浮うかぶ。


「店を休んで、家にこもっている。しばらくは誰だれにも会いたくないそうだ」


「そうか……」


　ヒエンはがっくりと肩を落とした。


「あいつに、怖こわい思いをさせちまった……」


　恐きよう怖ふを与あたえたのは、退たい魔ま士しや武人らだけではなく、自分もだった。


「最初から、アモン兄に相談してたら、こんなことにはならなかったかもな。それを、オレが変な色気をだしたばかりに……」


　ヒエンはうなだれる。


　そして、その報むくいは、あまりにも残ざん酷こくだった。


「今は、気が動転しているだけだ。しばらくすれば、もとどおりのあの娘こになるさ」


「そうだと、いいけどな……」


「それより、どうだった？　初めての仕合は？」


「自分が未熟だってことを思い知らされたぜ。当分は、受けるだけでいい。親父おやじの言いつけどおりにな」


「怪け我がが治ったら、また稽けい古こ台だいになるわけか……」


　アモンはわずかに肩をすくめた。


「そのときは、よろしく頼たのむぜっ」


　ヒエンは頭をさげた。


「それにしても、ヤクモ殿どのが敗れたという悪あつ鬼き、気になるな……」


「オレもなんだ。悪鬼の居場所を訊たずねると、退魔士はオレの故郷の名を言い残したんだ。そしてもう一言〝腕うで〟と」


「おまえの故郷を？　それにまたしても腕か……」


　アモンは顎あごに手をかけ、思案の表情になる。


「この事件、これで終わりではすまぬようだな」


「しかし、羅ら刹せつ鬼きかどうかはわからないが、オレの故郷に向かったんだとしたら、おしまいだぜ。あそこには、親父がいるしな」


　それに母さんも、と心のなかでつけくわえる。


　あのふたりを相手にしたら、たとえ鬼き母ぼ神しんリトラでも勝てるはずがないのだ──
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　退たい魔ま士しヤクモとの戦いで負った傷がようやく癒いえ、ヒエンはふたたびアモンの道場へ稽けい古こに通いはじめた。


　あの戦いから、すでに十日が過ぎている。


　桜の花はすでに散り、桜の木々には若葉が茂しげっている。


　いつものようにアモンとの稽古を終えたあと、ヒエンは帝てい都とシスイを南北に流れる聖なる川カタラの河原かわらに立っていた。


　アモンからはいつもどおり翡翠亭に誘さそわれたが、顔を出す勇気はなかった。


　ミオリはすでに店に復帰しており、働きだしているという。


　だが、心の傷はまだ癒えていないらしく、笑え顔がおを浮うかべるのにも苦労しているそうだ。


　心の傷が癒えていないのは、ヒエンも同様である。


　それを癒いやすため、ヒエンはもっと武術の修しゆ行ぎように打ちこみたかった。しかし、アモンはあいかわらず、型の稽古をひととおりするだけである。


　だから、あとの時間は、ひとりで稽古をするしかない。


　ヒエンは川に入ると、流れに腰こしまで身を沈しずめ、ゆっくり目を閉じた。父やアモン、さらにはヤクモの剣けんを頭に描えがきながら、それを受けるべく、小こ太刀だちの二刀を振ふるいはじめる。


　水の抵てい抗こうが動きを妨さまたげるが、それを気で押さえこみ、足を運び、腕うでを振り抜ぬく。


　それを、ひたすらくりかえした。


　いつしか、水があることすら忘れるほどに気が高まってゆく。


「木霊こだまぁあああっ！」


　ヒエンは気合いの声とともに流れに向かって、左の鳳ほう翼よくを一いつ閃せんさせた。


　一いつ瞬しゆんではあったが、川の流れが目に見えない堰せきに遮さえぎられたかのように澱よどむ。


　そして、ふたたび自然に流れだした。


「親父おやじなら、きっと逆流させられるんだろうな……」


　ヒエンは悔くやしげにつぶやく。


「オレはまだまだ足りていねぇ」


　その父に、ひと太刀たちを入れるには、いったいどれほどの修行が必要なのか、考えると気が遠くなる。


　だが、それを果たさなければ、気が収まらないのだ。


　ヒエンは術とともに放った気を、ふたたび高めるべく、精神を集中させてゆく。


　そのときだった。


「見つけたーっ！」


　という大声が、背中のほうから響ひびいた。


　ヒエンは気が抜けて、流れに足を取られそうになる。


　聞き覚えのある声だったからだ。


「まさか？」


　ヒエンはゆっくりと振りかえった。


　一艘そうの船ふねが川を溯さかのぼってくるのが見えた。


　細長い船体で、八挺ちようの艪ろが左右から伸のびている。川の流れをものともせず、かなりの速さで近づいていた。


「ヒエン～！」


　水み押よしに片足を乗せて立っている女性が、激しく手を振っている。


「キリハ姉ねえ？」


　ヒエンは反射的に手を振り返したが、その女性がなぜここにいるのか疑問に思う。


　キリハはヒエンの故郷であるアオイ島の島主の娘むすめなのだ。


　アオイ島の島民は他ほかの島々と同じく、漁と海運とで生計を立てている。


　中海の島々は、ハクガ大島を領するミムラ家を盟主として連合しており、世の人々は水軍とも海かい賊ぞくとも呼んでいた。もっとも、島どうしの競合は激しく、外敵の襲しゆう来らいなどがないかぎり、共きよう闘とうすることはあまりない。


　キリハが乗ってきたのは、軍用の早はや舟ぶねだった。いつ軍ぐん役えきがかかるかもしれないから、滅めつ多たなことでは島から離はなれないはずなのに……


　ヒエンは川のなかに立ったまま、船が近づくのを待った。


　そして水のなかから、海豚いるかのように跳ちよう躍やくし、船へと飛び移る。


「ヒエン～」


　着地した瞬しゆん間かん、キリハは抱だきついてきた。


　彼女はヒエンより背が高いので、頭を抱かかえて胸にひきよせる。


　豊かな胸をしているので、その谷間に顔が埋うまりそうになった。日焼けした肌はだはさらさらとした感かん触しよくで、太陽と潮の香かおりが漂ただようように感じる。


　それは、故郷の匂においだった。アオイ島を離れてから、まだ一年しか経たっていないというのに、懐なつかしさがじわりとこみあげてくる。


　そのままじっとしていたい衝しよう動どうをふりほどき、ヒエンは顔を起こした。


「ちょっ、キリハ姉……」


　幼なじみであり、姉弟きようだいのように育った人をあらためて見つめる。


　肩かたのあたりまで伸ばした髪かみは日焼けと潮焼けしているせいか赤っぽく、ゆるやかに波打っていた。外がい套とうのように羽織り、肘ひじだけを通した着物は、夏の海の色で染められ、波の模様が描えがかれている。その下には胸から腰を隠かくす身体からだにぴったりとした胴どう着ぎをつけ、紐ひもで締しめあげていた。そこから右足がすらりと伸び、左足はひらひらした布で隠している。片足だけを見せるのは今の流行はやりで当世風と呼ばれている。


「なんで、キリハ姉が帝てい都とに？」


「ごめんよ、ヒエン……」


　そう言うなり、キリハはぼろぼろと涙なみだをこぼしはじめた。


「い、いったい、どうしたんだよ？」


　ヒエンはますます困こん惑わくする。


　キリハは年ねん齢れいこそ若いが、集落の長である父を助け、荒あらくれ者の船乗りを率いている気き丈じような女性だ。


　十歳くらいから、父のもとに稽けい古こに通い、武技を鍛きたえている。曲刀を扱あつかわせればなかなかのものだ。


　また銛もりを投じる技わざにも長たけており、鮫さめや鯨くじらを何匹ひきも仕留めている。そしてその技は戦いくさのときにも役立つのだ。〝早舟〟という高速で小回りの利きく小型船で敵船に近づき、銛を投じて混乱させるのは、中海の水軍の得意とする戦法である。そして相手の船に斬きりこんでゆくのだ。


　そんな彼女が子供のように泣きじゃくるだけで、それ以上はなにも言えない様子だった。そのかわり、腰こし帯おびのあいだに挟はさんであった手紙を取りだし、ヒエンに手て渡わたす。


「なんだよ、これは？」


　ヒエンは首をひねりながら、その手紙を受け取った。


　美しい字で、ヒエンの名が記されている。


　母の字だった。


　ヒエンは手紙を開き、なかの文面を見る。


　文章は短かった。


　ヒエンは素す早ばやく目を走らせる。


　そして愕がく然ぜんとなった。


　父クオンが海に落ちたまま、行方ゆくえ知れずになったという。


　捜そう索さくの手を尽つくしたが、亡なき骸がらさえ見つけられなかった。葬そう儀ぎをするゆえ、すぐ故郷に帰るようにと文章は結ばれている。


　そして母の名を意い匠しよう化した花押が記されてある。


「親父おやじが……死んだって……？」


　ヒエンの手から手紙がはらりと落ちた。


　自覚してなかったが、手はぶるぶると震ふるえている。


「ごめんよ……」


　キリハは泣きながら、謝罪の言葉をくりかえした。


　ヒエンはふらふらと船底に座りこむと、船ふな縁べりを摑つかみ、身体を支えた。そうしないと、完全に倒たおれてしまいそうだった。


　それほどに、身体の力が入らない。


「……噓うそだろう？」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとキリハを見上げたが、彼女の涙がすべてを物語っていた。


　それでも、信じることができない。


「あの親父が死ぬわけがねぇよ。泳ぎだって達者だし、そもそも船に乗ることだってねぇんだから……」


　父がすることといえば、ヒエンたちに稽古をつけるほかは、裏の畑の手入れをしたり、山菜を採ってくるぐらいだ。あとは母の側そばから片時も離れない。


「事情はゆっくり話すから、とにかく急いで荷物をまとめておくれ」


　キリハはヒエンの両りよう肩かたに手をかけると、潤うるんだ目で見つめてきた。


「あ、ああ……」


　ヒエンは気が抜ぬけたようにうなずく。


「わたしも一いつ緒しよに行くから……」


　キリハは言うと、舵かじ取とりを振ふり返って、この先の船宿に船を着けておくよう命じた。


「承知しやした……」


　舵取りは、神しん妙みような表情でうなずく。


　ヒエンは船底をとんと蹴けると、川岸までの距きよ離りを一気に跳躍した。


　キリハは羽織っていた着物をいきなり脱ぬぎ捨てると、頭から川に飛び込み、岸まで泳ぐ。


　そして胴着一枚だけの大だい胆たんな姿のまま、ヒエンの肩かたを抱だいて帝都の通りを歩きはじめた。





　　　　２




「……クオン殿どのが、亡なくなられただと？」


　ヒエンからそう告げられたとき、アモンはしばらくのあいだ言葉を失った。


　ヒエンがひとりの女を連れて、道場にやってきたのは、日が沈しずもうとしていたときである。


　アモンはちょうど夕食に出ようとしていたところだった。


　いったい何事があったのか、と理由を問いただす。


「オレも、まだ聞いていねぇんだ。どうせなら、アモン兄も一緒にと思ったから……」


　ヒエンの表情は虚うつろだった。


「キリハと申します……」


　そう名乗ると、女は板いた敷じきに指をついて、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。


　アモンも名乗りかえし、一礼する。


「わたしどもが暮らしますアオイ島に怪かい異いが起こりはじめたのは、ひと月ほどまえのこと。家か畜ちくが盗ぬすまれ、女たちが拐かどわかされるという事件が相あい継つぎまして……」


　キリハはそう話を切りだした。


「島を治めておりますわたしの父は、すぐクオン様に相談いたしました。クオン様は快くおひきうけくださり、お弟で子し様を遣つかわしてくださいました」


「弟子……だって？」


　それを聞いて、ヒエンが反応する。


　わずかながら、目に輝かがやきがもどっていた。


「クオン様の武名を聞き及およんで押しかけてきた女武使なんだよ。年ねん齢れいは、わたしとそう変わらないかねぇ……」


「女のくせに、武術の修しゆ行ぎようをしてるのかよ？」


　ヒエンは顔をしかめる。


「物好きだよねぇ」


　ヒエンの言葉に、キリハはうなずく。


　クオンに稽けい古こをつけてもらっていたとはいえ、本物の武術使いになるための修行をしたわけではない。戦で後おくれをとらないぐらいに、武技を教えこまれただけだ。


　武術を使えるほどになるには、心技体すべてを鍛きたえなければならない。そしてその修行は一生、尽きることはないという。


　すなわち武術使いになるということは、一生を捨てるということに等しいのだ。キリハにその意志はない。船乗りとしての暮らしが性しように合っていると思うし、領主として島民を治めてゆく責任もある。


「女でも、武術を志す者もいなくはないぞ。無論、そう多くはないがな……」


　アモンがヒエンをたしなめるように言った。


「その女武使ですが、怪異の元げん凶きようをつきとめ、みごと解決しています。ただ、怪異はそれだけでは収まらなかったんです……」


　キリハは話題をもどした。


「元凶というのは、なんだったのかね？」


　アモンが訊たずねる。


「二匹ひきの悪あつ鬼きの仕し業わざとのことでした。くわしいことは聞いていませんが、おそらく倒たおしてくださったのでしょう。しかし、その悪鬼はただの手先にすぎなかったのです。その数日後、もっと大勢の悪鬼を乗せた船が、島に攻せめこんできたのです。わたしどもは、クオン様とお弟子様の力を借り、戦ったのですが……」


　キリハはその先を語るのをためらうかのように口を閉とざした。


「どうなったのかな？」


　アモンが続きをうながす。


「わたしどもでは相手にもなりませんでした。それでクオン様とお弟子様におまかせし、おふたりは悪鬼の船に乗り込んで戦われました。しかし、クオン様は何匹もの悪鬼に組みつかれ、その鬼おにどもを道連れにして、海へと飛び込まれたのです。そして、残る悪鬼は逃にげ帰ってゆきました……」


　キリハはそこまでを言うと、耐たえきれないというように顔を伏ふせた。膝ひざのうえに置いた両の拳こぶしをかたく握にぎりしめている。


「なるほど、悪鬼の一団がな……」


　アモンはふかくため息をついた。


「例の羅ら刹せつ鬼きかな？」


　ヒエンが、アモンを虚ろに見つめる。


　退たい魔ま士しヤクモが、勝てなかったという神代の鬼だ。その存在を確かめたわけではないが、殺した相手の腕うでを切り取るというところが伝説と一いつ致ちしている。


　そしてヤクモの死に際ぎわに、悪鬼の居所を訊ねたところ、ヒエンの故郷であるアオイ島の名を口にしている。そのことも、ずっとひっかかっていたのだ。


「そう思ってはいる。しかし、クオン殿が行方ゆくえ知れずになったのは、ひと月もまえの話だろう。帝てい都とで事件があったのは、それより後だからな……」


「それじゃあ、羅刹鬼はふたたびアオイ島にもどっていったということかよ？　忘れ物をしたわけでもあるまいし……」


　ヒエンは顔をしかめる。


「ひと月まえにアオイ島を襲おそった悪鬼のなかに、羅刹鬼がいなかったとも考えられるが、いずれにせよ無関係ではあるまいな」


　アモンは言った。


　羅刹鬼は、神代に争鳴した百鬼のひとつであり、鬼のなかでも最上位に属しているとされる。鬼母神リトラに従い、霊れい魂こんを持つ生き物を殺さつ戮りくした恐おそるべき戦鬼だ。


「こう言っちゃあなんですが、わたしどもの島には、なにもありません。悪鬼どもに狙ねらわれる心当たりが……」


　キリハは困こん惑わくの表情だった。


「ふむ……」


　アモンは腕を組み、思案する。


　アオイ島に特別な物はないかもしれない。しかし、特別な人ならいるのだ。


　剣けん聖せいクオンに他ほかならない。すくなくとも武使であれば、剣聖の武名を知らぬ者はいない。


　クオンがアーシア全土を巡めぐって、武術の修しゆ行ぎようをしていたときに羅刹鬼となにかの因いん縁ねんができ、その復ふく讐しゆうのため、アオイ島を襲ったとすれば合が点てんはゆくのだ。


　だが、そのクオンが行方不明となったわけだから、羅刹鬼が島にもどろうとする理由は思いつかない。


「ヒエンの言うとおり、し忘れたことでもあるのかもしれんな……」


　アモンはぽつりとつぶやいた。


「いずれにせよ、くれぐれも用心して帰ることだ」


「ああ……」


　ヒエンはぼんやりとうなずいた。


　父は尋じん常じようの勝負をして負けたわけではない。


　そのことが救いだった。


　無論、大勢の敵を相手にしても勝たねばならぬ。それが武使というものだ。だが、悪鬼の群れを相手にしては、さすがの父も限界を超こえたのだろう。


（親父おやじも無敵じゃなかったんだな……）


　ヒエンにとって、父クオンは圧あつ倒とう的てきな存在だった。


　自分が強くなればなるほど、父の強さがわかるようになり、その差はますます開いてゆくようにも感じていた。父にひと太刀たち入れるということが願いであったが、本当にできるかどうか、実は疑問にも思っていた。


　だからこそ、成し遂とげたかったともいえる。


　しかし、それはもはや永遠にかなわぬこととなった。


「……なんでだよ？」


　誰だれでもいいから、そう問いかけたかった。


　目指していた街が忽こつ然ぜんと消え失うせ、荒こう野やに取り残されたような気分である。


「武術なんて、虚むなしいものなんだな……」


　正々堂々たる勝負をするのは、武使だけである。


　戦いくさにおいては、一対一で勝てないなら十人を、十人で勝てないなら百人をそろえればよいだけなのだ。


　高名な武使が、戦で命を落としたという話は、いくらでもある。


「武術の修行とは、無限の高さを持つ山を登るに等しいという。いくら登ってもさらに上を行く者がおり、上を行く者がいなくなったとしても、下から追ってくる者がいる。休まず、登りつづけるしかないのだよ」


　アモンはヒエンをじっと見つめる。


「最高の武使になったって、名ばかりの皇こう帝ていになるだけじゃねぇか？　神域で近この衛えに囲まれ、神事を務めるだけなんだろう？」


　皇帝の最大の使命は、神域にあり天上界ラーシアまで届くとされる大樹に、剣を打ちこむことだと聞き及およんでいる。精せい霊れい神ダイダラの化け身しんとされるその大樹を封ふうじることで、いにしえの妖よう精せいたちは、その力の源を断たたれたのだ。


「そう言われているな……」


　アモンは静かにうなずいた。


　神域でなにが行われているかは、外の人々にはあまり知らされていない。だが、ヒエンが言ったように、妖精を封じることが皇帝と近衛の最大の使命であるとされている。


　だが、妖精がいなくなって千年が過ぎた今、妖精はいにしえの存在でしかない。その恐ろしさを知る者は誰もおらず、むしろその容姿の美しさや文化の華はな々ばなしさを讃たたえる者もいるほどだ。


　妖精が支配していた時代が見直され、妖風、妖式と呼ばれる意い匠しようが、最近では出回るようにもなっている。帝てい国こくはそれらを厳しく禁じてきたが、帝国の力が弱まった今、その禁令は効力を失っていた。


　有名な絵師が秘ひそかに描えがいた妖精画は、好こう事ず家かのあいだで高額で取引されていると聞く。


「武術の修行なんて、やめちまおうかな……」


　ヒエンはため息まじりにつぶやいた。


　それを聞いた、アモンの眉まゆがぴくりと動く。


「武使など、それ以外の生き方ができぬ者がなるものだ。そうでないなら、続ける必要などない」


　アモンはヒエンを見すえながら、きっぱりとした口調で言った。


「まあ、ゆっくりと考えてみるさ。まずは急いで故郷に帰らないとな。悪あつ鬼きがもどってきているかもしれねぇから……」


　父を殺した悪鬼どもが、ふたたびアオイ島を襲おそうというなら、黙だまっているわけにはゆかない。


（親父の仇あだ討うちじゃねぇ。オレの悲願を奪うばったということが許せねぇんだよっ！）


　ヒエンは心のなかで自らに向かって叫さけんだ。


「明日早く発たつとしようよ」


　キリハはうなずく。


「それじゃあ、アモン兄。いろいろ世話になった……」


　ヒエンは神しん妙みように一礼した。


　別れの挨あい拶さつのつもりだった。ふたたび、帝てい都とにもどってくるかはわからない。退たい魔ま士しヤクモのように、羅ら刹せつ鬼きに敗れるかもしれないのだ。


　そしてヒエンとキリハはアモンの道場を去り、船宿へと向かった。





「あのクオン殿どのが、な……」


　残されたアモンは、しばらくのあいだ道場でじっと腕うで組ぐみを続けていた。


　アモンが知るなかでは、クオンこそが最高の武使であった。


　草薙神刀流の当代である父でさえ、及ばなかったのだ。


　しかし、剣けん聖せいクオンはその全盛期で、なぜか突とつ然ぜん、行方ゆくえをくらます。


　その噂うわさを聞いたとき、アモンはにわかに信じられなかった。


　それ以来、クオンの噂はぷっつりと途と絶だえていたのだが、実はひそかに妻を娶めとり、中海の小島で隠いん棲せい同然の暮らしをしていたわけだ。


　そのクオンが、悪鬼の一群と戦い、命を落としたという。


　それもまた信じられない気持ちだった。大きな喪そう失しつ感かんを覚える。


　アモンが重おもい腰こしをあげたのは、外がすっかり暗くなってからであった。そして表に出て、翡翠亭へと向かう。


「いらっしゃいませぇ～」


　暖の簾れんをくぐると、いつもの娘むすめたちが明るく出で迎むかえてくれた。


　その娘らに酒と夕食とを頼たのみ、ミオリを呼んでもらう。そして桟敷さじきのひとつにあがり、腕組みをして待った。


　しばらくすると、注文の品を、ミオリが膳ぜんに載のせて運んできた。


　そして無言で、向かいの席に座る。すぐに顔を伏ふせて、かたまる。自分のほうから、話をしようとする気配はない。


　まだ先日の事件から立ち直れてないのだ。


「そのままでいいから聞いてくれないかな……」


　アモンは酒を呑のみながら、静かに呼びかけた。


　ミオリは無言のまま、こくんとうなずく。


「ヒエンのことだがね……」


　そう切り出すと、ミオリは肩かたをびくりとさせた。


　アモンがそのまま黙っていると、


「ヒエンが、どうかしたんですか？」


　と、ミオリはためらいながら顔をあげ、小声で訊たずねてくる。


「明日早く、故郷へ帰るらしい。父君が、亡なくなられたそうだ」


　アモンが答えると、ミオリの目が一いつ瞬しゆん、大きく見開かれた。


　なにかを言おうと口を動かしたが、すぐに首を横に振ふる。


「あ、あたしには関係ありませんから……」


　そして消え入るような声で言うと、ふたたび顔を伏せた。


「それなら、いいんだ……」


　アモンは優やさしい笑えみを浮うかべ、うなずいた。


　そして夕食に箸はしをつけてゆく。


「あ、あたし、もう行きますね……」


　そう言って、ミオリはあわただしく席を立った。


　それを待ち構えていたように、四人の娘が桟敷にあがりこんでくる。


「アモン様ぁ～、わたしたちも御ご飯はん、頼んでいいですかぁ？」


　娘たちが鼻にかかった声で言う。


「もちろんだとも。好きなものを頼みなさい」


　アモンは微び笑しようまじりにうなずいた。


「アモン様、素す敵てき！」


　娘たちは嬌きよう声せいをあげ、それぞれの好物を注文してゆく。


「ところで、話が耳に入ったんですが、ヒエン、故郷くにに帰っちゃうんですか？」


「ああ、明日な」


「わたしたちに挨拶もなしに？」


　ひとりの娘がむっとした顔になる。


「失礼よね～」


　他ほかの娘たちが声をそろえた。


「いなくなると、寂さびしいかね？」


　アモンが笑いかける。


「まさか！　ただ、あいつのおどおどとした表情が見られないと思うと……」


「お客さんのなかで、いじめられるのヒエンだけだものね」


「しっかり躾しつけて、便利に使おうと思ってたんだけどなぁ」


「いなくなるんなら、しかたないよ。半年まえまでは来ていなかったんだし」


　娘たちは口々に言って、互たがいの言葉にうなずきあう。


「そのとおりだな……」


　アモンはつぶやくと、升ますに残っていた酒を飲みほした。


「今日はとことん呑のみたい気分だ。よければ、つきあってくれないかね？」


「喜んで！」


　娘たちは嬉き々きとして言うと、自分たちの分のお酒を注文していった。
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　翌日、アモンが目覚めたのは、空が明るくなるまえだった。


　昨夜は遅おそくまで酒を呑み、娘たちをそれぞれの家に送ってから道場に帰った。


　かなりの量を呑んだはずだったが、なぜかあまり酔よえなかった。


　寝しん所じよで布ふ団とんに入っても、なかなか眠ねむりに就つけず、微睡まどろんだと思ったら、すぐ目が醒さめた。


　そして鶏にわとりの鳴く声が聞こえたので、顔と身体からだを洗い、着き替がえも済ませる。


　道場に入り、格子窓から川のほうをじっと見つめつづけた。


　東の空が明るくなりはじめたころ、一艘そうの船が篝かがり火びをかざしながら、川を下ってゆくのが見えた。


　アモンは無言のまま、船が通りすぎてゆくのを見つめる。


　そのときだった。


　道場の戸が激しく開いて、ミオリが飛びこんでくる。


「ヒエン、どこにいるんですか？　下宿先は昨日、引き払はらったって……」


　彼女は激しく息を切らし、今にも泣きそうな表情だった。


「ひと足、遅かったね……」


　アモンはミオリを呼び寄せると、遠ざかってゆく船を指差した。


「ヒエンはあれに乗っていたよ」


「噓うそ……」


　ミオリはつぶやくと、くたくたとその場に座りこむ。


　しばらくのあいだ、呆ぼう然ぜんとしていた。


「あ、あたし……ヒエンにひどいこと言っちゃった。謝らなきゃって、思っていたのに……」


　そして顔を手で覆おおい、肩を震ふるわせる。


　アモンはミオリの肩にそっと手を回した。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。ヒエンはきっともどってくるさ……」


　慰なぐさめではなく、本当にそんな気がした。


　根こん拠きよはないが、武使としての勘かんのようなものである。優すぐれた武使ならば、森しん羅ら万ばん象しようの気を読むこともできるのだ。アモンも荒あら行ぎようをしていた頃ころには、鳥や獣けものの声が聞こえるような気がしたときがある。


「そのときに謝ればいいんだよ」


　そう言葉をかけると、ミオリはアモンの着物にしがみつき、わあわあと泣きじゃくった。


　アモンは苦く笑しようを浮うかべたが、彼女のしたいようにさせる。


（こうなるだろうとは思っていたが、ふたりとも不器用なことだな……）


　心のなかで、そうつぶやく。


　しかし、それが若さというものだ。そして、そういう経験はしておいたほうがよい。大人になってからでは、できないことでもあるのだから……





　ヒエンは早はや舟ぶねの後方に腰こしを下ろし、遠ざかってゆく帝てい都とシスイの街並みを見つめていた。


　たった一年暮らしただけの街である。


　なじめはしなかったが、この街の華はなやかさは、決して嫌きらいではなかった。


「ミオリ……」


　未練と思いつつ、ヒエンはつぶやく。


　最後に挨あい拶さつをしたいと思ったが、行動に移す勇気などあるはずもなかった。


　あのときの自分を見つめる怯おびえた目が、脳のう裏りから離はなれない。


　あの強気な娘むすめが、懇こん願がんするような口調で「近寄らないで」と言ったのだ。そのひと言が、ヒエンの心を粉々に砕くだいた。


「好きな娘の名前かい？」


　ヒエンのひとりごとが聞こえたのだろう。


　キリハがにやにやしながら、声をかけてきた。


「そんなんじゃねぇよ……」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとなる。


「帝都には、綺き麗れいな娘が多いからね。でも、綺麗といえば、あんたのお母様が一番じゃないか？」


「あんなのと比べるなよっ」


　ヒエンはむっつりと言った。


「そりゃあ、そうだ」


　キリハは大声で笑う。


「そういえば、あいつはどうしてるんだ？」


「あいつって、ヒエンのお母様のこと？」


　キリハは一いつ瞬しゆん、眉まゆをひそめた。


　ヒエンの口調が、一年前とずいぶん違ちがうことに気づいたのである。島にいたときには、もっと礼れい儀ぎ正ただしかった。もっとも、キリハのほうも船乗りたちに毒され、すっかり口調が荒あらくなっている。


「気き丈じようにふるまっておられるよ。だけど、あれほど仲の良かった夫ふう婦ふだもの。心のなかでは悲しまれてるに決まっているよ」


「まあ、そうだろうな……」


「ヒエンが慰めてあげなきゃね」


「あいつ、これからどうするんだろうな？」


「島で一いつ緒しよに暮らせばいいじゃない？　ヒエンなら船の一艘そうを預けてもいいぐらいだって、父さんも言ってるし」


「オレが船乗りに？」


　考えもしなかったことだ。


　しかし、父がいなくなった今、どう生きようと勝手なのだ。


「たしかに、それもいいかもな……」


　ヒエンは、ひとりごとのようにつぶやいた。


　武術の修しゆ行ぎようのひとつとして水練もしているし、船の扱あつかいも知っている。


「ヒエンが船乗りになるなら、舵かじはまかせるぜ」


　舵取りのトオリが、ヒエンに笑いかけてきた。


「そのほうが、オレたちも安心ってもんだよなぁ？」


　漕こぎ手のひとりが言うと、他ほかの漕ぎ手たちもそうだそうだ、と声をあげる。


「なんだと？　オレの舵が信用できねぇってのか？」


　トオリの顔が怒いかりで赤くなる。


「このまえ、暗あん礁しようにぶつけかけただろ？」


「あれは、おめえらの艪ろがそろってなかったからだろうが！」


　トオリはむきになって言い返した。


　彼らが励はげまそうとしてくれているのがわかり、ヒエンは思わず胸が熱くなる。


　アオイ島の島民にとって、ヒエンたち家族は他所よそ者ものだった。だが、彼らは温かく迎むかえ入れてくれている。


　懐なつかしさに抱いだかれ、不覚にも涙なみだがこぼれそうになった。


　ヒエンは、あわてて空を見あげる。


　白い雲が、春風に吹ふかれ、西から東へとゆっくりと運ばれていた。
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　ヒエンが乗る早はや舟ぶねは帝てい都とシスイを離れ、その日のうちに帝都の南に広がる大湿しつ原げんコセ沼ぬまへと着いた。


　そこには〝沼人〟と呼ばれる人々が暮らしており、沼を渡わたるには彼らの水先案内が必要となる。沼は水路が複雑に入り組んでおり、それが水位によってもたびたび変わるためだ。


　若い男が乗り移ってきて、水み押よしに立った。


　男は丁てい重ちような挨拶をする。


　すぐ後から下ってきた船のほうには、少女が乗りこんでゆくのが見えた。


　ヒエンはほとんど無意識に娘を見つめる。浅黒い肌はだをしており、目の下に墨すみで模様を描えがいていた。明るい笑えみを浮うかべて、名乗っているのが聞こえた。愛らしい声である。


　コセ沼の渡しにはまる二日かかるので、その夜は沼のなかほどに浮かぶ小島の船宿に泊とまらねばならない。


　もっとも、その小島にはありとあらゆる遊び場所が用意されていた。船乗りたちはあたりまえのように朝まで騒さわいだ。しかし、ヒエンはさすがにその気にはなれず、部屋でひとりおとなしくしていた。


　翌日の夕方にはコセ沼を抜ぬけて、アーシアでも有数の水量を誇ほこる大川サミルに入った。そこから河口にある商都ミナマまで昼夜、休みなく下る。そして商都で一日たっぷりと休養したあと、いよいよ海へと乗りだした。


　急げば、五日とかからず、アオイ島へと着く。そしてキリハはそのつもりのようだ。漕ぎ手を叱しつ咤たし、休息もそこそこに船を進める。


　アオイ島の船乗りたちにとって、中海は庭も同然だった。風と海流をたくみに選び、西へと進む。天候にも恵めぐまれ、船旅は至し極ごく、順調であった。


　寄港するのは、アオイ島と友好のある中海の島々である。キリハは顔が利きくようで、どこでも歓かん迎げいされた。


　しかし、中海に出てから三日目の寄港先であるシホ島で、不ふ穏おんな噂うわさを耳にすることになる。


「……船が襲おそわれたですって？」


　歓迎の酒しゆ宴えんで、シホ島の島主からそう告げられ、キリハは顔をしかめた。


　隣となりで話を聞いていたヒエンも、眉まゆをぴくりとさせる。


「昨日、死体がひとつ、浜はまに流れついたんだ。それから、こんなものもな……」


　そうして見せられたのは、ぼろぼろになった旗であった。


「これは……」


　キリハが息を呑のむのが、ヒエンにはわかった。


　丸に三本の横線が入った紋もん章しようが描かれている。それはミムラ家の認にん可かを受けた証あかしの旗なのだ。その旗を掲かかげているかぎり、中海で襲われることはないはずである。逆に言えば、その旗を掲げていなければ、中海の水軍は容よう赦しやなく海かい賊ぞくとなるのだが……


「どこかの水軍が入りこんできているんですかね？」


　キリハがシホ島の島主に訊たずねた。


「それは、わからねぇ。だが、襲われた船は一艘そうではないかもしれねぇんだ。商都の荷船のなかで、予定を過ぎても帰ってこない船が何艘かあるらしくてな」


「そんなことが……」


　キリハの顔色が、はっきりと変わる。


　この中海で、海賊を働いている者がいるかもしれないのだ。それを許しては、中海の水軍の威い信しんにかかわる。


「わたしらも見くびられたものですねぇ」


　中海の水軍は、アーシアでも最大である。水軍を名乗る者は、アーシアの各地にあるが、中海の水軍に張り合えるほどの勢力はない。


「まったくだな。だが、この時勢だ。なにがあっても驚おどろきはしねぇ。怪あやしい船を見つけたら、ぜったいに逃にがさねぇでくれよ」


「もちろんですよ。見つけたら、ただじゃ済ましません」


　キリハは力強くうなずいた。





「……世の乱れが、中海にも及およんできたということかね」


　隣に敷しかれた布ふ団とんのなかから、キリハがため息まじりに声をかけてきた。


　宴うたげが終わり、ヒエンとキリハは、シホ島の領主の屋や敷しきに一室を与あたえられている。


　帝都シスイの船宿に泊まったときから、彼女はずっとヒエンと同じ部屋で寝ねていた。父のもとに稽けい古こに通っていたときは、いつも布団を並べていたし、一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったこともある。


　ヒエンにとっては姉のような存在ではあるが、お互たがいもう子供ではない。男として見られていないとしたら、それはそれでおもしろくはなかった。


　だが、彼女が側そばにいてくれるおかげで、余計なことを考えずに済んでいるのは確かだ。


「中海は海運の要かなめだからな。それを狙ねらうものがいたって不思議じゃねぇ」


　ヒエンは両手を頭の下に置き、暗い天てん井じようを見あげながら答えた。


「他所の水軍の仕し業わざだとは思えないのよねぇ……」


　キリハがつぶやく。


「中海の水軍のなかに、掟おきて破りがいるんじゃないかと、わたしは睨にらんでいるんだ」


「どこかの島が？」


　ヒエンは驚いて、キリハのほうに顔を向けた。


「おそらく、トモイ群島の一党さ。昔から、ミムラの御ご領りよう主しゆ様さまには反はん抗こう的だしね」


「そういう噂は、聞いたことがあるな……」


　トモイ党は、ハクガ大島を領するミムラ家と中海の盟主の地位を長年、争っていた。


　ミムラ家が何代かまえに、中海の国主として正式に帝てい国こくから任命されたことで決着がついたのだが、今の世の乱れに乗じるつもりかもしれない。


「だとしたら、大きな戦いくさになるな」


　トモイ群島の一党は、百艘を超こえる船を保有しているし、近きん隣りんの島にも影えい響きよう力を持っているはずだ。


「そうなるね……」


　キリハの声にも、緊きん張ちようが感じられた。


　本物の戦は、彼女も経験はないはずである。


「ま、なるようになるよ」


　そう言うと、キリハはヒエンのほうに突とつ然ぜん、寝ね返がえりを打ってきた。


　彼女の顔がすぐ目のまえに迫せまる。


　ヒエンは胸がどくんと脈打つのを意識した。


「今度の戦、オレも一緒に戦うぜ」


　心の動どう揺ようを悟さとられまいとしながら、キリハに言った。


「それは心強いけど、ヒエンは戦が嫌きらいなんじゃないのかい？」


「無論、好きじゃねえよ。あんなのは、ただの奪うばい合い、殺し合いだ。戦なんかで使うために、武術の修しゆ行ぎようをしてきたわけじゃねぇ。だけど、キリハ姉や島のみんなが戦うというのに、じっとしているわけにはゆかねぇからな」


「ありがとうよ」


　キリハはそう言うと、ヒエンの頭に両手を回し、胸に引き寄せようとする。


「や、やめてくれよ」


　今にもはだけそうな夜着の胸むなもとに顔がうまりそうになり、ヒエンはあわてて彼女を押しのけた。


「なにさ？」


　キリハが不満そうな声で言う。


「オレはもう子供じゃないんだって！」


「へーっ、帝てい都とで女遊びでもしたのかい？」


「そ、そんなことするかよ！」


　ヒエンは顔を赤くさせた。


　そういうところに誘さそわれたこともある。


　だが、ヒエンはいつも断ってきた。


　女に興味はあるが、金で買うというのは、すこし違ちがうと思ったからである。それにヒエンにとっては翡翠亭でさえ、十分に刺し激げき的だった。


「それじゃあ、誰だれかと恋こい仲なかにでも？　もしかして、ミオリとかいう娘むすめかい？」


　心を見み透すかそうとするように、キリハはヒエンの目を覗のぞきこんでくる。


「だから、あいつとは、そんなんじゃねぇんだって……」


「じゃあ、まだ子供じゃないか」


　キリハはくすくす笑った。


「わ、悪かったな」


　ヒエンは開きなおる。


　好いてくれる娘がいなかったのだから、しかたがないのだ。


「悪くなんかないさ」


　キリハは首を横に振ふる。楽しくてしかたがないという表情だった。


　しかし、いきなり真顔になり、


「ね、ヒエン……」


　と、声をかけてきた。


「なんだよ？」


　ヒエンはふてくされたように答える。


「わたしが、大人にしてあげよっか？」


　キリハはヒエンをじっと見つめたまま言った。


「な、な、なんだって？」


　その瞬しゆん間かん、心臓が爆ばく発はつするかと思うほど、大きく鼓こ動どうする。
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　キリハとは三つ違い。お互たがい兄弟姉妹がいないこともあり、子供の頃ころから実の姉弟きようだいのような関係だった。


　だから、彼女をこれまで女として意識したことはない。しかし、ひと足先に大人になってゆく彼女の姿に、どきりとさせられることはしばしばあった。たった一年、会わなかったあいだに、彼女はさらに女らしくなった気がする。


　豊かで柔やわらかな胸や細くひきしまった腰こしは、ヒエンにとってあまりにも魅み惑わく的だった。しかも、今は薄うすい夜着一枚しか身にまとっていない。このまま彼女に抱だきつきたいという衝しよう動どうが、突つきあがってくる。


「か、からかってんだろ？」


　ヒエンはかすれた声で言った。


　ひどく喉のどがかわいているのがわかる。


「ほんと子供だねぇ……」


　キリハは、ため息をつく。


「からかってなんかいないよ。ヒエンが、よければだけどね」


「わ、悪いはずがねぇ……」


　ヒエンはあわてて言った。


　しかし、からかっていないというキリハの言葉に、なぜか我に返った。


「悪いはずがねぇけど……今は我が慢まんしておくことにするぜ」


　心のなかでは、まだ葛かつ藤とうしていたが、気力をふりしぼってそう答えた。


「次はないかもだよ？」


　キリハはくすりと笑う。


「そ、それはそれでしかたねぇよ……」


　ヒエンはひどく落らく胆たんしたが、強がって言った。


「キリハ姉はかけがえのない人だしな。親父おやじのこと、鬼おにのこと、戦いくさのこと、今は考えることが多すぎる。それらがかたづいたら、キリハ姉のことを真剣に考えてみるぜ」


「そのときは、ヒエンのほうから夜よ這ばいにくるんだよ」


　キリハはそう言うと、ヒエンの鼻の頭を指で突つついた。


「だから、子こ供ども扱あつかいするなって……」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとなり、キリハに背を向ける。


「でも、安心したよ。帝都に行って、ヒエンがすっかり人が変わっていたら、どうしようかと思ってたからさ……」


　キリハはヒエンをそっと背後から抱だきしめると、すぐに仰あお向むけになった。


「悪あつ鬼きが襲おそってきて、クオン様が亡なくなられた。そして中海に帰ってきたら、戦がはじまろうとしている。本音を言えば、わたしだって怖こわいんだよ。アオイ島と中海がこれからどうなるんだろうってね。だから、ヒエンが帰ってきてくれて嬉うれしいんだ」


「キリハ姉？」


　ヒエンは顔だけを振り返らせる。


「さ、明日も早い。もう寝ねるとしようかね」


　キリハはそう言うと、照れた顔を見せまいと、布ふ団とんをかぶった。
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　翌朝も早々と、シホ島を出港した。


　昨日より風が強く、波は高かったが、幸いなことに順風であり、帆ほを立てるだけで、船は快調に進んだ。


　漕こぎ手たちも手を休めている。


　ひとりが帆柱に登り、周囲を警けい戒かいしていた。


　ヒエンは船底にどっかり腰を下ろし、瞑めい目もくしている。気をうかがっているのだ。


　気を自在に操あやつることを、武使は求められる。ゆえに内にある気だけではなく、外からの気にも敏びん感かんでなければならないのだ。


　そして、嫌な気が漂ただよってくるのを感じたのは、太陽が南にさしかかろうとしているときだった。ヒエンは目をかっと見開いて、その方向を見つめる。


「南西に、なにか見えないか？」


　帆柱に登っている見張りに向かって、ヒエンは声をかけた。


「どうしたんだい？」


　キリハがいぶかしげに訊たずねてくる。


「ちょっとな……」


　確信があるわけではないので、ヒエンは言葉を濁にごした。


　しかし、キリハはそれで察したらしく、


「船を南西に向けなっ！」


　と、舵かじ取とりのトオリに命じる。


「承知しやした」


　トオリは舵に身体からだを預け、船の針路を変える。


　漕ぎ手たちも艪ろを取ると、力ちから一いつ杯ぱい、漕ぎはじめた。


　そのまましばらく進んでゆくと、


「煙けむりが見えやす！」


　と、見張りが大声をあげ、進行方向を指差した。


　ヒエンはゆっくりと立ち上がり、前方を見すえた。海面から靄もやのようなものが立ちのぼっているのが遠くに見える。


　殺気が、ここまでも伝わってくる。


　キリハは船板に固定してあった銛もりを外すと、そのうちの一本を手に持った。


「急ぐんだよっ！」


　そして漕ぎ手たちを叱しつ咤たしたが、彼らはすでに全力を出していた。


　漕ぎ手頭がしらのかけ声に合わせ、早舟は波を乗り越こえ、進んでゆく。


　そしてその光景が目に入った。


　大型の荷船が、二艘そうの小型船に前後を挟はさまれ、襲しゆう撃げきを受けていた。荷船の船首には、ミムラの認可を受けた印の旗が翻ひるがえっている。


　小型船のほうには、なんの旗印もあがっていなかった。


　荷船の帆柱は炎ほのおをあげて燃えており、その周辺では具足をつけた武人らしき一団と半はん裸らの一団が激しく斬きり合っている。


　具足をつけているのは荷船の護衛で、半裸の男たちが小型船から乗り移った賊ぞくだろう。


「キリハ姉、早舟を荷船の側そばにつけてくれっ！」


　ヒエンは叫さけんだ。


　腰こしを低くし、跳ちよう躍やくに備える。


「突つっ込むよっ！」


　キリハは漕ぎ手たちに命じると、手にしていた銛を投じた。


　まだ、かなりの距きよ離りがあったが、銛は風を切って飛んでゆく。そして小型船のうちの一艘の船板に突き刺ささった。


　それで、賊がこちらに気がつく。


「わたしは、アオイ島のキリハだ！　この中海で、勝手なことはさせないよ!!」


　そう叫び、キリハは次の銛を投じる。


　今度は、賊のひとりの胸むな板いたを貫つらぬいた。悲鳴すらあげることもかなわず、その賊は口から血の泡あわを吹ふいて海へと落ちた。


「アオイ島の軍船だ！」


「どうしやす？」


　賊たちがあわてふためく声が聞こえる。


「やはり、トモイ群島の一党だね……」


　キリハが目を刃やいばのように細めた。


　旗も立てず、着物もほとんど身につけていないが、小型船の形状はあきらかに中海の水軍のものだ。言葉にも中海の訛なまりが感じられる。


「おめえの船で応戦しろ！」


　もう一艘の船からそんな声がかけられた。


　キリハは漕ぎ手のひとりから銛を手て渡わたされ、次々と投じてゆく。向こうの船は、幅はばが狭せまいので避さけるのも難しい。三人ばかりが銛で貫かれ、残りはすべて船板に突き刺さった。そこから、海水が噴きあがってくる。だが、それを塞ふさいでいる余よ裕ゆうはない。


　そして賊の船の横っ腹に、アオイ島の早舟は突っ込んでいった。激げき突とつ音がして、早舟は大きく揺ゆれる。


　賊のほうの船は、舷げん側そくの板が折れ、そこからどっと波が侵しん入にゆうしていった。


「覚かく悟ごしなっ！」


　キリハは小こ振ぶりの曲刀を振ふりかざすと、賊の船に飛び移った。


　漕こぎ手たちも、思い思いの武器を手に続く。


　賊の船には、まだ十人ほどが乗っていたが、あきらかに浮うき足あしだっていた。キリハが迫せまってくると、ほとんどが海に飛びこんで逃のがれようとする。


　抵てい抗こうした賊たちは、残らず斬り倒たおされた。


　ヒエンはその戦いに決着がつくのを見届けてから、船板を蹴けり、跳躍した。


　キリハの頭を飛びこし、小型船の水み押よしへとまず着地する。船首が大きく沈しずみこんでゆくあいだに力をため、反動で浮うきあがってくるのを利用してもう一度、跳とんだ。


　そして荷船の甲かん板ぱんへと降り立つ。


　そのときには、護衛の武人たちの多くは斬り倒され、船板を血に染めていた。


　勇ゆう敢かんな荷船の船乗りたちがまだ戦ってはいたが、賊のほうの優勢はあきらかだった。


　ヒエンは小こ太刀だちを逆手で持つと、前後に大きく押しだした。神明流〝無方〟の構えである。多数を相手にするときの構えだ。


　そのまま賊のまっただなかに走りこむ。


「小こ僧ぞうが！」


　賊は単身斬りこんできたヒエンに驚おどろきながらも、怯ひるむことなく斬りかかってきた。


　ヒエンはそれらの攻せめを素す早ばやく見切り、順と瞬とを違たがうことなく、小太刀の二刀で受ける。


　受けながら、相手の足を払はらい、小太刀の柄つかで殴なぐりつける。戦いくさとはいえ、殺すまでもないと思ったのだ。


　退たい魔ま士しの走そう狗くとされた武人と戦い、驕おごりの心が生じたことを、ヒエンは忘れていない。あくまでも受けに徹てつし、その余力で攻めようと自らを戒いましめる。


　賊たちは勇敢ではあったが、その武技はお粗そ末まつなものだ。ヒエンがひと暴れすると、ほとんどの賊は昏こん倒とうし、あるいは海へと落ちてゆく。


　あっというまの出来事だった。


「さすがだねぇ……」


　小型船からそれを見あげていたキリハが微び笑しようする。


「ヒエンひとりにまかせておいてもよさそうですね」


　舵かじ取とりのトオリが真顔で言う。


「馬鹿をお言いでないよ。ヒエンは武使なんだ。こんなことのために、厳しい修しゆ行ぎようをしてきたんじゃないよ」


　キリハがたしなめる。だが、その顔には笑えみがまだ残っていた。


「まったく素す直なおじゃねぇんだから……」


　トオリは誰だれにも聞こえないようにつぶやく。


　そのとき、ヒエンは賊の頭かしらと思おぼしき男と対たい峙じしていた。


　相手はべったりと血ち糊のりがついた刀を八双に構えている。武術の修行はしているらしい。だが、術を使えるほどではないだろう。


　ヒエンはそう見てとった。


　だが、油断はせず、相手の気をうかがってみる。


　その瞬しゆん間かん、ぞくりとするものが背中を走った。


（この男……）


　ヒエンは右目だけを細めた。


　人と人ならざるものの気が混じっているように感じられたのである。しかも、それは覚えのある感覚だった。


　ヒエンは相手の腕うでに注意を向ける。


　右腕全体に包帯がぐるりと巻かれていた。強きよう烈れつな潮の香かおりのなかに、かすかに腐ふ臭しゆうがまじっているのにも気づく。


「てめぇ……」


　ヒエンは、男を睨にらみつけた。


（こいつらも、羅ら刹せつ鬼きに操あやつられているのかよっ？）


　思いもよらなかった。


（いったい、なにを企たくらんでやがる……）


　ヒエンの心のなかに、ふつふつと怒いかりがこみあげてきた。


　右手の凰翼を順手に持ち替かえると、慎しん重ちように男との間合いを詰つめてゆく。


　男は八双の構えを崩くずさず、それを待ち受けていた。


「ギェーイッ！」


　そしてヒエンが間合いに入るやいなや、袈け裟さ斬ぎりにかかってきた。


　予期していたとおりの強烈な斬ざん撃げきである。黄色い霊れい光こうが、かすかに揺ゆれたようにも感じられた。悪あつ鬼きの手先となったことで、手に入れた力なのだ。


「だが、足りてねぇよっ！」


　ヒエンは気合いの声とともに、相手の斬ざん撃げきの瞬を逃さず、左の鳳翼で受けた。相手の刀は最初からそこにあったかのように、ぴたりと止まる。


「木霊こだまぁっ！」


　ヒエンは右手の凰翼を一いつ閃せんさせ、術を発動させた。


　刀の切っ先から風の刃やいばが生じ、それが相手の右腕を吹ふき抜ぬける。


　そして相手の腕はぼとりと落ちた。切断された包帯が解け、青黒い腐ふ汁じゆうが飛びちる。


「グオッ！」


　男は獣けものじみた呻うめきをあげ、大おお太刀たちを左手に持ち替えた。


　ヒエンは振り下ろしていた凰翼の刃を返し、斬きりあげる。


　男の左ひだり腕うでも刀を握にぎったまま、甲かん板ぱんに転がった。今度は血ち飛沫しぶきがあがる。両腕を失って、男は狂くるったように甲板を転げた。


「う、腕を……。かわりの腕を……」


　男は悲鳴をあげた。


「この腕、誰からもらった？」


　ヒエンは甲板に落ちていた右腕のほうを摑つかむと、しゃがみこんで男に訊たずねる。


「お、女だ。女はオレの腕をいきなり切り落とすと、その腕を代わりにつけたんだ。そして鬼おにになれ、と言った……」


「女の名は？」


　ヒエンは訊ねる。


「トキノ……」


　苦しげな息をつきながら、男は頭をもたげ、腕を求めた。


「そ、その腕を、返してくれ。その腕がないと──」


　そこまで言った瞬間、男は口から青黒い液体をごぼりと吐はきだす。


「悪鬼として生きるより、人間として死んだほうがマシってもんだぜ……」


　ヒエンが見守るうち、男はぴくぴくと身体からだを痙けい攣れんさせ、やがて動かなくなった。


　キリハのほうを振ふり返ると、彼女と彼女の船乗りたちはもう一艘そうの小型船をも制圧していた。賊ぞくたちの大半はこの荷船のほうに乗り込んでいたはずだから、さほど苦労もなかっただろう。


「死人と助かりそうにないのは、海に放ほうりこんでおきな。他ほかのは縄なわで縛しばって、そっちの船に乗せるんだ」


　キリハが命令すると、アオイ島の船乗りたちは素す早ばやくそれを実行してゆく。


　血の臭においを嗅かぎつけてきたのか、何匹ひきもの鮫さめが周囲を徘はい徊かいしていた。海に飛び込んで逃のがれようとしていた賊たちが、あわてて助けを求め、虜とりこになってゆく。


「あ、ありがとうございました……」


　船室から姿を現した小太りの男が、ヒエンにふかく頭を下げる。


　そして商都に店を構える穀物商の奉ほう公こう人だと名乗った。西せい荒こうで取れた穀物を、商都まで運ぶ途と中ちゆう、無人の小島の陰かげに潜ひそんでいた二艘の海かい賊ぞく船に襲おそわれたということだった。護衛として乗り込んでいた武人たちはほとんどが死に、船乗りたちにもかなりの犠ぎ牲せい者しやが出ているらしい。


「これだけの生き証人がいるんだ。トモイ党も、しらばくれることはできないはずさ。御ご領りよう主しゆ様に突つきだせば、きっと喜んでもらえるよ」


　勝ち戦いくさで血が騒さわいでいるのか、キリハは興奮気味だった。


　しかしヒエンのほうは、身も心も冷めきっていた。トモイ党の背後に、羅刹鬼がいることがわかったからである。


　羅刹鬼は、トキノという名の女だという。人間だったときの名前だろうか？


　その鬼き女じよが、なにを企くわだてているのかはわからないが……


（オレが、絶対に倒たおしてやるぜ）


　ヒエンはあらためて誓ちかった。


　キリハはいったんシホ島へともどり、シホ島の衆に荷船の護送を頼たのみ、捕とらえた賊を乗せた小型船を曳えい航こうし、あらためてアオイ島を目指した。


　そしてその三日後に、故郷の島にたどりついたのである。


　帝てい都とを発たって、十日と一日が過ぎていた──





　トモイ群島は中海の西の端はし、西海、北海へと抜ける海かい峡きようの近くにあり、三十ほどの島から構成されている。


　トモイ党と呼ばれる水軍が、古くからここを拠きよ点てんとしていた。


　このあたりは海流が早く、暗あん礁しようも多い海の難所として知られ、古来より数多あまたの船がここで座ざ礁しようし、沈しずんでいる。


　だが、そのなかには、トモイ党の海かい賊ぞく行こう為いにより、沈められた船も多いと言われている。


　中海の水軍に属してはいるが、もともと独立性が強く、またハクガ大島のミムラ家とはなにかにつけ争っている。


　ミムラが中海の盟主になったのは、帝てい国こくと結びついたからだ。中海の海賊行為に手を焼いていた帝国は、討とう伐ばつするより懐かい柔じゆうしたほうがよいと、ミムラの中海支配を認めたのだ。


　それ以来、ミムラの威い勢せいが強くなり、トモイ党は服従を強しいられている。


　しかし、表向き服従していても、ひそかに海賊行為は続けていたと噂うわさされる。とくに西海、北海へと乗りだしての海賊行為は、ミムラ家も黙もく認にんするところだった。


　トモイ党の頭領であるアイバの屋や敷しきは、トモイ群島最大の島にあった。トモイ島、トモイ本島と呼ばれている。


　もっとも、半年ほどまえから屋敷の主は、アイバではなくなっている。


　ひとりの女がふらりと訪おとずれ、屋敷にいた者の腕うでを残らず、切り落としていったのだ。そして変わりの腕を与あたえた。


　そのときから、アイバはその女に服従することになった。今では、それを嬉き々きとして受け入れている。


「トキノ様……」


　アイバは部屋に入るなり、左ひだり肘ひじを巨きよ大だいな長なが櫃びつに置き、長い煙管キセルをふかしている女に向かって平へい伏ふくした。


　煙けむりが部屋に満ち、独特の臭いがたちこめている。


　トキノは比ひ較かく的てき小こ柄がらで、ほっそりとしていた。長い黒くろ髪かみをし、肌はだは血の気を感じさせないほどに青白い。しかし、唇くちびるだけはあざやかに赤かった。その唇をいつも舌で舐なめて、濡ぬらしている。その様は蛇へびのようでもあった。


　年ねん齢れいは不ふ詳しようだが、その外見と体型から若い娘むすめのような印象を受ける。


　左腕を置いている黒こく檀たん製の長櫃は、いつも離はなさない。出かけるときも、それをずりずりひきずって歩く。そのなかには何本もの人間の腕と刀とが収められていることを、アイバは知っていた。


「どうしたの？」


　トキノと呼ばれた女は、ゆっくりと視線をアイバに向ける。


「我らの動きが、ミムラに露ろ見けんしたようです。遠からず、攻せめてくるでしょう」


「やっとね……」


　赤い唇の端が、わずかにつりあがる。


「敵は千を超こえる軍船を擁ようしております」


「そう……」


　目を伏せながら、うなずいた。


「あれの……よい贄にえとなろう……」


　トキノはとぎれとぎれに言葉をつむぐ。まるで慣れない異国の言葉を使っているような印象だった。


「我ら一党も、全軍を集めまする」


　アイバは恭うやうやしく一礼すると、トキノのまえからさがった。


　そして板いた敷じきの廊ろう下かを歩きながら、哄こう笑しようをあげはじめる。


「ミムラめ、長年の屈くつ辱じよく、一気に晴らしてやるわっ！」





　　　　６




　アオイ島の全住人が出で迎むかえてくれていると思えるほど、港には人が出ていた。


　大きく手を振ふり、歓かん声せいが起こるなか、早はや舟ぶねは浜はまへと乗りあげる。


　キリハが真っ先に降り立ち、船乗りたちが続く。ヒエンはいちばん最後に上陸した。およそ一年ぶりに踏ふむ故郷の土である。


　一見したところ、港と村の様子に変わりはなかった。だが、悪あつ鬼きに襲しゆう撃げきされ、島民のうち何人かが犠ぎ牲せいになったと聞く。


「よく帰ってきたな……」


　島主であるレンザが進みでてきて、ヒエンの肩かたに手をかけた。


　ヒエンは無言でうなずく。


「クオン殿どののことは、申し訳なく思っている。我々では、どうしようもなかったのだ……」


　レンザはふかく頭こうべを垂れた。


「気にしないでくれ。親父おやじも武使なんだから、戦いで死ぬ覚かく悟ごはあったはずだ。それより、母さんは？」


「お屋敷で待っておられる」


「やっぱりな……」


　そうだろうとは思っていた。出迎えに来ないところが、母らしいと思う。


「それと、トモイ党との戦いでは、手伝ってくれたそうだな。シホ島の衆から、早舟で知らせてもらったよ」


　レンザはそう言って、あらためてヒエンに礼を言う。


「同じ船に乗ってて、黙だまって見ているわけにはゆかないからな」


　ヒエンはばつが悪そうに頰を指でかいた。


「手伝ってくれたなんてもんじゃないよ。ほとんどひとりで片をつけてもらったようなものさ。おかげで、わたしらは怪け我がひとつしてないよ」


　キリハが横から口を出す。


「自じ慢まんするこっちゃねぇだろう？」


　レンザが娘の頭を小こ突づく。


「わたしはひと休みしたら、あいつらを御ご領りよう主しゆ様さまのところへ引っ張ってゆくよ」


　拿だ捕ほした小型船には、トモイ党の捕ほ虜りよを縛しばったまま乗せている。彼らは海かい賊ぞく行こう為いのなによりの生き証人だった。


「それは、わしが引き受けよう。おまえたちも疲つかれていようし、おそらく、そのまま軍議となるからな」


　レンザはキリハに言う。


「もう軍議？」


　キリハは驚おどろいたようだった。


「ミムラの御領主様も薄うす々うす、感づいておられたようでな。この機会にトモイ党を滅ほろぼすおつもりらしい」


「そのことなんだけど……」


　キリハが声をひそめ、トモイ党の背後に、悪鬼がいるらしいことを告げた。


「なんだと？　それは本当か？」


　レンザの顔から一いつ瞬しゆんにして血の気がひく。


「ヒエンが確かめてる。トモイ党の何人かは、悪鬼に変えられているかもしれないんだ」


「また悪鬼とはな。なぜ、鬼おにどもは、この中海を狙ねらいやがるんだ。クオン様が命とひきかえに追い払はらってくれたというのに……」


「今度はヒエンが手伝ってくれるよ」


　キリハはそう言うと、ヒエンの気持ちを確かめるように、視線を向けてきた。


「親父の仇かたきだからな……」


　ヒエンはゆっくりとうなずく。


「それは頼たのもしいかぎりだが、ヒエンにまで、もしものことがあったら、奥方様に会わせる顔がないな……」


　レンザは複雑な表情になる。


「しかたねぇよ。それが武使ってもんだから……」


　ヒエンはわずかに肩をすくめた。


「まあ、わしらだって、生きて帰れるかどうかわからんわけだからな」


　レンザは苦く笑しようをもらす。


「まったくだよ。相手がトモイ党だけでも、大おお戦いくさだというのにね」


　キリハがため息をもらした。


「悪鬼のことも、御領主様に伝えておくとしよう……」


　レンザはそう言い残すと、島の男たちのなかから二十人ばかりを呼び集め、捕虜を乗せているトモイ党の船へと乗りこんだ。


　ヒエンたちが乗ってきた早舟よりもひとまわり大きいので、それぐらいの人数が乗ってもまったく問題なかった。


　港に集まっていた島民たちに見送られ、レンザが乗る小型船は海へと乗りだしていった。


　キリハは帝てい都とへの船旅をともにした船乗りたちに労ねぎらいの言葉をかけ、それぞれの家にもどり、ゆっくりと休むように言った。


「いつ戦いくさがはじまるか知れないからね。存分に働けるよう、疲れをとっておくんだよ」


　そして彼女はヒエンを振ふり返り、背中を叩たたいた。


「さて、行くとしようかね？」


「ついてくるのかよ？」


　ヒエンは顔をしかめた。


　ここまで来れば、あとは自分の家に帰るだけである。そこまで、世話をしてもらわなくても、と思ったのだ。


「決まってるじゃないか？　わたしは奥方様に手紙を預けられたんだよ。あんたを家に連れて帰るまでが、わたしの仕事さ」


「どんな理り屈くつだよ」


　ヒエンは苦笑する。だが、とくに断る理由もない。


　ふたりは並んで、港から山に続く小道に入った。


　ヒエンの家は、その山の中腹にあるのだ。





　坂道を一刻ほど登り、ふたりはヒエンの家へとたどりついた。


　すでに昼を過ぎ、日は西のほうへと傾かたむきつつある。


　開け放たれたままの門をくぐり、中庭へと入った。


「今、帰ったぜ」


　ヒエンは大声をあげる。


　ふと気がつくと、母屋おもやの向かいの廏うまやに、青毛の馬と赤毛の牛が繫つながれているのが見えた。


　ヒエンが家を出るときには、そんなものを飼ってはいなかった。


（いつのまに？）


　ヒエンは首をひねる。


　いったい誰だれが世話をしているのかと、疑問に思う。母でないのは間ま違ちがいない。


「どなたか？」


　聞き慣れない声がしたかと思うと、ひとりの女が裏庭のほうから姿を現した。


　長い黒くろ髪かみには鉢はち金がねを巻いている。燃えるように赤い着物を身につけ、すらりとした手足には黒くろ革かわの手てつ甲こうと長なが靴ぐつを履はき、腰こし帯おびには朱しゆ色いろの鞘さやに治めた細身の大おお太刀たちをさげている。


　ひと目見て、武術使いとわかった。この女が、父に弟で子し入りしようと押しかけてきた女武使だろう。


「キリハ殿どのではありませんか？　こちらの若者は？」


　女武使はキリハが一いつ緒しよにいるのに気づき、彼女のほうに訊たずねた。


「クオン様の御ご子し息そくですよ」


　キリハが答えた。


「名はヒエンだ。よろしくな」


　ヒエンは女武使に声をかけた。


「あなたがヒエン殿でしたか？　これは失礼した」


　女武使はあわてて一歩さがり、一礼する。


　言こと葉ば遣づかいは完全に男のものだった。声が高く澄すんでいるだけに違い和わ感かんがある。


「わたしはスズリという。クオン様に神明流を指南してもらおうと、この地に参った。どうか、見知りおきを……」


　身のこなしから、かなり修しゆ行ぎようをつんでいるのがわかった。強い闘気は感じられないが、全身には寸分の隙すきもない。


「流派はどこなんだ？」


　ヒエンは訊ねてみた。


「いくつかの流派を……学んできた」


　スズリはわずかに顔をしかめて答えた。


「そのうえで神明流を？」


「いけないか？」


　スズリは憮ぶ然ぜんとした表情になる。


「そうは言ってねぇが……」


　ヒエンは苦く笑しようをもらした。


　気の強い女だと思った。しかし、ミオリやキリハとは雰ふん囲い気きが違ちがっている。


（気の強さにもいろいろあるんだな……）


　と、思う。


　そして、どうしてそんな女とばかり縁えんがあるのだろうと、ため息をつきたくなった。


「とにかく、母さんにオレが帰ったと、告げてくれねぇかな？」


「心得た。しばし待たれよ」


　スズリは答えると、建物のなかへと入ってゆく。


　そうして、しばらく待っていると、建物のなかからばたばたという音が聞こえてきた。


　そして──


「遅おそいわ！」


　という怒ど鳴なり声がして、小こ柄がらな人ひと影かげが建物の奥から、玄げん関かんへと姿を現した。


　一見すると、少女である。


　青みがかった銀色の長い髪かみを櫛くしでまとめ、菫すみれ色いろの瞳ひとみをしたふたつの目はくりくりとしており、端はしだけがわずかにつりあがっている。肌はだはほのかな光を放っているかのように白く、先の尖とがった細長い耳がぴくぴく動いていた。華きや奢しやな体型で、胸は薄うすく、腰こしは細い。


　ヒエンは、じっとその人を見つめる。


　幼いときから見慣れた顔であり、姿だった。


　しかし、あらためて見ると、彼女が普ふ通つうの人とはあきらかに違っているとわかる。帝てい都とにいるとき、禁制の妖よう精せい画を一度だけ見たことがあるが、まさしく目の前にいるような姿であった。


「……ただいま、母さん」


　ヒエンはそう言って、一礼した。


　母、セラである。


　産みの母のはずだが、今となってはそれが真実かどうか確かめるのもためらわれる。


「うむ……」
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　セラは鷹おう揚ようにうなずく。


「よく帰ってまいったな。修行の途と中ちゆうで、呼びもどしてすまなかったのう」


「事情が事情だからな……」


　ヒエンは首を横に振ふった。


「遅くなりまして、申し訳ありません」


　キリハが神しん妙みように頭をさげる。


　途中、トモイ党との戦せん闘とうがあったせいだ。それがなければ、もう何日か早く到とう着ちやくしていただろう。


「いやいや、キリハ殿にはご足労をかけた」


　セラは履はき物ものに足を入れ、玄関まで出てきた。そして背せ伸のびをして、キリハの髪を撫なでる。


「潮風にあたって、ずいぶんと痛んでおるのう。今すぐ風ふ呂ろを沸わかそう。とっておきの香こう油ゆを調合しておいたゆえな」


「い、いえ、わたしはこのまま家に……」


「用事を頼たのんでおいて、礼を返さぬわけにはゆかぬ。これ、ヒエン、すぐに湯を沸かさぬか？　それと食事の支し度たくもな」


「オレがかよっ？」


　ヒエンは思わず訊たずねかえした。


「聞こえなかったのか？　今すぐ風呂を沸かし、食事の支度をせよ、と申したのじゃ」


「もう昼はとっくに過ぎてるじゃねぇか？　夕食には早すぎるし……」


「腹が減っているときに、早いも遅いもあるものか。帝都に行って、しっかり料理を覚えて来たんじゃろうの？」


「オレは、武術の修行をしてたんだが？」


　ヒエンは首を横に振る。


「武術のことなど、どうでもよい！」


　セラはきっぱりと言った。


「あ、あの……、わたしのことなら、おかまいなく」


　キリハはそう言って、後ずさろうとする。


　しかしセラはキリハの腕うでをがっしりと捕とらえた。そして日焼けした二の腕から肩かた、首から胸むなもとまでをそっと撫でてゆく。


　キリハはくすぐったそうに喘あえぐ。


「あいかわらず、さらさらとして感かん触しよくのよい肌じゃのう。すぐに支度を調ととのえるゆえ、しばし待つがよい。さあ、ヒエン、なにをぐずぐずしておる」


　紫むらさき色いろの瞳が責めるように見つめてくる。


　その瞳で見つめられると、言うことを聞くしかないという気になるから不思議だった。妖よう術じゆつでも使っているのかと思う。


「わかったよ……」


　ヒエンは不承不承うなずいた。


　こういう人だったな、とあらためて思いだす。


　母は家を出るときと、まったく変わっていないように見えた。


　だが、それは悪い気はしない。


「すぐ風呂を入れるから、キリハ姉も覚かく悟ごを決めて、あがっていってくれ。身体からだに沁しみた潮気を落とすには、湯に浸つかるのがいちばんだからな……」
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　帰宅早々だというのに、ヒエンは忙いそがしく働かねばならなかった。


　自分が留守をしていたあいだ、いったいどんな暮らしをしていたのか不安になるほど、家は荒あれはてていた。


　スズリという名の女武使が手伝いを申し出てきたが、ヒエンはすぐ追い返した。


　薪まきを割らせれば細切れにするし、食材を切らせてもやはり細切れにする。米の炊たき方も、まるで知らなかった。


　女の身で武使を志しているのを不思議に思っていたが、なんとなくわかった気がした。これでは、女として生きてゆくのも大変だろう。あるいは、あえて女であることを捨てているのかもしれない。家事も武術の修しゆ行ぎようだと教えられた自分とは大おお違ちがいである。


　ヒエンはまず湯を沸かし、そのあいだに家に残っていた食材で料理を作ってゆく。


　女たち三人は一いつ緒しよに湯に入り、そしてあがってきた。


　そのときには、なんとか格好のつく料理を並べておくことができたが……。


「貧相じゃのう……」


　と、セラはひと目見て、ため息をついた。


「食材も時間もなかったんだぜ？　文句を言うなら食べないでくれ」


　ヒエンはむっとして答える。


「母に向かって、なんという口の利きき方じゃ！」


　セラが小さな拳こぶしを振ふりあげる。


「帝てい都とでは、こういうのが普ふ通つうなんだぜ！」


　帝都シスイでは、親子、兄弟のあいだでも対等な話し方をしていた。最初のころは聞いていてはらはらしたものだが、慣れてくるとそのほうが自然だと思えるようになった。


　アモンも由ゆい緒しよ正ただしい武人であり神職でもあるが、堅かた苦くるしい言葉はほとんど使わない。それを見習ったということもある。


　事実、言こと葉ば遣づかいを変えてからのほうが、人々と自然に会話ができるようになった。


「帝都でも、これほど言葉が乱れておるとは情けないかぎりじゃのう……」


　セラはこれ見よがしにため息をつく。


「言葉ってのは、時代とともに変わってゆくものなんだぜ。それを嘆なげくようになれば、年寄りってこった」


　ヒエンが得意げに笑う。


「な、なんじゃと？」


　セラは目をつりあげる。


　その反応はまるで子供だった。だが、彼女の言葉遣いは、帝都では名家の人々か、年寄りしか使わないものだ。セラは帝都の生まれらしいが、どんな家いえ柄がらだったのかは聞いたことがない。


　セラはぶつぶつと不満を漏もらしながらも、目の前に並べられた料理に視線が吸いこまれてゆく。そして箸はしを取り、食べはじめた。


　あっというまに一品、平らげたあと、大きく息をついた。


「久ひさし振ぶりにまともな料理を食べたのう……」


「も、申し訳ありません」


　スズリがあわてて頭をさげる。


（オレのいないあいだ、こいつが家事をやっていたのか？）


　ヒエンは身み震ぶるいがした。


　一いつ瞬しゆん、見ただけで、向いてないとわかったほどである。家のなかが、ひどい有様になるのもうなずける。


「本当に美味おいしいね……」


　キリハが感心したように言う。


「中海は、醬しよう油ゆと塩はいいものがあるしな。裏には畑もあれば、鶏にわとりも飼っている。見てくれはともかく、味はなんとかなるものさ」


　ヒエンは事もなげに言った。


「キリハ殿どのは料理をされぬのか？」


　と、セラが問う。


「することはしますが、漁師料理です。こんなに手の込んだことは、とてもできません」


　キリハはかわいた笑えみを浮うかべ、首を横に振った。


「ヒエンはどこで、こんなのを覚えたのさ？」


「帝都での下宿先が、小さいとはいえ酒宿だったからな。親父おやじさんは昔、執しつ政せい家の屋や敷しきで働いていた料理人だったらしい。いろいろ教えてもらったよ」


「主人は元気じゃったか？」


　セラが訊たずねてくる。


　あの酒宿を紹しよう介かいしたのはセラである。彼女が一筆したためたものを渡わたすと、主人は快くヒエンの下宿を許してくれた。


　好きなときに酒宿を手伝うだけで、一年も住まわせてくれたのだから、本当にありがたい話である。おかげで、武術の修行に打ちこむことができた。


　しかし、セラの本当の狙ねらいは、ヒエンが料理の腕うでを鍛きたえてくることだったのかもしれない。


「元気にしていたぜ。店のほうは繁はん盛じようしているとは言えねぇが、ひとりでやっているだけだしな。しっかりした常連が多いから、十分、やってゆけるはずだぜ」


「それはなによりじゃ。あれの料理は、絶品だしのう。ヒエンなど、それに比べればまだまだじゃな」


「執政家お抱かかえの料理人と比べねぇでくれ。それより、親父さんとどこで知り合ったんだよ？　親父さんが店を出したのは、十年ぐらいまえだと聞いてるぜ」


　年を取ったので、執政家から暇ひまをもらい、ひとりでやってゆけるぐらいの酒宿をはじめたのだと当人から聞いた。それまで、彼の料理を食べていたのは、執政家の人々とその客ぐらいのはずである。


「どこだってよい」


　セラは不ふ機き嫌げんに言った。


「まあ、そうだけどな」


　セラは昔のことをあまり語りたがらない。昔はそれを疑問に思ったことはなかったが、今は気にかかる。しかし、あえて問うほどでもない。


「とにかく、ゆっくり食べていてくれ。オレは、あちこち掃そう除じしているから」


　ヒエンはそう言い残すと、部屋を出た。





　あらかた家が片づいたときには、もう夕刻になっていた。


　呆あきれるほどひどい散らかりようであり、汚よごれようだった。とても一日でもとどおりになるものではない。


　明日から本格的にやろうと心に決め、とりあえず必要なところだけ掃除をしておいた。


「そういや廏うまやのほうも世話しないとな……」


　ヒエンはひとりごとをもらしながら、母屋の反対にある廏へと向かう。


　一年前までは、そこには古びた牛車が一台、なぜか置いてあるだけだった。


　まさか、牛と馬を飼っているとは想像もできなかった。牛車もそうだが、牛も馬も、島での暮らしには、まったく必要のないものだからである。


　馬を飼っているのは島主のレンザだけで、昔、乗馬の訓練をするときは、港まで降りてゆかねばならなかった。


　牛にいたっては、屠ほふって食べる以外に役立つとは思えない。しかも牛の肉は身体からだに悪いとも言われている。東荒で暮らす蛮ばん人じんは野牛の肉を常食としているらしいが、帝てい国こく領内では牛は車を引いたり、農作業に使われることのほうが多い。


　しかし、役に立たないからといって、世話をしないわけにはゆかない。


「まったく余計な手間を増やしやがって……」


　ぶつぶつ言いながら、廏に入る。


　その瞬しゆん間かん、ぬるりとしたもので肌はだを撫なでられたような感覚が走った。


「なんだ？」


　ヒエンはぴたりと立ち止まる。


　気をうかがうと、嫌いやな気が漂ただよっていた。人と人ならざるものが入り混じった気配。退たい魔ま士しヤクモや先日の海かい賊ぞくと戦ったときと同じであった。しかも、その気ははるかに濃こく漂っている。


「まさか……」


　ヒエンは馬と牛とを、じっと見つめる。


　薄うす闇やみのなかで、青色と赤色に光る目が浮かんでいた。


「てめぇら……」


　ヒエンは両足を前後に開き、腰こしをためてゆく。


　小こ太刀だちの二刀は母屋おもやのほうに置いてきていた。だが、無刀で戦う技わざも知っている。


「なんの目的かは知らないが、正体を現したらどうだ？」


　ヒエンは牛と馬とに向かって叫さけぶように言った。


「さすがですね」


　青毛の馬が口を開くと、人間の言葉を発した。


「まったくだぁ」


　赤毛の牛が、あいづちをうつようにひと声、啼ないた。


　そして青と赤との霊れい光こうを発したかと思うと、牛と馬は直立していた。胴どう体たいは人の姿である。だが、頭は牛と馬のままだった。


「まさか、鬼おにだったとはな？　知ってるぜ。牛ご頭ず鬼きに馬め頭ず鬼きというそうだな？」


　ヒエンは目を細める。


「他ほかに呼びようがないからでしょうね。わたしたちにも、人の名はありますがね。わたしは、スクネといいます」


「オレはコブトだぁ」


　牛頭鬼と馬頭鬼はそう名乗った。


「神明流クオンが一子、ヒエンだ……」


　ヒエンも名乗りかえす。


「あなたが……クオン殿どのの？」


　馬頭鬼の目の輝かがやきが、一いつ瞬しゆん、揺ゆらいだように見えた。


　牛頭鬼のほうも、わずかに顔を伏ふせている。


「親父おやじの名を聞いて怯ひるんだのかよ？　牛や馬になりすまして、こんなところに潜ひそんでいるなんてな。いったい、なんの目的があってのことだ？」


　ヒエンは気をためながら、鬼たちのほうへじりじりと進んでゆく。


「恐おそろしいまでの闘気ですね。わたしのなかの鬼が蠢うごめきだしそうですよ……」


　馬頭鬼が、ぶるぶると首をふる。たてがみが逆立ってゆくのが見えた。


「蠢くもなにも、すでに変化してるじゃねぇか？　てめぇらはもう人間じゃねぇ……」


　ヒエンは怒いかりにまかせて叫ぶ。


「天下界アーシアは、鬼どもの棲すむところじゃねぇんだよっ！」


　そして馬頭鬼に向かって、跳とんだ。


　馬頭鬼の長い首を狙ねらい、それをへし折るつもりだった。


「それなら、どうして鬼がこの世界に生まれるんでしょうね」


　馬頭鬼は答えながら、足を高く蹴けりあげてくる。


　恐ろしく早く、しかも強きよう烈れつな蹴りだった。


　ヒエンはしかし、その足蹴りを両手で受けると、足首の関節を決め、思いきりひねった。


　しかし、馬頭鬼はひねられた方向へ身体を回転させざま、もう片方の足で後頭部を狙って、蹴りを放ってくる。


　ヒエンは気配でそれを察し、身をかがめた。


　鬼の足が、頭のすぐ上をかすめる。まともにくらっていたら、終わっていただろう。それほど鋭するどい蹴りであった。


「やるじゃねぇか？」


　ヒエンは後方に一回転してから、立ち上がった。


「弟に、なにをするだぁ～」


　そこへ頭を下げて、牛頭鬼が突とつ進しんしてくる。


　避よけようがなく、ヒエンは牛頭鬼の二本の角を、がっしりと両手で摑つかんだ。だが、勢いを殺すことができず、そのまま地面を滑すべってゆく。


　このままでは、廏うまやの板いた壁かべに激げき突とつすることになる。ヒエンは自ら仰あお向むけに転び、牛頭鬼の突進力を利し、巴ともえ投なげを打った。


　牛頭鬼の巨きよ体たいがふわりと宙を舞まい、背中から廏の壁に激突した。そして薄うすい板壁を突つき破って、庭へと転がる。


「さすがですね……」


　馬頭鬼が歯をむきだして嗤わらっていた。


「表へ出やがれ！　決着をつけてやるぜっ!!」


「いいでしょう。鬼の力、見せてさしあげましょう！」


　ヒエンが外へと走りでて、馬頭鬼も続いた。


　背中をさすりながら牛頭鬼が並ぶ。


　二匹ひきの鬼を睨にらみつけ、ヒエンは手刀をかまえた。


　そしてふたたび跳ぼうとした瞬しゆん間かん──


「騒さわがしいわ！」


　セラの怒ど鳴なり声が、唐とう突とつに響ひびいた。


　声のほうを振ふり返ると、彼女は玄げん関かんから裸足はだしのまま飛びだしてくる。


「危ないから近寄るんじゃねぇよ！　すぐ、かたづけるから……」


　ヒエンはセラに声をかけた。


「たわけ者！」


　セラは、しかし、ずんずんと近づいてくると、ヒエンの頰ほおを叩たたく。


　子供のころからの躾しつけというのは恐ろしいもので、神刀流をいくら極きわめても、これだけは受けることができない。そのせいで、ミオリにも何度か頰を叩かれた。


「セラ様……」


　驚おどろいたことに、牛頭鬼と馬頭鬼も、悪戯いたずらを見つけられた子供のようにうなだれている。


「おまえたちもじゃ！　勝手に鬼の姿になりおって！　さっさと廏に帰り、牛と馬にもどっておれ!!」


　セラは甲かん高だかい声で、二匹の鬼を叱しかりつける。


「申し訳ありません……」


「許してくれぇ……」


　牛頭鬼と馬頭鬼は、とぼとぼと廏へ帰ってゆく。


「いったい、どういうことなんだ？」


　訳がわからず、ヒエンはセラに訊たずねた。


「あいつらは、人間にもどろうとしておるのじゃ」


　セラが答える。


「人間にもどりたいだって？」


　セラの言葉に、ヒエンは我が耳を疑った。


　そんな鬼がいるとは、思いもしなかったのだ。


「鬼気を抜ぬくには、苦く役えきに就つくしかないからのう」


「それで、あいつらを飼っていたわけか？」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとなる。


「そういうことじゃ。だから、普ふ通つうに牛馬として扱あつかえばよい。しっかり世話をするのじゃぞ」


「鬼どもをかよ？」


　ヒエンはうんざりとした。


　なにが哀かなしくて、鬼の世話をしなければならないのかと思う。


「改心しているのかもしれないが、相手は鬼だぜ？　罪だって犯おかしてきたはずだ。命で償つぐなわせたっていいんじゃねぇか？」


「たわけ者！」


　セラがふたたび一いつ喝かつする。


「それでは鬼と同じではないか？　わしらは人なんじゃぞ？　寛かん容ようの精神というものを大切にせんか！」


「いくらなんでも寛容すぎるぜ……」


　ヒエンは反論したが、セラは聞く耳を持たなかった。


「そろそろ、お腹なかも空いてきたのう。夕ゆう餉げの支し度たくも早く頼たのむぞ」


　セラはそう言うと、悠ゆう然ぜんと家にもどってゆく。


「せめて、足は洗ってから家にあがってくれ……」


　ヒエンはそれだけを言うのがやっとだった。
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「廏うまやにいる牛頭鬼と馬頭鬼は、この島に最初に姿を現した鬼たちだ。島の様子を探さぐるのが、役目だったらしい。なかでも、クオン様のことを……」


　夕食を食べ終え、静かにお茶をすすりながら、女武使のスズリが語っている。


「しかし牛頭鬼は食しよく欲よくから、馬頭鬼は情じよう欲よくから変化した鬼。その欲よく望ぼうに勝てず、牛頭鬼は家か畜ちくを襲おそい、馬頭鬼は島の女を誘ゆう惑わくしはじめたのだ。その頃ころ、わたしはクオン様に弟で子し入りをお願いしていたのだが、なかなか認めてもらえなかった。それでこの事件を解決したら、認めてもらえるかと思い……」


　スズリは自らを囮おとりとし、家畜の放牧場で番人のふりをした。


　まんまと姿を現したのが、牛頭鬼と馬頭鬼である。スズリはこの二鬼と戦い、屈くつ服ぷくさせた。そしてクオンとセラのもとに連れもどったのである。


「あの二鬼を、ひとりで？」


　ヒエンは驚いた。


　刀を持っていなかったこともあるが、実際、戦ってみて、牛頭鬼と馬頭鬼の強さはわかった。勝てるとは思ったが、そう簡単に倒たおせる相手ではない。物静かな立ち振ふる舞まいから、一見してそうは見えないが、スズリはかなりの使い手ということだろう。


「牛頭鬼と馬頭鬼は、鬼の仲間でいることが怖こわくてしかたがなかったらしい。それゆえ、戦う気はあまりなかったのだ。ふたりはクオン様とセラ様に改心を誓ちかい、〝鬼道衆〟と名乗る鬼どもの恐おそるべき企たくらみを語ったのだ……」


「鬼道衆……？」


　それは、聞いたこともない言葉だった。


「それで、どんな企みなんだ？」


　ヒエンが先をうながす。


「百鬼争鳴した常とこ闇やみの時代を、この世に復活させようというものだ。鬼道衆は、その目的のため、アーシア各地で暗あん躍やくしているようだ」


「常闇の時代か？　やはり、神代の鬼が関係しているんだな……」


　スズリの答えに、ヒエンはふかく腕うで組ぐみした。


　いつの時代にも、鬼は存在していた。だが、徒党を組んで、何かを企くわだてたという話は聞いたことがない。


「廏で飼われているのが、家か畜ちくを襲い、女をかどわかした鬼ってことは知りませんでしたよ。わたしらは、てっきり倒してくれたものとばかり……」


　キリハが顔をしかめている。


「あいつらは、島の人々に迷めい惑わくをかけたからのう。あえて言わなかったのだ。二度と悪さはさせぬゆえ、どうか許してやってくれ」


　セラが言って、キリハに頭をさげる。


「セラ様がそう仰おつしやるなら……」


　キリハはため息まじりにうなずいた。


「牛ご頭ず鬼きと馬め頭ず鬼きを捕とらえてから三日も経たたず、鬼道衆は船で攻せめこんできた。クオン様は単身、戦おうとされたのだが、わたしはなんとしてもお役に立とうと……」


　そう言って、スズリはうなだれる。


　クオンは奮戦したが、最後には何匹ひきもの鬼どもに組みつかれてしまったのだ。しかし、そのまま鬼どもを道連れに、海に飛びこんだのである。そして二度と浮うかんでこなかった。


「わたしが未熟であったばかりに……」


　スズリは目を赤くしながら、そう話を結んだ。


「残った鬼どもは逃にげ去ったので、わたしらはすべて終わったと思っていたんだけどねぇ」


　キリハが首を横に振ふる。


「まだ終わっていないと言われるのか？」


　スズリが驚おどろいたように顔をあげる。


「どうやら、そうらしいんだ……」


　今度はヒエンのほうが、話をする番だった。


「オレが帝てい都とを離はなれるまえ、武人が殺され、腕うでを奪うばわれるという怪かい異いが相次いだんだ。羅ら刹せつ鬼きという神代に争鳴した鬼の仕し業わざらしい。羅刹鬼は戦った相手の腕を奪い、かわりの腕を与あたえることで、手先の鬼に変化させる能力がある。怪異の解決に乗りだしたヤクモという武使も、その鬼に敗れ、手先にされてしまっていた。オレはヤクモと戦うことになり、なんとか勝った。そしてヤクモの死に際に、羅刹鬼の居場所を訊たずねたんだが、驚いたことにこのアオイ島の名を言い残したんだ」


　ヒエンはそして、中海で遭そう遇ぐうしたトモイ党のことも話した。


「そのときも、船長らしい男が、羅刹鬼の手先になっていたんだ……」


「なるほどのう……」


　セラが不ふ機き嫌げんにうなずく。


「この島を襲った鬼道衆のなかに、羅刹鬼もいたんじゃねぇか？　その後、いったん帝都に現れ、この島を狙ねらって、ふたたびこの中海にもどってきているのかもしれねぇんだ。もっとも、なぜ、この島を狙うのかはわからねぇんだがな……」


「もしかしたら……」


　スズリが思案の表情でつぶやいた。


「なにか思いあたることでも？」


　ヒエンは女武使を見つめる。


「鬼道衆を率いていたのは、たしかにひとりの鬼き女じよだった。そして、クオン様が単身、鬼どもと戦っておられるとき、助すけ太刀だちに駆かけつけたわたしは、その鬼女の腕を切り落としている。わたしにできたことは、それぐらいだったのだが……」


「なんだって？」


　ヒエンは驚いて身を乗りだした。


「それで、切り落とした腕はどうしたんだ？」


「戦いが終わったあと、その場に残っていたゆえ、持ち帰った。箱に入れて、わたしの部屋に置いてある」


　スズリは、ヒエンの勢いに戸と惑まどいながら答える。


「見せてくれねぇか？」


「心得た……」


　スズリは静かに席を立つと、しばらくして細長い箱を抱かかえて帰ってきた。


「これだ……」


　スズリは箱を包んでいた紐ひもと布をほどいてから、ゆっくりと蓋ふたをはずした。


　綿が敷しきつめられ、そのうえに赤黒い腕が置かれている。鋭するどく長い爪つめが伸のびていた。切られてからひと月以上、経っているというのに、鬼の腕は今にも動きだしそうに見えるほど、生気がみなぎっている。


「これが羅刹鬼の腕だとしたら、取り返そうとするに違ちがいねぇな……」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやいた。


「どういうことだ？」


　スズリのゆるやかに弧こを描えがく細い眉まゆがひそめられる。


「奪った腕を、腰こしに吊つるして勝利の印とするのが羅刹鬼だそうだ。そんな鬼にとって、自分の腕を奪われるということは最大の屈くつ辱じよくだろうし、あるいはもっと重大な意味があるのかもしれねぇ。たとえば、その腕を灰にしちまえば、鬼としての力を失うとかな」


　それなら、羅刹鬼がアオイ島を狙う理由ははっきりする。


「腕を取り返すだけなら、直接、ここを襲おそえばいいように思うんだけどねぇ？　トモイ党を手先にするなんて、ずいぶんまわりくどくないかね？」


　キリハが遠えん慮りよがちに言った。


「たしかに、そうだな。他ほかになにか、狙いがあるのか……」


　ヒエンは腕うで組ぐみをして、しばし思案した。


「世の乱れは鬼たちにとって望むところだろうからな。中海で争乱を起こすことも狙いのひとつかもしれねぇが……」


　世が乱れれば、邪じや気きも満ちるのも当然である。今のアーシアは、悪あつ鬼きが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするには最高の状じよう況きようだろう。鬼道衆を名乗る鬼どもはそれに乗じているに違いない。鬼の仲間を増やし、常とこ闇やみの時代をふたたびもたらそうとしている。


「鬼おにの考えることなどわからんでもよいわ！」


　セラが一刀両断するように言った。


「来れば討うてばよいし、来ないというなら討ちに行けばよいだけじゃ」


「簡単に言ってくれるぜ」


　ヒエンは苦く笑しようをもらす。


　だが、セラが言うとおり、あれこれ考えるのも、なにも考えないのも、大差はないという気がした。


　いずれにせよ、戦わねばならない相手ということである。


「とにかく、トモイ党との戦いくさには、オレも行くからな。鬼どもがでてきたら、そこで決着をつけてやるさ」


「わたしも同行させていただこう」


　スズリが申し出る。


「やめときな……」


　しかし、ヒエンは即そく座ざに返答した。


「なぜだ？」


　スズリの表情が険しくなる。


「まっとうな武使になりたいんなら、戦なんかに参加しねぇほうがいいからだよ」


「あなたも、武使ではないか？」


　ヒエンの答えに、スズリは納なつ得とくしなかった。


「オレが武術の修しゆ行ぎようをしてたのは、親父おやじにひと太刀たちいれないと、気がすまなかったからだ。本当に武使になりたいのかどうか、今となっては正直言ってわからねぇ。だから、いいのさ」


「修行をやめるというのか？」


　スズリは信じられないという表情になる。


「まだ決めたわけじゃねぇけどな。今度のことが終わってから、考えるつもりさ」


「あなたはクオン様の神明流を、受け継つがねばならぬはずでは？」


「受け継ぐもなにも、オレは神明流のすべてを教えてもらったわけじゃねぇからな。親父がいなくなった今、親父の神明流を受け継ぐ者は、誰だれもいねぇよ」


　ヒエンは素そっ気なく答えた。


「そ、そんな……」


　スズリはひどく衝しよう撃げきを受けたようで、がっくりと畳たたみに片手をついた。


「クオン殿どのが亡なくなられ、跡あと継つぎであるあなたから、神明流を学ぼうと思っていたのに。それが最後の望みだったのに……」


「最後の望みとは、ずいぶん大おお袈げ裟さだな。武術の流派は、いくらだってある。あんたにあった師を見つければいい。それに牛頭鬼、馬頭鬼に勝てるのなら、腕うでとしては十分じゃねぇか？　ひとりで修行をして、流派を興おこしたっていい」


　ヒエンは怪け訝げんそうに声をかける。


　しかし、それが癇かんに障さわったらしく、スズリは顔だけをあげ、きっと睨にらみつけてきた。


「あなたには、わからぬ」


　スズリは声を震ふるわせる。


（わかるわけがねぇ）


　ヒエンは心の底から思ったが、それは黙だまっておくことにした。


「もうひとつ聞きたいんだが、あんたは親父がここにいることをどこで知ったんだ？」


「商都ミナマにいるとき、ある船乗りから聞いたのだ。それで、その船乗りに頼たのみこんで、ここに連れてきてもらった……」


　スズリは答えた。


「それは……うちの船乗りの誰かが、漏もらしたんだろうねぇ」


　キリハは申し訳ないと、ため息まじりに言う。


　剣けん聖せいクオンと妖よう精せいの姿をした妻。酒席の話題としては、最高の題材である。酔よった勢いで、つい喋しやべってしまったのだろう。


「人の口に戸を立てるのは難しいものじゃ。気にするでない」


　セラは平然としている。


「むしろ、よく保もったもんだぜ」


　ヒエンも本心からそう思った。


　父と母が、この島に住んでいる理由を訊たずねたことはないが、今ならわかる。


　街で暮らすには、セラの容姿はあまりに目立ちすぎるからだ。


　妖精を忌いみ嫌きらう者は今でもいるし、反対に熱ねつ狂きよう的な嗜し好こうを持っている者もいる。静かに生きることは、とてもできなかっただろう。


　その意味でアオイ島の人々は純じゆん朴ぼくだった。他所よそ者ものであるふたりを、こころよく受け入れてくれた。セラの容姿も、単純に美しいと思ってくれた。本当にありがたいことである。


　だからこそ、ヒエンはこの島の人々を守りたいと思った。


　そのために、命をかける覚かく悟ごはある。
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　翌朝、目覚めたヒエンは、朝食の支し度たくを済ますと、いつもどおり剣の稽けい古こをはじめた。


　船旅のあいだも、最低限の鍛たん錬れんは欠かしていない。


　武使をやめると決めるまでは、続けるつもりだった。長年の日課だけに、休んだりすると落ち着かないということもある。ヤクモとの仕合で傷を負っているあいだは、身体からだを動かせないのがもどかしくてしかたなかった。


　家には道場こそないが、広い庭がある。父との稽古は、いつもそこでだった。


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を腰こしに差し、庭へと出る。


　すると母屋おもやのほうから、女武使のスズリが姿を現した。


　細身の大太刀を腰にさげている。


　スズリは無言で、挨あい拶さつをしてきた。


　ヒエンも会え釈しやくを返す。


　気は強いが、どちらかといえば口数はすくなく、物静かな女だった。端たん整せいな容姿で、肌はだは透すきとおるように白い。おまけに、胸も豊かに膨ふくらんでいる。女物の着物に身を包んでいれば、武術などとは無む縁えんに見えるだろう。


　これだけの器量があれば、あえて女を捨てるような生き方を選ばずともと思う。だが、他人の生き方に口を出すつもりはない。


「稽古をはじめられるのか？」


　ヒエンが小太刀を差しているのに気づいて、スズリが声をかけてきた。


「鬼おにとの戦いが終わるまでは、続けておかないとな……」


　ヒエンは答えた。


　無論、一日、二日、稽古をしたとて、いきなり強くなれるものではない。しかし、一日でも休むと間ま違ちがいなく衰おとろえるのだ。それが武術の恐おそろしいところである。


「戦いが終わったあとは、修しゆ行ぎようをやめられるというのか？」


「さあな、そこまでは考えられねぇよ……」


　ヒエンは答えた。


「羅ら刹せつ鬼きという鬼き女じよは、かなり手て強ごわそうだしな。勝てるかどうかわからねぇ。あんたはよく腕うでを取ったもんだと思うぜ」


「わたしの実力ではない。クオン様はひとりで、十匹ぴきを超こえる鬼を相手に戦われた。しかも、優勢に見えたのは、クオン様のほうだった。噂うわさに聞く、神明流の受けの神しん髄ずいを見た気がした。鬼どもの攻こう撃げきを、鬼の使う術さえも、すべて一刀で受けてゆかれたのだからな……」


「なんだって？」


　ヒエンの表情が変わる。


「親父おやじは一刀だったのか？」


「大太刀の一刀だったが……、それがどうかしたのか？」


　スズリは、不ふ審しんそうに訊ねかえしてくる。


「いや、オレに稽古をつけるとき以外は、親父も小太刀の二刀を使うからな。オレはてっきり小太刀で戦ったもんだと……」


　無論、神明流は小太刀の技わざだけを伝えているわけではない。ほとんどの武術の流派がそうであるように、他ほかの武器も扱あつかう。


　だが、やはり得意とするところはあり、神明流はかならず小太刀から入る。小太刀は扱いやすいが、間合いが狭せまい。敵の攻せめを、身体の間近で受けざるをえない。それゆえ瞬を見切るしかないのだ。


　そうして受けを身につけてから、攻めとなる。しかし、神明流ではその時点ですでに攻めの技量も備わっているとする。そして攻めの技は、個々人が研けん鑽さんすべきものとされる。


　すなわち、父が大太刀を使ったということは、彼が編みだした術を使おうとしたに違ちがいないのだ。


「親父は、なにか術を使ったのか？」


　ヒエンはスズリに訊ねた。


「いや、術は使われなかったと思う。眩まばゆいばかりの霊れい光こうが出るほど、気は高まっておられたのだが……」


　スズリは、そのときのことを思いだしながら答えた。


「なんでだ？」


　ヒエンは疑問に思った。


　鬼たちを道連れに海に飛びこむぐらいなら、術を使ってもよさそうなものだ。それともなにかの理由で使えなかったのだろうか？


「それより、噂に名高い神明流の小太刀の技、わたしに指南してくれまいか？」


　スズリはそう言って、ふかく一礼する。


「嫌いやなこった」


　ヒエンは即そく答とうした。


「なっ……」


　スズリは言葉を失う。


「オレは他人に教えられるほど神明流を極きわめちゃいないからな。それに今は余分なことに気を取られたくない。鬼との戦いに集中したいんだよ」


「あなたはクオン様から、帝てい都とでの修行を命じられたと聞いた。それは流派の皆かい伝でんを認められたからではないのか？」


　スズリは、必死になって食いさがった。


「帝都でも受けの稽けい古こしか許されてなかったんだよ。攻めを禁じられているってことは、まだまだだからだ。実際、禁を破って仕合をしたら、ひどいことになったしな」


「むむむ……」


　スズリは切せつ羽ぱ詰つまったような表情をしている。


　なぜ、そこまで神明流にこだわるのか、ヒエンには不思議だった。


　しかし、昨日、問いかけて、彼女がひどく感情的になったのを思いだし、訊きくのはやめておくことにした。


　ヒエンはスズリを無視し、自らの稽古をはじめる。


　気を集中させ、脳のう裏りに敵の刃やいばを思い描えがきながら、受けの型を行う。


　スズリはしばらくのあいだ呆ぼう然ぜんと、ヒエンの稽古を見つめていた。しかし、しばらくして我に返り、細身の大おお太刀たちを抜ぬくと、素す振ぶりをはじめた。


　ヒエンがちらりと様子をうかがうと、彼女の太刀は赤い刃をしていた。


（赤金が使われているのか？　だとすると、火行の術を使うんだな……）


　父クオンは武使であると同時に、武器を鍛きたえる武ぶ匠しようでもあった。ヒエンも父から、武匠としての教えも受けている。武匠となるには、いにしえの妖よう精せい族から伝えられ、人間が長い年月をかけて発達させてきた錬れん成せい術じゆつを学ぶ必要がある。


　刃をいかに錬成するかで、使える術も変わるからだ。


　スズリは一心に太刀を振ふるっている。


　刃筋の鋭するどさには、目を見張るものがあった。しかし、今ひとつ、闘気が感じられない。


（その程度の闘気で、よく羅刹鬼の腕が取れたものだな）


　羅刹鬼が狙ねらうとすれば、まず奪うばわれた腕だが、スズリへの復ふく讐しゆうは忘れないだろうし、裏切った牛ご頭ず鬼き、馬め頭ず鬼きを許すはずがない。


　そして、羅刹鬼はセラの存在も知っているのではないか、と不安になった。神代の鬼たちを滅ほろぼした、いにしえの妖精の姿をした母を……


（もしかして、鬼どもは母さんを殺すため、この島を襲おそったのか？）


　それはただの推測でしかないが、背筋が凍こおりつくような気がした。


「させるかよ……」


　ヒエンはそうつぶやくと、さらに激しく稽古を続けた。
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　中海の盟主であるミムラ家のもとから、アオイ島の島主レンザが帰ってきたのは、島を出てから七日後であった。


　ミムラ家に従う各島主が集まり、掟おきてを破ったトモイ党の処しよ遇ぐうを話しあったという。そして、トモイ党を滅ほろぼすということで、意見は一いつ致ちした。


　各島主はそれぞれの島へ帰り、戦いくさの支し度たくをはじめることとなった。


　アオイ島は中海に浮うかぶ島々のなかでも小さいほうだ。人口も千に満たないゆえ、その格は村でしかない。それゆえ帝てい国こくの位では、レンザは領主階級のなかでも最下位に属する村主ということになる。


　評定のときも末席近くに座していたが、トモイ党の海かい賊ぞく行こう為いの現場を押さえた功績で、ミムラ家の当主から褒ほう美びを賜たまわったそうだ。


　今度の戦の働きしだいでは、もっと大きな島への転てん封ぽうもあるかもしれないと、島民をまえにレンザは興奮ぎみに言った。


「そりゃあ、がんばらないとねぇ」


　キリハが笑え顔がおになる。


「敵には鬼おにが味方についているらしい。しかし、ミムラ様もたいしたもので、何人もの武使をお抱かかえなさっておられる。鬼どもはその武使たちが、きっと退治してくれるだろう」


「ほほう？」


　キリハの側そばで話を聞いていたヒエンが興味をしめした。


「武人じゃなく、本物の武使なんだな？」


「ミムラの御ご当とう主しゆ様も武術を学んでおられるからな。偽にせ物ものなら見破っているだろうさ」


　レンザはにやりとする。


「そいつは心強いや」


　船乗りの誰だれかが歓かん声せいをあげる。


　他ほかの船乗りたちもうなずいていた。


「ヒエンはとりあえず、キリハの早はや舟ぶねに乗ってくれ。それと、おまえの話をしたら、ミムラ様がたいそう関心をもたれてな。もしかしたら、お召めしがあるかもしれんぞ？」


「領主に仕えるつもりはねぇけどな……」


　ヒエンは顔をしかめた。


「オレが戦いてぇのは鬼どもだけだ。ミムラが勝とうが負けようが、正直、どっちでもいい。でも、勝たねぇと、この島としては困るよな？」


「困るなんてもんじゃねぇよ……」


　レンザは苦く笑しようする。


「出発は三日後だ。まずは、ハクガ大島のミムラ様のところへ向かい、全軍が集結してから、トモイ群島を攻せめる。皆みなの衆、気をひきしめてかかれよ！」


　レンザが声をかけると、船乗りたちは一いつ斉せいに拳こぶしを突つきあげて応じた。


「それから、クオン様の葬そう儀ぎだが、明日、社やしろで行う。歩ける者は皆、集まれよ」


　レンザはそう言って、話をしめくくった。





　そして翌日になって、島の社でクオンの葬儀が執とりおこなわれた。


　社にはヤカミという名の年老いた女性の神職が住んでおり、彼女が主祭し、儀ぎ式しきはとどこおりなく進んでいった。死者の御み霊たまが高祖神ウツヒミのもとに無事、帰ることを祈き願がんし、皆が神前で手を合わせる。


　遺体はないので、埋まい葬そうの必要はない。


　葬儀はあっけなく終わった。


　そのあと、ヒエンの屋や敷しきで厄やく落おとしの宴えん席せきが設けられた。精しよう進じん料理が出され、奉ほう納のうされていた御お神酒みきが振ふる舞まわれる。


　ヒエンは黒い着物に身を包んで、葬儀に集まってくれた人々に礼を言ってまわる。


　皆が励はげましの言葉をかけてくれた。


　父の葬儀だというのに、不思議と哀かなしみはない。しかし、心のなかに大穴があいたような喪そう失しつ感かんをふたたび覚えていた。


　宴席もそろそろお開きという頃ころになって、ヒエンは広間の隅すみで、女武使のスズリが呆ぼう然ぜんとしているのに気がついた。


　彼女は父に武術を習いたくて、わざわざアオイ島に渡と航こうしてきたのである。それがかなわず、ヒエンと似たような喪失感を味わっていることだろう。


「ここ何日か、考えてたんだが……」


　ヒエンはスズリの向かいに座ると、酒を一いつ献こんしてから、話を切りだした。


「なんだ？」


　酒を飲みほし、わずかに赤くなった顔で、スズリは見つめてくる。


「あんたは一日も早く、この島を離はなれたほうがいい。羅ら刹せつ鬼きは間ま違ちがいなく、あんたを狙ねらうだろうしな。奪うばわれた腕うでを取り返すために……」


「わたしに、逃にげろと言うのか？」


「戦う必要はないってことさ。鬼と戦っても、武術の修しゆ行ぎようになるわけでもねぇしな」


「クオン様は、わたしが師と選んだ御お方かただ。弟で子し入りできなかったとはいえ、その気持ちが変わるわけではない。仇かたきは取らせてもらう」


「返り討うちにあうかもしれねぇだろ？」


　親切心から言っているというのに、スズリという女武使はあくまで頑かたくなだった。


「今度の戦いくさで、トモイ党ともども羅刹鬼を討てれば、問題はなくなるんだがな。しかし、勝てると決まっているわけでもねぇ。負ければ、中海は鬼の支配するところとなる。そうなっては、逃げるのだってひと苦労だぜ」


「わたしは逃げたりせぬ。ヒエン殿どのが留守のあいだ、この島に留とどまるつもりだ。鬼が攻めてくれば、受けてたつまでだ」


　スズリは決意の表情だった。


「まったく強ごう情じような女だな……」


　ヒエンは苦笑を漏もらした。


　しかし、これ以上、説得しても応じるとは思えない。


「ま、あんたの好きにすればいいさ」


　と、捨て台詞ぜりふのような言葉を残し、席を立つ。


　そして、ヒエンは黒い着物をまとうセラの席へと移った。普ふ段だんは華はなやかな着物を好んでいるだけに、ひどい違い和わ感かんを覚える。なにかの凶きよう兆ちようのようにも見えた。


「どうした？」


　ヒエンに気づき、セラのほうから声をかけてきた。


「戦の用意があるから、オレは今日から島主の屋敷に泊とまろうと思う。せっかくかたづけたんだからな。あんまり家を散らかさないでくれよ」


「あれは、いつのまにか散らかるものなのじゃ！」


　セラは自らの膝ひざをぴしりと叩たたきながら言う。


　かたづけないから散らかるのだが、その道理をセラに説いても無む駄だだということはわかっている。


「戦に行くんだから、帰ってこられるかどうかわからねぇ。死んだあとまでは、さすがに面めん倒どうみきれないからな。いろいろ考えといてくれよ」


「おまえが帰ってくればよい話じゃ」


　セラは平然と言ってのけた。


「そりゃあ、そのつもりだけどな……」


　ヒエンは苦笑する。


　戦で大切なのは、なによりも運だと聞く。だが、運にはあまり自信がないのだ。


　運がいい人間なら、こんな家には生まれていなかっただろうし、今いま頃ごろはどこかの娘むすめと恋こい仲なかになっているはずだと思いたい。


「そういえば、ひとつ忘れておったわ……」


　セラはぽんと手を打つと、唐とう突とつに席を立った。そして、しばらくしてからもどってきた。紫むらさき色いろの布に包まれた細長いものを両手に持っている。


「それは？」


　ヒエンは訊たずねた。


「帝てい都とから帰ってきたら、おまえの父が手て渡わたすはずだったものじゃ」


　セラはそう言うと、ヒエンに差し出す。


「親父おやじが？」


　受け取って布を解くと、ひと振ふりの大おお太刀たちが現れた。


　立派な鞘さやもあり、柄つかもこしらえてある。


　ヒエンはその場で、ゆっくりと太刀を抜ぬいた。


「刃やいばがねぇ……」


　大太刀は黒い芯しん金だけで、肝かん心じんの刃が打たれていなかった。


「なんで、こんなものを？」


　ヒエンはセラを見つめる。


「おまえ自身で、その太刀の刃を鍛きたえろということじゃろうな」


　セラは静かに答えた。


　その言葉がなにを意味しているかはヒエンにもわかる。


　神明流では受けを極きわめれば、攻せめは自然に身につくとされる。


　そのとき、自分が理想とする刀を鍛えろということだ。しかし、ヒエンはまだ神明流の受けを極めたわけではない。ゆえに攻めの技わざや術を会え得とくしていないし、いかなる刃を打てばよいか、思い描えがくことができなかった。


「オレには、まだ早いぜ……」


　ヒエンはセラに大太刀を返そうとした。


「わしが預かっていてもしかたあるまい。そのときが来るまで、持っておれ」


　セラはそう言って、席に着く。


「親父の形見ということかよ……」


　ヒエンは芯金のみの大太刀を見つめながら、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　いつか、この刃を打つ日がくるのだろうかと、自らに問いながら……
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　クオンの葬そう儀ぎがあった翌々日、アオイ島が保有する二艘そうの軍船は、中海の盟主であるミムラ家が領するハクガ大島へと出港した。


　ハクガ大島はアオイ島から南西に二日ほどのところにある。中海に浮うかぶ島々のなかでは最大であり、三郡を有していた。


　ハクガ大島に着くと、中海各地から軍船が集まりつつあった。その数は千艘に達しようとしている。船乗りの総数は、かるく一万を超こえる。船乗りがすべて武人でもあるところが、水軍の恐おそろしさだ。これだけの軍勢を有する領主は、内陸にはいない。


　これで団結力が強ければ、アーシア全土の制せい覇はも夢ではなかろう。だが、中海の島々は普ふ段だんはむしろ競合者であり、小こ競ぜり合いが絶えない。


　今回はあきらかな掟おきて破りゆえ、ほとんどの島々が軍ぐん役えきに応じたが、たとえミムラの命令であっても、かならず従うわけではないのだ。


　トモイ党は最大でも二百ほどの軍船を動員できるだけなので、およそ五倍の戦力差である。ハクガ大島に集まった船乗りたちのあいだには、勝利は疑いないという雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　ミムラ家の当主であるクルスは四十を超えたばかり。水軍の頭領として揺ゆるぎない威い厳げんが備わっている。武術にも通じ、弓、槍やりの名手としても名高い。五人張りの強こわ弓ゆみを易やす々やすとひき、長大な槍を自在に操あやつるとの評判だった。


　そしてヒエンは到とう着ちやくするやいなや、そのミムラ家の当主から呼びだされたのである。キリハが同行し、ヒエンはミムラ・クルスと対面した。


「神明流クオンが一子、ヒエンだ」


　そう名乗り、クルスに一礼する。


「おまえが剣聖クオン殿どのの……」


　クルスはじろじろとヒエンを眺ながめる。


「よく鍛えてはいるようだが、さほど大おお柄がらではないな」


　クルスには多少、失望した様子が感じられた。


　なにを期待されていたのかはしらないが、勝手に失望されてはさすがにおもしろくない。


「親父もさほど大きくはなかったんだぜ？　それに、オレはまだ成長している」


　ヒエンはそう言い返した。


「武使どうしの仕合ではともかく、戦場では強い弓や長物を扱あつかえたほうがよいのだ。一度に数多くの敵と戦わねばならぬからな」


　ヒエンは無言でうなずいたが、弓や槍を使うつもりはまったくない。


　十人の弓手に狙ねらわれようが、十人の槍使いに囲まれようが、小こ太刀だちの二刀でしのぎきる自信がある。だが、百人とかに一いつ斉せいに狙われたら、さすがに限界を超える。戦場ではそういった状じよう況きように陥おちいらないよう気をつけるしかない。


「しかし、まさか、剣聖と名高いクオン殿がアオイ島に隠いん棲せいされていたとはな。そうと知っておれば、御ご存ぞん命めいのあいだに指南を乞こうたであろうに……」


「申し訳ありません。クオン様は御自分が、アオイ島にいることを知られたくないとのことでしたので……」


　キリハがあわてて謝罪した。


「いや、責めるつもりはない。むしろ、よく秘密を守りとおしたと感心しておるのだ。それは、中海の水軍の誇ほこりとなろう。我らが信義に厚いことの証あかしとしてな」


「もったいないお言葉です」


　キリハは畏かしこまる。


「クオン殿が亡なくなられたこと、たいへん惜おしく思う。おまえも父君の名声を汚よごさぬよう精しよう進じんすることだな」


　ヒエンは無言でうなずくと、そのまま一礼して、クルスのまえを辞した。





「緊きん張ちようしたねぇ」


　キリハは胸に手を当て、大きく息をつく。


「そうかぁ？」


　ミムラの当主クルスにはたしかに威厳を感じたが、噂うわさに聞くほどの使い手ではないという気がした。もっとも、実際に刃やいばを交えてみないと、たしかなことはわからない。


「そうじゃなくて、ヒエンの態度や言こと葉ば遣づかいに緊張したんだよ。ミムラの御領主様には、どこの島主も畏おそれを抱いだいているというのに……」


「オレは、ミムラ家に仕えているわけじゃないからな」


「でも、わたしらは御領主様の不興を買うわけにはゆかないのさ。次があったら、もうすこし気をつけておくれよ」


「キリハ姉がそう言うなら……」


　ヒエンはうなずいた。


「それより、ミムラ家が抱かかえている武使たちはどこにいるのかな？　どのくらい使えるのか、会って確かめてみてぇ」


　ヒエンはそう言うと、きょろきょろと辺りをうかがう。


　そして道場らしき建物を見つけだした。


「寄っていっていいかな？」


　ヒエンは目を輝かがやかせて、キリハを見つめる。


「面めん倒どうは起こさないでおくれよ……」


　キリハはため息まじりにうなずく。


　ヒエンは格こう子し窓から道場を覗のぞいてみた。


　武使と思おぼしき男が五人ばかり稽けい古こに励はげんでいる。皆みな、背も高く屈くつ強きような体格の持ち主だった。剣けんではなく、おもに槍を使う流派の武使たちだと見てとった。


　ミムラの当主は、彼らに戦場での働きを期待しているのだろう。


　ヒエンはしばらくのあいだ、稽古の様子を眺めていた。しかし、すぐに力量のほどがわかった。体力は優すぐれているが、技量はさほどでもないし、いかに稽古とはいえ、気の高まりが感じられない。


（なんだ……）


　ヒエンは拍ひよう子し抜ぬけした。


　帝てい都とでも感じていたことだが、武使であっても、誰だれもが父やアモンほどの使い手ではないということだ。


（この様子じゃ、他ほかの連中も知れてるな……）


　あの退たい魔ま士しヤクモでも、羅ら刹せつ鬼きには敵かなわなかったのだ。彼らに羅刹鬼を討うてるとは、とうてい思えない。


（まあ、百人、千人でかかればいいのかもな）


　しかし、伝え聞くところによれば、神代に争鳴した鬼おにたちは百鬼と称しようされる。無論、その数字どおりではあるまいが、大軍であったわけではない。


　ほんのわずかな数の鬼たちによって、人間や獣じゆう畜ちくは滅ほろびかけたのだ。


　鬼を倒たおすには、やはり強力な武術を使うしかないのかもしれない。


「さ、行くとしようぜ……」


　ヒエンは大きくため息をついた。


「もういいのかい？」


　キリハが驚おどろいたほど、わずかな時間しか経たっていない。


「いいんだよ。見るほどのもんじゃねぇ……」


　ヒエンは答えた。


　しかし──


「聞き捨てならぬな……」


　道場のなかから大声が響ひびき、格子窓が押し開けられた。


　そしてひとりの武使が顔を覗かせる。


　どうやら、ヒエンの声が聞こえたらしかった。


「だから、面倒は起こさないでおくれと言ったのに……」


　キリハが額に手を当てる。


「聞かれてしまったもんはしかたねぇだろ？」


　ヒエンは小声でキリハに言った。


「そこまで大言を叩たたくからには、腕うでに覚えがあるのだろう。道場へあがるがいい。我らが相手をしてやろう」


　武使の口調には有う無むを言わさぬものがある。


　断っても聞かぬだろう。


　ヒエンはしかたなく、道場にあがっていった。すると、木製の槍やりを手にした武使たちにぐるりと取り囲まれる。


「さて、誰が相手をする？」


　武使たちは目を見合わせ、誰から行くか、決めようとする。


「一いつ斉せいにかかってきてくれていいぜ。そのほうが、手間がはぶけるからな」


　ヒエンは武使たちをぐるりと見回して言った。


「なんだとっ？　思い上がるにも程ほどがある。それほど、痛い目をみたいか？」


「それは、どうかな？」


　ヒエンは道場の壁かべにかかっていた木刀のなかから、短いものを二本選んで、逆手に持つ。腰こしを沈しずめ、前後に木刀を押しだし、神明流無方の構えを取る。


「かかれ！」


　ひとりが合図をし、武使たちは次々としかけてきた。


　木製の槍が、四方から突つきだされてくる。


　ヒエンはそれを木刀で受けていった。


　武使たちは体格も大きく、膂りよ力りよくもかなりのものがあった。だが、瞬を逃のがさず、受ければよいだけである。


　ヒエンは集中し、二刀を操あやつる。


　かるく痛めつけるつもりでいたはずの武使たちだが、ヒエンが残らず攻こう撃げきを受けるので、しだいに顔色が変わってきた。


　ヒエンのほうは、すでに五人の動きを見切っている。


　自分からはいっさい、しかけなかった。しかし、ヒエンの気がしだいに高まってゆくのを見て、武使たちは恐おそれを抱いだきはじめたようだった。


「こ、ここまでにしよう……」


　ヒエンに道場へとあがるように言った武使が槍を引き、仲間たちに声をかけた。


「そ、そうだな……」


　安あん堵どの表情を浮うかべ、他の武使たちも攻撃をやめる。


「いい稽古になったぜ……」


　ヒエンは息さえも乱さず、武使たちに一礼した。


「おまえの名は？　そして流派は？」


　武使のひとりが問いかけてくる。


「オレは神明流クオンが一子、ヒエンだ」


　そう名乗ると、木刀をもとの位置にもどし、さっさと道場をあとにした。


「あれが剣けん聖せいクオンの息子むすこ。そして噂うわさに聞く神明流の〝総受〟か……」


　武使たちは呆ぼう然ぜんと、ヒエンを見送った。





　　　　３




　ハクガ大島に集結した中海の水軍の全船は、一斉に帆ほをあげて西へと向かった。


　アオイ島の島主レンザは、トモイ党の海かい賊ぞく行こう為いを暴あばきだした功績を認められ、先せん陣じんを命じられている。キリハの乗る早はや舟ぶねは偵てい察さつのため、どの船よりも先行していた。


「名めい誉よなことだけど、危険な役目を仰おおせつかったもんだねぇ」


　キリハはさっそうと水み押よしに立ちながら、すぐ近くで腰をおろしているヒエンに笑いかけた。


　彼女は手に銛もりを持ち、腰には曲刀をさげていた。


　目的地はまだだいぶ先だが、敵の早舟も偵察に出ているかもしれない。無論、トモイ党も戦いくさの支し度たくはすでに備えているはずだ。


　トモイ党は地の利を活いかし、無数にある小島に早舟を隠かくしているとクルスは予想している。寄せ集めであるミムラ方の船団を攪かく乱らんするためだ。


　それに対し、クルスは紅白に染めた新しい幟のぼりを作らせ、全船に配っていた。


　戦いがはじまれば、その幟を一斉にあげて、敵味方の区別をはっきりさせようというのだ。


　このあたり、クルスが将として優すぐれていることがうかがえる。


　この戦に勝利すれば、彼の武名もさらに轟とどろくはずだった。中海の盟主としての権けん威いも強固なものとなろう。これを機に、沿岸の国々を支配下に治めることもそう難しくはないと、集まった船乗りは噂しあっている。あるいは、アーシアの覇は権けんさえも手に入れる契けい機きとなるかもしれないと……


　手て柄がらしだいでは、一郡どころか一国の主となれるかもしれない。クルスのもとに駆かけつけた船乗りたちの士気は高かった。


　そして、今のところ、もっとも功績を認められているのが、キリハの父レンザだ。


　トモイ群島には、アオイ島より大きな島はいくつもある。そういう島の領主にでもなれば、これまでより多くの船と船乗りを抱かかえられると、レンザは意気込んでいる。


　キリハは生まれ育ったアオイ島を離はなれたいとは思わないが、父の期待に応こたえる働きはするつもりだった。こういうときのため、クオンから武技を習っていたのである。


　大きな戦いは、無論、初めてだが、ヒエンが側そばにいてくれることが、本当に心強かった。


　先日、トモイ党の軍船と戦ったときの彼の活かつ躍やくを目まの当たりにし、船乗りたちもさすがはクオンの子だと信しん頼らいしきっている。危険な役目を命じられたが、船乗りたちがまったく動どう揺ようしていないのは、彼がいるおかげだった。


（このまま、ずっと近くにいてくれればねぇ……）


　キリハは心のなかでそっとつぶやいた。





　トモイ党の軍船が、本島に集結していることを確かめて、キリハが率いる早舟は本隊に無事もどった。しかし、小島に隠れているトモイ党の早舟は一艘そうも見つけることができなかった。隠していないのか、それとも巧こう妙みように隠しているのかはわからない。


　敵からの攻こう撃げきを受けることもなかった。狼煙のろしは方々からあがっていたから、敵に見つかってはいたのだが、早舟一艘のために軍船を動かすことはしなかったわけだ。


　キリハは最低限の役目を果たし、クルスから直々に労ねぎらいの言葉を賜たまわった。


　そして全軍に突とつ撃げきの命令が下される。


　策というほどのものはない。向かってくる敵は討うち、待ち受ける敵は崩くずせと、クルスは下げ知じした。


　味方の士気は高く、戦力差も大きい。下手へたな小細工を弄ろうすると、かえって敵の術中にはまることもある。それぞれの軍船に功を競きそわせるだけでも十分に敵を圧あつ倒とうできると判断したのだ。


　そしてクルス自身は〝波は濤とう丸〟と名づけた大型の軍船に乗り、その矢倉から海面を埋うめ尽つくすほどの大船団を満足げに見まわしている。


「さてさて、鬼おにに唆そそのかされたトモイ党には、この中海から消えてもらおうか……」


　クルスは勝利を確信していた。


「悪あつ鬼きどもが出てきたときには、お願いしますぞ！」


　そして、随ずい伴はんする早舟に乗る武使たちを見下ろし、声をかける。


「おまかせあれ！」


　武使たちは力強く応じた。


　彼らはミムラ家に仕えることで、ある意味、武使であることを捨てたといえる。そして最高の武人となることを選んだのだ。それこそが、この乱世における武使の正しい身の処し方だと信じている。何十年にひとりしか選ばれぬ皇こう帝ていとなるため、一生を修しゆ行ぎようで費ついやすなど無意味なことなのだ──





　何百艘という早舟が、競い合うように、トモイ本島を目指している。


　敵の大型船は港こう湾わんの入口を塞ふさぐように並んでいた。


　ミムラ方の早舟が、そこに肉にく迫はくする。大型船の甲かん板ぱんに設けられた矢倉から、矢が雨のように射かけられる。そのなかには、火矢もまじっていた。


「怯ひるむんじゃないよ！」


　キリハは漕こぎ手たちを叱しつ咤たし、全力で敵船へと肉迫させる。


　まだ銛を投じられる距きよ離りではない。しかし、敵が放つ矢は、十分に届いていた。


　矢が突つき刺ささり、その場で倒たおれる者や海に落ちる者が周囲の軍船には現れはじめている。しかし、運よくまだこの船から犠ぎ牲せい者しやは出ていない。


「キリハ姉、ちょっと代わってくれ」


　ヒエンが言って、キリハを水み押よしからひきおろした。


「な、なんだよ？　この船の頭領はわたしだよ？」


「そんなことは、わかってるって。だけど、キリハ姉は目立ちすぎるんだよ」


　そう答えると、ヒエンは水押に飛び乗った。


　そしていきなり小こ太刀だちの二刀を振ふるいはじめる。


　数本の矢が、同時に飛んできたのだ。


　ヒエンはそれを小太刀の腹で受ける。矢がぴたりと止まり、次々と足あし下もとに落ちていった。


「何人かは楯たて板いたで備えるんだ。頭上から降ってくる矢もあるからな！」


　ヒエンは前方をじっと見すえたまま、船乗りたちに声をかけた。


「備えるんだよっ！」


　キリハが不ふ機き嫌げんに命令する。


「承知しやしたーっ」


　何人かが、船に積みこまれていた楯板を担かついで、頭上を不安げに見あげた。


　銛もりを投じられる距離まで、まだしばらくのあいだ敵の攻撃を受け続けるしかないのだ。


　ヒエンは水押に立ったまま、飛んでくる矢をすべて受けている。


　彼にとって、それは造作もないことだと、キリハにはわかっていた。


　だからこそ、武使が戦いくさに出ることが戒いましめられているのだ。戦が容易たやすいものと知れば、どうしても驕おごりの気持ちが生じる。それが道を外すきっかけとなる。外げ道どうの果てにあるのは鬼道だ。悪鬼と成り果てた武使ほど、恐おそろしいものはないという。


「キリハ姉、そろそろだぜ？」


　ヒエンが声をかけてきた。


　キリハは我に返り、銛を握にぎりなおす。


　トモイ党の大型船は錨いかりを降ろし、停船している。まるで港を守る城じよう壁へきのようだ。


　キリハは進路を塞ぐ一艘そうに狙ねらいを定さだめ、矢倉から命令を飛ばしている男を狙い、銛を投じた。


「けーっ！」


　投じてから右手の拳こぶしをかため、気合いの声をあげる。


　狙いは違たがわず、銛は矢倉のわずかな隙すき間まを抜ぬけ、男の胸むな板いたを貫つらぬいた。そのまま仰あお向むけに倒れてゆくのが見える。


「さすがだぜ……」


　ヒエンが口笛を鳴らす。


　キリハは一いつ瞬しゆん、照れたような表情を見せたが、すぐに表情をひきしめ、


「このまま突っ込むよっ！」


　と、船乗りたちに号令する。


　そして、キリハは次々と銛を投じていった。


　大型船の甲板にいた敵兵が、その都度、倒れてゆく。なかには楯板で防ごうとしたが、それごと串くし刺ざしになる者もいた。


　敵が放つ矢は、ヒエンがすべて防いでしまうので、敵兵は恐きよう慌こうをきたしていた。当然、ヒエンに矢が集中したが、狙いが外はずれているものが多かったし、ばらばらに射かけてくるので、受ける順を迷うこともなかった。


「ヒエンも、油断するんじゃないよっ！」


　戦なんか簡単なもんだと思いかけた瞬しゆん間かん、キリハが叱咤の声を飛ばしてきた。


「ありがとうよ」


　心を見み透すかされたようで、ヒエンは気をひきしめなおす。


「まだまだ甘いね！」


　キリハは高笑いをしてから、次の銛を投じた。





　やがて、キリハが率いる早はや舟ぶねは敵の大型船に横着けすることに成功した。


　ヒエンがすかさず敵の甲板へと飛び乗り、そこにいた十人ほどの船乗りを、ほとんど瞬しゆん時じに叩たたき伏ふせる。


　殺す気はないが、そのままにしておくと息を吹ふきかえすので、次々に海へと放ほうりこんでいった。それで目が覚め、あわてて泳ぎはじめる。岸は近く、問題なくたどり着けるだろう。


　敵がいなくなったので、キリハたちはなんの苦もなく乗り込んできた。矢倉には、まだ敵が残っていたが、キリハが斬きりこんでゆくと、あわてて海へと飛びこんでゆく。


　敵船を完全に制圧したのだ。


　キリハは、矢倉からアオイ島の旗と紅白の幟のぼりをうちふって、それを味方に知らせた。


「おおっ、アオイ島の衆が敵船を奪うばいとったぞ！」


　味方から歓かん声せいがあがる。


「我らも遅おくれるなっ！　あんな小島の衆に手て柄がらを独ひとり占じめさせるわけにはゆかんぞ！」


　中海の競合意識が働き、味方の軍船は犠ぎ牲せいもいとわず、全力で突とつ撃げきしてゆく。


　次々と銛を投じ、あるいは火矢を射かける。


　港を塞ふさいでいたトモイの大型船は一艘、また一艘とミムラ勢に奪われていった。そのあいだにも、ミムラ勢の中型船、大型船は悠ゆう然ぜんと、港に迫せまりつつある。


　しかし、予想された周辺の島々からの小型船による奇き襲しゆうはなかった。


「まずは本島を占せん領りようし、あとは周辺をしらみつぶしにしてくれるわ」


　クルスは波濤丸の矢倉で、会心の笑えみを浮うかべていた。


　ミムラ勢の全軍船がトモイ本島の狭せまい港こう湾わんに侵しん入にゆうし、功を焦あせる者たちは上陸して、戦せん闘とうをはじめる。


　トモイ党は港に建てられた砦とりでにたてこもって抵てい抗こうしているが、近きん隣りんの家々には火が放たれ、略りやく奪だつもはじまりつつある。


　海かい賊ぞくの本ほん性しようが出たのだ。しかし、クルスはそれを黙もく認にんした。


　家、財産を失えば、島民たちの抵抗する気力も失うせる。あとは島から逃にげだすか、新しく来る領主に忠誠を誓ちかうしか道はないと、判断したのだ。





「……鬼おにどもが出てこねぇな」


　キリハが占領した大型船の矢倉で、ヒエンは辺りを見まわしていた。


　トモイ党の船乗りのなかにも、羅ら刹せつ鬼きによって手先の鬼に変えられた者はいるはずだ。だが、悪あつ鬼きの力を得たとはいえ、小物はしょせん小物でしかない。退たい魔ま士しヤクモのような武使が、鬼に変えられたのとは訳が違うのだ。


　武使が戦わなくても、倒たおすことはできる。たとえば、キリハが最初に銛もりで倒したこの船の頭かしらも、右みぎ腕うでに包帯を巻いていた。だが、その腕うではすでに腐くさり落ち、包帯は茶色い腐ふ汁じゆうで濡ぬれていた。キリハはその死体を真っ先に海に投げ落としたが、きっと魚だって食わないだろうさ、と吐はき捨てたものである。


「出てこないなら、出てこないでもいいけどさ……」


　キリハがため息まじりに言った。


　戦いの興奮から冷めたのか、どこかしら憂うれいを帯びた表情をしている。


「どうやら勝ち戦いくさのようだし、手柄だって十分に立てた。これ以上、欲よく張ばったりしたら、きっと罰ばちがあたるよ」


「たしかに、他ほかの島の衆に恨うらみや妬ねたみを買ってもいいことはねぇよな……」


　ヒエンはうなずいた。


「だが、ここで悪鬼を倒しておかねぇと、あとからアオイ島に攻せめてこられても、一万の味方がいるわけじゃねぇしな」


「それもそうだね……」


　キリハははっとなり、あわてて周囲を見回す。


「鬼道衆とやらが、トモイ党を手下にしたのは、この中海を乱すためじゃなかったのかねぇ？　このままじゃあ、中海はミムラの御ご領りよう主しゆ様さまのもと、かえって統制が取れてしまうよ？」


　キリハは首をかしげていた。


　今回、これだけの軍船が集結し、中海でも有力だったトモイ党が滅ほろぼされたわけだ。ミムラに逆らえば滅ぼされるという恐きよう怖ふを、すべての島主が覚えたことだろう。


　もっとも、それはキリハにとって望むところだ。アーシアのどこが乱れていても気にはしないが、中海だけは平和であってほしいと願っている。自分勝手と言われようが、それが彼女の本音なのだ。


「まったく、鬼どもの考えることはわからねぇぜ……」


　ヒエンは舌打ちをしている。


　この結果が予測できなかったとしたら、鬼道衆はあまりにも愚おろかというしかない。常とこ闇やみの時代の再来など永遠にかなうまい。


　だが、アオイ島にとっては、このままでは禍か根こんを残すことになるのだ。


　ヒエンは複雑な気持ちで、ミムラの当主が乗る大型船に随ずい伴はんする早はや舟ぶねを見つめた。その船には、武使たちが乗っている。


　鬼が現れれば、彼らも動くに違ちがいないのだ。


　しかし、いくら待っても、悪鬼は現れなかった。


　いつのまにか、夕刻が迫っている。今日はこのまま船で一夜を過ごすか、陸にあがって野営ということになろう。兵ひよう糧ろうを積んだ船が、あわただしく動きはじめていた。


　明日からは、群島の他の島々を攻めてゆくことになる。だが、さしたる抵抗もないはずだ。むしろ略奪をめぐって、味方どうしの小こ競ぜり合いのほうが多くなるだろう。


　無論、ヒエンはそんなものに参加するつもりはない。


「あとは、父様にまかせて、わたしたちは島に帰ってもいいかもね」


　まるで気持ちが通じあっているかのように、キリハが声をかけてきた。


「そうだよな、ここに鬼がいないのなら、アオイ島のほうが心配だ。オレたちが留守になるのを狙ねらって、攻めるつもりだったのかもしれねぇしな」


　今、アオイ島に残っている多くは女、子供と老人である。


　そして、セラと女武使のスズリだ。


「だとしたら、ずいぶんと姑こ息そくだねぇ。それに陽動としちゃあ、大おお袈げ裟さすぎないかい？」


　中海の水軍すべてがここに集結しているといっていい。アオイ島を狙うだけにしては、仕し掛かけが大きすぎる。


「たしかにな……」


　やはり、鬼の考えることはわからないと、ヒエンは髪かみをかきむしりたい気持ちになった。


　そのときである。


　船が大きく横よこ揺ゆれするのを感じた。


「波が出てきたのかねぇ？」


　キリハはつぶやくが、風はさほどでもない。


　だが、船はその後も揺れ続けた。たしかに波は来ている。そして波が来る方向に、キリハは視線を向けた。


　そして、言葉を失う。


「ヒエン……」


　キリハは声をひきつらせ、ヒエンの袖そでをひっぱる。


「どうした？」


　ヒエンは彼女が指差す方向を振ふり返った。


　そして目を見張り、


「なんだ、あいつは……」


　と、うめいた。


　波間から不気味な姿をした巨きよ大だいな首が突つき出ていたからである。


　それは牛の首のように見えた。波から突きだしている頭の大きさは、小屋ほどもある。双そう眸ぼうが真っ赤に輝かがやいており、口は弓の形に大きく裂さけていた。雄お牛うしのごとき二本の角が、額の両側から伸のびている。


　しかも、その頭の上には、人ひと影かげがひとつあった。長い黒くろ髪かみを乱した女のようだった。


「あの女が、羅ら刹せつ鬼きなのか？」


　気をうかがうと、恐おそろしいまでの邪じや気きが返ってきた。しかし、それが怪かい物ぶつが発しているものか、女から出ているものかわからない。


「それにしても、あの怪物はいったいなんなんだ……」


　見たことも聞いたこともないとは、まさにこのことだった。


　だが、どう考えても、好ましい状じよう況きようであるはずがない。怪物が迫せまってくるのに気がついて、ミムラ方の軍船にも激しい動どう揺ようが広がりはじめていた。


「ど、どうしたらいいんだい？」


　キリハが震ふるえる声で訊たずねてくる。


「あれが羅刹鬼なら、倒たおすしかねぇよな？」


　ヒエンはため息まじりに答えた。


「近づいて、怪物の頭に飛び移るしかないか……」


　そして女を斬きり、怪物の頭を槍やりなり銛もりなりで貫つらぬく。容易たやすくゆくとは思えないが、とにかく、やってみるしかない。


「ま、まかしておくれ……」


　キリハは胸を叩たたいたが、その顔はひきつっていた。


「早舟のほうに乗り移るよ」


「そうだな。大型船じゃあ、動きが鈍のろい。漕こぎ手の数も足りないしな」


　ヒエンはキリハにうなずくと、大型船に縄なわで繫つないであったアオイ島の早舟に飛び降りた。大型船にはアオイ島の旗を立てたままにし、戦利品であることを主張しておく。


　キリハに急せきたてられ、船乗りたちも、次々と乗りこんでくる。


「いくよっ！」


　キリハは銛を振りあげると、船乗りたちに号令した。


「あの怪物にできるかぎり近づくんだよ！」


「む、無む茶ちやですぜ……」


　舵かじ取とりのトオリが、青ざめた顔で言う。


「あんなのに近づいたら、ひと飲みにされちまう……」


　漕ぎ手たちも怯おびえた顔である。


「口答えはなしだよっ！　あれは鬼おになんだ。放っておいたら、アオイ島を襲おそってくるかもしれないんだからね。なんとしても、ここで仕留めるんだよっ」


「わ、わかりやした……」


　舵取りのトオリはうなずくと、漕ぎ手たちに目で合図した。


　漕ぎ手たちも覚かく悟ごを決め、力ちから一いつ杯ぱい、艪を動かしはじめる。アオイ島の早はや舟ぶねは怪物が起こした波を切って、進んでいった。


「オレが跳とんだら、全速で離はなれてくれよ。怪物の側そばにいたら、どんな巻き添ぞえを受けるかわかったもんじゃないからな」


　ヒエンはキリハに声をかける。


「大だい丈じよう夫ぶなのかい？」


「そんなこと、やってみなけりゃ、わからねぇよ」


　ヒエンは苦く笑しようした。


「だけど、やるしかねぇからな」


「わ、わかったよ」


　キリハはうなずいた。


　死ぬんじゃないよ、と声をかけようかと思ったが、それはやめておく。


　それを言葉にしたがため、現実となることもある。不ふ吉きつなことは口にしないにかぎるのだ。


　だからキリハは、ヒエンを信じることにした。それだけがゆいいつ、今の彼女にできることだったから……


　そして、そのときは近づいていた。


　怪物は今や早舟を五艘そう並べたぐらいにまで迫っている。


　押し寄せる波はますます激しく、細長い船体は上下に揺ゆさぶられた。熟練の漕ぎ手たちでさえ艪ろを操あやつるのに苦労しており、舵取りのトオリも全身を使って、舵を支えている。


　しかし、ヒエンはたくみに膝ひざを使って揺れを打ち消し、その上体はほとんど動いていなかった。不気味な怪物とそのうえに乗る女を凝ぎよう視しし、間合いをはかっている。


　そして、ひときわ大きな波に船が乗りあげた瞬しゆん間かん、ヒエンは膝をすっと伸ばした。


　鳥が飛びたつような自然な動きであった。しかし、彼の身体からだは家の屋根をも楽に飛びこせるほどの高さまで跳んでいた。


　そして怪物の頭に向かって、滑かつ空くうする鳥のように身体を水平にさせて落ちてゆく。逆手に構えた小こ太刀だちの二刀が、翼つばさのように見えた。


　怪物に乗る女は、無論、ヒエンに気づいていた。気怠そうな視線が彼に向けられている。
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「ハァーッ！」


　ヒエンの気合いの声が響ひびいた。


　二刀を交差させるように振ふるい、女の首を狙ねらう。


　女は左腰こしにかまえていた刀を抜ぬいて、それを受けた。不気味な漆しつ黒こくの刃やいばである。


　甲かん高だかい金属音が響き、激しく火花が飛び散った。


「テリャッ」


　ヒエンは疾しつ風ぷうのように二刀を振るう。相手の隙すきを狙って、ひたすら斬りつけていった。


　女はそれを片手で持った刀で受ける。その動きは緩ゆるく見えるのだが、ヒエンの二刀はことごとく弾はじかれていた。その動きは、あきらかに武術の心得があるように見える。


「てめぇは何者だ？」


　ヒエンは一いつ瞬しゆん、手を止め、女に向かって訊たずねる。


「わたしは……トキノ……」


　厚めの唇くちびるが、ゆっくりと動いた。


　その唇はまるで血を塗ぬったかのような色をしている。反対に、全身の血のすべてが唇に集まったかと思えるほど、肌はだのほうは青白く透すきとおっていた。


　身長は、ヒエンとそう変わらない。どちらかといえば、華きや奢しやな印象を受けたが、胸は見事な曲線を描えがいている。真っ黒な着物を身にまとい、手足にも黒い飾かざり布を巻いていた。


　ヒエンはトキノと名乗った女の刀を握にぎる右みぎ腕うでを見つめる。


　そこだけは不ふ釣つりあいに太く、浅黒く日焼けしていた。退たい魔ま士しヤクモの腕うでだと、ヒエンはすぐに悟さとる。


　もはや、間ま違ちがいはない。


「てめぇが、羅ら刹せつ鬼きだな？」


　ヒエンは女を睨にらみつける。


「そう……呼ばれている……」


　女の物言いは静かでとぎれとぎれであったが、背筋が凍こおりつくような不気味さがあった。


　姿こそ若い女だが、人間らしさはまるで感じられない。


「オレは神明流クオンが一子、ヒエンだ。親父おやじの仇かたき、とらせてもらうぜっ！」


　ヒエンはそう叫さけぶと、ふたたび激しく斬きりかかっていった。


「クオン……？」


　その名に反応し、女の眉まゆがわずかに動く。


　そして唐とう突とつに刀を一いつ閃せんさせた。それまでの緩い動きとはまるで違ちがう、恐おそろしく鋭するどい一いち撃げきだった。


　ヒエンは右手の凰翼でかろうじて受ける。だが、瞬を外したので、腕に痺しびれが走った。


「おまえも……よい腕をしているな……」


　女はそう言うと、左手でヒエンの右腕をなでた。


　ゆっくりとした動きだったが、腕が痺れたままで、避よけようがなかった。氷に触ふれられたような感覚が走り、全身が総毛立つ。


「気安く触さわるんじゃねぇ！」


　ヒエンは左手の鳳翼を振るった。


　女は刀を返し、それを易やす々やすと受ける。まるで、こちらの動きを先読みしているかのような完かん璧ぺきな受けだ。


　恐るべき使い手である。それは鬼おにの力によるものか、それとも人であったころに身に付けていたものだろうか？


「てめぇがアオイ島を襲おそったのは、親父の腕を狙ってかっ？」


　ヒエンは女を睨みつける。


「剣けん聖せいクオン……ずっと……欲しかった……」


　女の目がわずかに細められた。


「昔から……ずっと……」


　女の答えは、ヒエンの問いを肯こう定ていしているようにも聞こえた。


　しかし、父は何匹ひきもの悪あつ鬼きを道連れに、海の底へと沈しずんでいる。女の願いは、もはやかなわないものだ。


「てめぇは親父と戦ったとき、助すけ太刀だちに入った女武使に腕を切り落とされた。そして代わりとなる腕を求め、わざわざ帝てい都とへ向かった。そして退魔士ヤクモの腕を手に入れ、ふたたびもどってきた。この怪かい物ぶつを使って、中海を支配しようとでもいうのかよ？　常とこ闇やみの時代を再来させる手始めとしてな？」


「わたしの……腕……？」


　女は自らの右腕に、ゆっくりと視線を落とした。


　そこにあるのは、退魔士ヤクモから奪うばった腕である。


　その瞬しゆん間かん、女の顔が醜みにくく歪ゆがんだ。


「あの……女ぁあああっ！」


　そして突とつ如じよとして、金切り声をほとばしらせた。


　それと同時に真っ黒な霊れい光こうが、彼女の全身を包みこんでゆく。その影かげのごとき霊光のなかで、女は見る見るうちに変化していった。


　目が血走り、つりあがる。口が斜ななめに裂さけ、牙きばが伸のびる。額の左右から細長い角が二本、鋭く伸びる。そして青白い肌は黒く染まった。


　まさしく鬼き女じよの姿となる。


「ようやく正体を現しやがったな！」


　ヒエンは、気が高ぶるのを覚えた。鳳翼、凰翼の二刀を油断なく構える。


「あの女は殺す！　アオイ島の住人も、この中海で暮らす者も、すべて殺す。この獣じゆう鬼きがすべてを喰くらう！　裏切った牛ご頭ずも馬め頭ずも殺す！　クオンの妻女も、その子たる貴様も殺す！　鬼の怨うらみ、鬼の怒いかり、鬼の憎にくしみの深さ、思い知らせてくれるわっ！」


　そして羅刹鬼は空に向かって、きしゃあと吠ほえた。


「それが、この中海に帰ってきた理由かよ？」


　ヒエンはぞくりとなる。


　あまりにも異常である。スズリに腕うでを斬られたことが、やはり羅刹鬼にとって許せぬことだったのだ。しかし、その怨みや怒り、憎しみは彼女ひとりを殺すぐらいで収めるつもりはなく、中海をすべて滅ほろぼすと決めたのだ。


（なるほど、母さんの言ったとおりだ……）


　ヒエンは心のなかでつぶやく。


（鬼の考えることなどわかるわけがねぇ）


　羅刹鬼は人の姿であったときとはうってかわり、恐るべき速さで刀を振ふるってきた。漆しつ黒こくの刃やいばが陽光さえ断たち斬るほどの勢いで迫せまってくる。その斬ざん撃げきをひとつでもくらえば、すべてが終わるのは明らかだった。


　だが、ヒエンにとっては、相手が攻せめてくるほうが戦いやすい。


　ヒエンは高まった気を保ちながら、羅刹鬼の斬ざん撃げきを必死に受けた。


　神明流刀術の極ごく意いは〝総そう受じゆ一いつ攻こう〟である。受けながら、攻めるときがくるのを、ただひたすらに待つ。そして一刀で仕留めるのだ。


「死ねぇえええっ！」


　羅ら刹せつ鬼きは狂くるったように叫さけびながら、次々と斬撃を繰くりだしてくる。


　ヒエンが立っているのは、怪物の頭の上だ。足場は狭せまく、平らでもない。しかも、水に濡ぬれていて、滑すべりやすくなっている。


　ヒエンは足を止めたまま、呼吸で拍ひよう子しを取り、小こ太刀だちの二刀を懸けん命めいに操あやつり、羅刹鬼の猛もう攻こうを耐たえる。そして、ついに右手の凰翼が羅刹鬼の一いち撃げきを、完全に瞬を捉とらえて受けた。


　黒い刃がぴたりと止まり、鬼女の動きも一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくしたようになる。


（今こそっ！）


　ヒエンは心のなかで叫ぶと、たぎっていた気を左の鳳翼に乗せた。


「木霊こだまぁあああっ！」


　ヒエンは鳳翼を振るいざま、術を解き放つ。


　鳳翼の切っ先から風の刃が生じ、鬼女の首に向かって疾はしった。


（勝ったぜっ！）


　ヒエンはそう確信した。


　しかし──


　鬼女は左手の先に伸びた鉤かぎのごとき爪つめを振りおろすと、風の刃をやすやすと切り裂いたのだ。術が解け、気が霧きりのように消えてゆくのを感じる。


「なんだって！」


　ヒエンは信じられない気持ちだった。


　ありったけの気をこめた術を、いとも簡単に破られたのである。その絶望感と、術を使った反動による疲ひ労ろう感かんとにヒエンは襲おそわれた。


「貴様の血、すべて飲みほしてくれるわっ！」


　羅刹鬼は血走った目を向け、ふたたび刀を振るってきた。


　ヒエンはからくもそれを受けたが、ふたたび気を高めるだけの余よ裕ゆうはない。


　一撃ごとに押し込まれ、ヒエンは後退する。そして、濡れた足場に足を滑すべらせた。


「しまった！」


　ヒエンは怪かい物ぶつの頭から海へと真っ逆さまに落ちてゆく。


　しかし、そうなっていなかったら、羅刹鬼の斬ざん撃げきで切り刻まれていたかもしれない。


　ヒエンは水柱をあげ、頭から海に落ちた。


　海のなかは、海水が激しく逆巻いていた。細かな泡あわで視界が遮さえぎられ、上下の感覚さえわからない。ヒエンは息を止め、必死に小太刀を持ったままの両りよう腕うでをかいた。


　その瞬間、なにかが襲ってくる気配を感じ、ヒエンは思いきり水を蹴けって、その場から離はなれる。そして、すぐ目の前に巨きよ大だいな柱のごときものが突つき立った。


　それが怪物の脚あしだということに気がつくまで、かなりの時間がかかる。青黒い毛が密生しており、いくつかの節に分かれていた。蟹かにのようでも、蜘蛛くものようでもある。


　何本かの脚が水を搔かいて、怪物は進んでいるようだった。


　ヒエンはその水流に巻き込まれていたのだ。しかし、しばらくすると、海水ごと後方に押しのけられた。怪物は見る見る遠ざかってゆく。


　ヒエンは息苦しさを覚えはじめていた。


　光のさしている方向に懸命に泳ごうとする。だが、海面までまだかなり距きよ離りがあった。息を止めていられるのも限界に近かった。目のまえが真っ暗になり、肺が痛みを覚える。


　しかし、ぎりぎりのところで、海面に顔を出すことができた。


　大きく息をしたが、そこに波をかぶり、かなりの量の水を飲みこんだ。


　必死に水を吐はきもどし、波にもまれながらも立ち泳ぎをして周囲を見回す。そう遠くないところにキリハの乗る早はや舟ぶねが見えた。


　そこまで泳ごうとしたが、身体からだはまったく動かなかった。気力も体力も、塵ちりほどにしか残っていない。


　今にも、海に沈しずんでしまいそうだ。


　しかし、キリハのほうが浮うかびあがってきたヒエンに気づいたようで、こちらへと向かってきてくれた。


「ヒエン！」


　船が側そばまで来ると、二刀を投げこみ、キリハが差し出してくる手を必死で摑つかんだ。そして、船へとひきあげてもらう。


　激しく咳せきこみ、残っていた海水をすべて吐きだした。


　そして、そこまでが限界だった。


　ヒエンはふっと意識が遠のき、そのままがっくりと、キリハの胸に倒たおれこんだのである。





　意識を取りもどしたとき、見あげた空には星々が輝かがやいていた。


　波は穏おだやかで、船はゆったりと上下している。


　あわてて上体を起こし、周囲を見回す。


　漕こぎ手たちが疲つかれきった様子で艪ろを動かしていた。キリハは水み押よしに立って、暗い海に目を凝こらしている。


「気がついたかい？」


　キリハがやってきて、ヒエンの頭を抱だきかかえる。


　抵てい抗こうしようにも、身体に力が入らず、ヒエンはしばらくのあいだ、キリハの柔やわらかな胸の感かん触しよくに包まれた。


　しかし、なんとか身体を離し、


「戦いはどうなったんだ？」


　と、訊たずねた。


「ひどいものだったよ……」


　キリハは首を横に振ふる。


「あの怪物には、矢も銛もりもまったく歯が立たなかったのさ。味方の軍船は、船乗りごと嚙かみ砕くだかれ、あるいは鋭するどい脚の爪つめで、串くし刺ざしにされちまった。千艘そう近くいた船が、次々と沈んでいったよ。残った船は、必死にその場から逃のがれようとしたけど、そこにトモイ党の早舟が現れてね……」


　どれだけの数の軍船が逃にげ仰おおせたか、キリハにもわからない。


「領主はどうなった？　それから領主お抱かかえの武使たちは？」


「御ご領りよう主しゆ様さまは早舟に乗り換かえて、ひそかに脱だつ出しゆつしようとされたのさ。だけど、怪物はそれを逃さなかった。御領主様は、追いかけてくる怪物に、次々と矢を放ったけど、どこまで傷を与あたえたかわかりゃしない。最後は怒いかり狂くるった怪物にあっけなく飲みこまれてしまったよ。そして御領主お抱えの武使たちは、自分たちの矢が通じないことを知ると、漕ぎ手を脅おどして、その場から逃げようとした。でも、彼らが乗る船にあの鬼き女じよが降り立って……」


　そしてあっというまに、武使たちを斬きり殺していったのだ。


「やはり、あの女が羅ら刹せつ鬼きだった。恐おそろしく強え……」


　ヒエンは十分に気を高め、木霊こだまを放ったのである。しかし、その術を、羅刹鬼はいとも容易たやすく爪で打ち払はらった。


「オレが、足りていないってことかよっ！」


　ヒエンはぎりっと音がするほど強く歯は嚙がみをする。


「しかたないよ。あんな怪かい物ぶつがいるなんて、思いもしなかったんだから……」


　キリハが慰なぐさめの言葉をかけてくれた。


「まったく、あの怪物はなんなんだ？　羅刹鬼は獣じゆう鬼きと呼んでいたが……」


「わたしにもわからないよ。そういうことは、社やしろの婆ばば様に聞くといい。あの人は、なにかと物知りだから」


「そうか、婆様がいたな……」


　アオイ島の小さな社で暮らす年老いた女性の神職である。


　何十年かまえ、アオイ島にやってきて、そのまま社に住みついたのだ。小さな社に常在の神職がいるということは珍めずらしく、島民はなにかあるたび祈き禱とうしてもらっている。父の葬そう儀ぎのときにも、鎮ちん魂こんの祈禱をお願いした。


「羅刹鬼は、アオイ島はおろかこの中海を完全に滅ほろぼす気でいる。それが、あの鬼女にとって、腕うでを奪うばわれた復ふく讐しゆうらしい」


「なんてことだよ……」


　キリハは両手で顔を覆おおう。


「とにかく、アオイ島にもどろう。今後のことを考えないと……」


　ヒエンはキリハを励はげますように、彼女の震ふるえる肩かたに手をかけた。
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　アオイ島に帰り着いたのは、結局、キリハの船だけだった。


　彼女の父で島主でもあるレンザとその船乗りたちが、帰ってくることはなかった。


　島の人々はふかい悲しみに沈しずんだ。


　しかも、鬼おにがふたたび襲おそってくるかもしれないのである。それも、巨きよ大だいな怪物を連れてだ。


　島を捨てようと言いはじめる者が現れ、何人もがその意見に賛成する。


　今や島民を導く立場となったキリハは苦く悩のうしていた。


　島を捨てても、移り住むあてなどない。それに中海のどこに移っても、事態は変わらない。鬼は中海を滅ぼすつもりでいるからだ。どこに逃げようと、襲われる危険はある。そして海の民たみであるアオイ島の島民に、陸での暮らしができるとも思えない。


　戦死した島民の合同の葬儀が終わり、キリハは今、島主の屋や敷しきの広間にいる。ヒエンとセラ、女武使のスズリもそこにいた。


　そしてもうひとり、島の社で暮らす神職の老女ヤカミにも残ってもらっている。


「これから、どうすれば、いいんだろうね？」


　憔しよう悴すいしきった表情で、キリハがつぶやいた。


「とりあえず、この島から一時、避ひ難なんするべきだろうな……」


　鬼が襲ってくるのは確実である。そのとき島民がいても、守るだけの余よ裕ゆうはない。


「ありったけの船を用意すれば、必要最小限の物ぐらいは持ってゆけるはずだ」


「そうだね……」


　キリハは呆ぼう然ぜんとヒエンを見つめる。


「それで、ヒエンはどうするのさ？」


「ここに残って、ヤツらと戦うさ」


　勝てるかどうかはわからないが、逃げるわけにもゆかない。たとえ差し違ちがえてでも、羅刹鬼を倒たおしたいと思う。


「わたしも残らせていただく。羅刹鬼は、わたしに復讐したいはず。ならば、囮おとりとなってひきつけることもできよう」


　スズリは平然と言ってのけた。


（この女、いい覚かく悟ごをしてるな）


　ヒエンは感心して、彼女を見つめる。


「羅刹鬼だけでも手に余るんだけどな、問題はあの怪物をどう倒すかだ。よほど強力な術を叩たたきこまないと、びくともしないだろう……」


　そして、そんな術をヒエンは会え得とくしていないのである。


「婆様は怪物のことで、なにか知らねぇか？　身体からだは蜘蛛くもか蟹かにみたいで、頭は牛に似ているんだ。大きさは、大型船ほどもある。羅ら刹せつ鬼きはそれを〝獣鬼〟と呼んでいたが……」


　ヒエンはヤカミを振ふり返って訊たずねた。


「それは、牛うし鬼おにかもしれないねぇ……」


　ヤカミは即そく座ざに答えた。


「牛鬼？」


　全員の視線が、老神職に集中する。


「常とこ闇やみの時代に、中海で暴れたとされる獣鬼だよ。獣鬼というのはもとは神しん獣じゆう、霊れい獣じゆうだったものが、鬼母神リトラに変化させられて怪物になったもののことでねぇ……」


　牛鬼は、常闇の時代、中海の人々を恐きよう怖ふのどん底におとしいれた。だが、最後には中海の主たる水妖が召しよう喚かんした神獣によって身体をひき裂さかれてしまったという。そのひき裂かれた身体のひとつひとつが、トモイ群島の島々になったとの言い伝えもあると、ヤカミは続けた。


「本当かどうかは知らないよ。この婆も、さすがに神代には生まれていないしねぇ……」


　そう言って、老神職はしゅしゅしゅ、と息が漏もれているような声で笑った。


「その水妖が呼びだしたという神獣はなんなのじゃ？」


　セラがヤカミに訊ねる。


「神じん亀きじゃよ……」


　黒い甲こう羅らをもつ巨大な亀かめの神獣だと、ヤカミは答えた。


　霊獣というのは、獣けものが高い霊れい力りよくを持つにいたり、変化したものである。そのなかでも、特に霊力の高いものを神獣と呼び、人々は畏おそれ敬ってきた。


　神亀は、高祖神ウツヒミが御み霊たま分けの奇き跡せきを行った際、誕生したとされる。ウツヒミから魂たましいを直接、授さずけられた生き物の多くが高い霊力を持っており、人の場合は神となり、獣の場合は神獣や霊獣となったのだ。


「言い伝えでは、聞いたことがあるけどな……」


　あまりに途と方ほうもない話なので、ヒエンは目め眩まいがしそうだった。


　神亀は〝玄げん武ぶ〟とも呼ばれる水行を司つかさどる神獣の王ともいうべき存在である。


「本当に、この世に神代が蘇よみがえったみたいだねぇ」


　ヤカミは他人ひと事ごとのように言う。


　たしかに、羅刹鬼も牛鬼も神亀も、すべて神代記に書かれているだけの存在だった。


「その神亀とやら、もしかして、この島の近くにおるのではないか？」


　しばらくのあいだ思案していた様子のセラが、唐とう突とつに口を開いた。


「ほほう、よくわかったねぇ。アオイ島の沖おきに浮うかぶ丸岩こそが、その神亀だという言い伝えもあるねぇ」


　ヤカミはうなずく。


「やはり、そうであったか……」


　セラは納なつ得とくの表情を浮かべた。


「あの岩が？」


　丸岩なら、ヒエンもよく知っている。


　泳いで渡わたるにはちょうど手て頃ごろなところにあり、キリハとふたりで、どちらが早く着くか、よく競きそったものだ。


　椀わんを伏ふせたような形をした真っ黒な岩で、言われてみれば亀の甲羅に似ている気もする。大きさは大型船を二艘そう並べたぐらい。


「しかし、あの岩には草も生えてるし、高くはないが樹木だって茂しげってるぜ？　おまけに古い祠ほこらまで建てられている……」


　とても、生き物とは思えない。


「千年も眠ねむりつづければ、そうなっても不思議ではあるまい？」


　ヤカミは平然と言うと、ずずっとお茶をすする。


「では、起こしてみるとしようかのう」


　セラがさらりと言った。


「起こすって、神亀をか？」


　ヒエンは啞あ然ぜんとなる。


「今の話の流れで、他ほかになにがおる」


　セラは冷たい視線をヒエンに向けた。


「簡単に言うけど、できるのかよ？」


「できるかどうかは知らぬ。ただ、やってみるだけじゃ」


「まあ、牛鬼も復活したのじゃから、神亀が目覚めんという道理はないわなぁ……」


　ヤカミは顔を皺しわだらけにして、ふたたびしゅしゅしゅと笑う。


「おまえさんなら、できそうにも思えるしねぇ」


「たしかに、そんな気もするが……」


　今のヤカミの言葉には、ヒエンも同意できた。


　セラはその容姿だけではなく、普ふ通つうの人間と異なるところがいろいろある。セラの周囲では水が生き物のように動くことがあるし、彼女が声をかけるだけで草や木もよく育つ。おかげで、裏の畑の作物は、いつもできがいい。


　子供の頃ころから見慣れていたので不思議に思わなかったが、普通の人間にそんなことができるはずがない、と今となってはわかる。


（やはり、妖よう精せいだからだよなぁ……？）


　ヒエンには、そうとしか思えなかった。


　しかし、息子むすこである自分はどこをどうとっても、普通の人間である。セラとの血の繫つながりが本当にあるのか正直、不安だった。もしなかったとしても、彼女が自分の母であることに変わりはないが、やはり衝しよう撃げきは受けるだろう。


「なにをしておる。すぐ小こ舟ぶねの用意をせんか？」


　セラがヒエンの膝ひざをぴしりと叩たたいた。


「わ、わかった」


　ヒエンはあわててうなずく。


「わたしゃ十分、生きたし、この島を離はなれる気にもなれん。おまえさんらが、悪あつ鬼きに勝てるよう祈き禱とうでもあげておくかねぇ」


　ヤカミはひとりごとのようにつぶやくと、ゆっくりと立ち上がった。


「御ご利り益やくあるのかよ？」


　ヒエンが訊たずねる。


「あるわけねぇ。こんな神しん霊れいもおらず、神体もない社やしろの神職に期待するでないわ」


　ヤカミはそう言うと、しゅしゅと笑いながら、広間を後にした。





　キリハは全島民を集めると、先刻の話どおり、島から一時、避ひ難なんすることを伝えた。


　島民たちは動どう揺ようしたが、鬼に殺されるよりはましだと納得し、荷物をまとめはじめる。


　そして船を用意した。


　小舟なら各戸に一艘ぐらいは持っている。中海で暮らすには、必要なものだからだ。無理をすれば、五、六人は乗れるし、キリハの早はや舟ぶねとトモイ党から奪うばった小型船も残っている。なんとか島民全員が乗れるぐらいの船は確保できそうだった。
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「母さんは、神亀が近くにいることをわかってたみたいだな？」


　小舟にセラを乗せて丸岩へと渡りながら、ヒエンは母に訊ねた。


「強い霊れい力りよくを、身近に感じておったからな……」


　セラは静かにうなずく。


　そして、


「それゆえ、クオンはこのアオイ島に住むことを選んだのかもしれぬのう」


　と、ぽつりとつぶやいた。


　ふと見ると、セラの長い耳の先がわずかにしだれていた。


　見てはならぬものを見たような気がして、ヒエンは丸岩のほうを振ふり返る。


「オレは何度もあの岩に登ったが、なにも感じなかったな」


　ヒエンはとぼけるような口調で言った。


「いかに霊力が強くても、気を発していないからのう。眠ねむっておれば、いかに神亀とてただの岩も同然じゃ」


　セラは普ふ段だんどおりの口調だった。


　ヒエンはほっとひと息つく。


　アオイ島の港から、丸岩まではわずかな距きよ離りだ。


　すぐに到とう着ちやくし、ヒエンは小舟から岩へと飛び移り、小舟の舳へ先さきに結んだ綱つなを手た繰ぐって引き寄せる。


　そして、セラを片手で抱だくと、岩に乗り移らせた。


　小こ柄がらで華きや奢しやな彼女の身体からだは驚おどろくほど軽い。霞かすみかなにかでできているのではないかと思うときもある。彼女が黙だまって物思いに耽ふけっているときなど、今にも消えそうな儚はかなさを感じるのだ。だから、セラは口くち喧やかましいぐらいでいいと思っている。たまに我が慢まんの限界を超こえるときがあるとしても……


　ヒエンは、小舟を流されないよう綱で固定した。


　そしてセラを振り返ると、彼女はひざまずいて手をじっと岩いわ肌はだに押しあてていた。目を閉じ、精神を集中させている。


　邪じや魔まをしては悪いと思い、ヒエンは黙って見守っていた。


　すると、セラは──


「こらっ！　さっさと起きぬか！」


　と言って、岩肌を二度ほど叩いた。


「な、なんだよ、それは？」


　ヒエンは啞あ然ぜんとなる。


　まるで寝ね坊ぼうしている子供を叱しかっているようだ。


「見てのとおりじゃ。神亀を起こそうとしてみた」


「今のが、かよ？」


　ヒエンは激しい脱だつ力りよく感かんを覚える。


　岩の天てつ辺ぺんにある祠ほこらにでもあがって、祈禱とか儀ぎ式しきでもするのかと思っていたのだ。眩まばゆいばかりの霊れい光こうを発して、空から雷かみなりが落ちてくるぐらいのことを期待していたのである。


「そうじゃが？」


　セラは平然としていた。


「まあ、いいや。それで、神亀は反応したのかよ？」


　拍ひよう子し抜ぬけするのを覚えながらも、ヒエンは肝かん心じんのことを訊ねた。


「いや、なにもなかった。よほど熟じゆく睡すいしていると見える」


　それはそうだろう、とヒエンは思う。


　千年は眠っていると、ヤカミは言っていたのだ。このぐらいで目覚めたら、そのほうが驚きである。


「しかし、わしの声は聞こえたはずじゃ。しばらく様子をみるしかあるまい」


　そう言うと、セラはヒエンに向かって、両手を伸のばした。


　ヒエンはうなずくと、彼女の細い腰こしを両手で支えて小こ舟ぶねへともどす。そして船を繫つないでいる綱を解き、自らも乗り移った。


　そして、アオイ島に向かって、小舟をもどしていった。





　その翌日、アオイ島の島民は、島から避ひ難なんを開始した。


　数百の小舟が、港に浮うかんでいる。


　キリハは早舟の出港準備を終え、今まさに乗り込もうとしていた。


　ヒエンは彼女を見送るため、浜はまへと出ていた。


「くれぐれも、気をつけてな」


　ヒエンは、キリハに声をかける。


　今の中海は、ただ航海するだけでも、危険な場所になっている。


「ヒエンのほうこそ……」


　キリハは様々な思いが渦うず巻まいているらしく、複雑な表情を浮かべていた。


　ヒエンがなかば死を覚かく悟ごしているのは、彼女にはわかっている。


　本心を言えば、このまま無む理り矢や理り、ヒエンを船に乗せたいぐらいだ。しかし、そんなことができるはずはない。


　ふたりは、しばらく無言で見つめあっていた。


　ふたりとも、なにか言わなければと思っているのだが、言葉が出てこない。


「キリハ姉……」


　わずかに視線を泳がせながら、ヒエンのほうが口を開いた。


「なんだい？」


　キリハが訊たずねる。


「こ、この戦いが終わってもだな、オレはこの島に残ろうかと思うんだ」


「アオイ島に残る？」


　キリハはしばらく、その言葉の意味を考えた。


「それは武使を捨てるってことかい？」


「そういうわけじゃないが……いや、そういうことになるのか……」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやく。


　父がいないのだから、この島に残っていても、本格的な武術の修しゆ行ぎようができるとは思えない。必然的に武使を捨てることになるわけだ。


　ヒエンは真しん剣けんな表情で、しばらくのあいだあれこれ思案する。


　それを見て、キリハは微笑ほほえんだ。


　そして、ヒエンの耳もとに口を寄せて囁ささやく。


「次はないかもって、このあいだ、言っただろ？」


「い、いや、そういうことじゃなくて……」


　ヒエンはあわてて、首を横に振ふった。


「鬼おにどもがなんとかなっても、アオイ島はこれから大変なはずだから、オレにもキリハ姉を手伝えることがあるんじゃないかと思って──」


「ないね」


　キリハは、きっぱりと言った。


「アオイ島のことは、わたしの責任だよ。ヒエンが鬼との戦いから逃にげないのと同じさ」


「キリハ姉？」


　ヒエンはキリハを見つめる。


「オレが鬼と戦うのは、アオイ島のためになるからだと……」


「違ちがうだろ？　クオン様の仇かたきだからでもない」


　キリハはヒエンの両りよう肩かたに手をかける。


「あんたは、羅ら刹せつ鬼きと戦いたいのさ。その強さを知ったからこそ」


「そりゃあ、オレは武使だしな……」


　羅刹鬼との決着がつくまでは、武使でいようと誓ちかったのだ。しかし、そのあとのことは、まだ決めていない。だから、キリハを手伝ってもよいと思ったのである。


「ヒエンは、武術を捨てられないよ」


「なんで、そう思うんだよ？」


　ヒエンは不満そうに言った。


「それぐらい、見てればわかるよ……」


　キリハは微笑む。


「ずっと側そばにいたんだからね。ヒエンの目がどういうときに輝かがやいているかぐらいはね」


「勝手に決められている気がするんだけどな……」


　ヒエンはしかし、キリハに言い返す気にはなれなかった。


「わたしがヒエンに甘えたのが悪かったんだよ。あんたは優やさしいから、それに応こたえようとしてくれただけさ」


　キリハはそう言うと、ゆっくりと顔を近づけてきた。


　そして唇くちびるを重ねてくる。


　温かく、柔やわらかな感かん触しよくだった。


「……それじゃあ、わたしらは行くよ」


　キリハは唇を離はなすと、ヒエンをかるく抱だきしめながら言った。


「あ、ああ……」


　ヒエンはあわててうなずく。


　キリハはヒエンに手を振ると、早はや舟ぶねへと乗り込んだ。


「さあ、出港するよ」


　そして、船乗りたちに号令する。


　帆ほがあげられ、漕こぎ手たちが艪ろを動かしはじめた。


　早舟はゆっくりと沖おきへと進んでゆく。


　ヒエンは早舟の姿が消えるまで、ずっと見送りつづけた。
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　島民が避ひ難なんし、アオイ島に残ったのは、ヒエン、セラ、スズリ、そして牛ご頭ず鬼きと馬め頭ず鬼きだけとなった。あとひとり、老神職のヤカミが島の社やしろに留とどまり、祈き禱とうをあげてくれている。御ご利り益やくがないのが、残念ではあったが……


　羅刹鬼が攻せめてくるまでは、待つしかない。ヒエンたちは島主の屋や敷しきで寝ね泊とまりしながら、昼夜交こう替たいで、見張りに立つ。


　空いている時間は、ヒエンは先日の羅刹鬼との戦いを脳のう裏りに思い浮うかべながら、激しい稽けい古こを重ねた。


　スズリも、独自の稽古をしている。


　セラは人の姿にもどった牛頭鬼、馬頭鬼を従えて、連日、丸岩へと渡わたり、神亀を起こそうと努力している。しかし、まだ反応はないようだった。


　そして鬼たちがやってきたのは、島民が避難してから四日後のことである──





「いよいよ、来たか……」


　見張りに立っていたスズリから報しらせを受けて、ヒエンはつぶやいた。


「先頭にいたのは、まさに怪かい物ぶつだった。初めて見たが、牛鬼とやらに違いない。その後に、船団が続いている。船の数は小型船を中心に百艘そうほどだ」


　スズリは、冷静に報告を行った。


「船乗りはざっと二、三千というところか。トモイ党の生き残りだろうな……」


　先の戦いで、ミムラ方はほとんど全ぜん滅めつしているが、トモイ党も大きな損害を出している。おそらく、動員できる最大だろう。


「羅刹鬼がひとりで来てくれたらと願っていたが、虫がよすぎたな……」


　ヒエンは苦く笑しようを漏もらした。


「しかし、狙ねらうは羅刹鬼だけだ。あの鬼き女じよさえ倒たおせば、あとはなんとかなるだろう」


　牛鬼を操あやつる者がいなくなるかもしれないし、トモイ党も大きな後ろ盾だてを失うことになる。


「用意はいいか？」


　ヒエンはスズリに声をかける。


「いつでも……」


　スズリはゆっくりとうなずいた。


　そして、ヒエンとスズリは港へと出て、鬼どもを迎むかえ撃うつ準備をする。


　準備と言っても、大きなたき火を起こすだけだ。そして、ヒエンはスズリから鬼の腕うでを受け取る。


　いざとなれば、その腕を火中に投げ入れるつもりだった。


　それで羅ら刹せつ鬼きが弱体化すればよいし、たとえそうならなくとも、自分本来の腕を永遠に失えば、羅刹鬼が本当の力を取りもどすことはないはずである。


　ヒエンとスズリはたき火を背にして、鬼たちが来るのを待った。





　その頃ころ、セラは牛頭鬼、馬頭鬼とともに丸岩に立っていた。


　いつものように、岩いわ肌はだをぴしぴし叩たたき、早く起きろと叱しつ咤たする。しかし、神亀はぴくりとも動かない。


「まったく、よく寝ねるヤツじゃ」


　セラは不ふ機き嫌げんに言った。


「どうやら、トキノ様……羅刹鬼がやってきたようです」


　馬頭鬼ことスクネが肩かたをすくめながら、アオイ島の沖に現れた怪物と船団を指差した。彼は今は人の姿をとり、着物も着ている。


「どれどれ？」


　セラは背せ伸のびして見つめる。


「なるほど、恐おそるべき霊れい力りよくを感じるのう。これが牛鬼のものじゃな」


「世が乱れ、鬼き神しん石が放つ鬼気は、かつてないほど強力なものとなっています。わたしたちのような半はん端ぱ者さえ、鬼に変化するほどです。牛鬼が復活を遂とげるのも、当然かもしれませんね」


　スクネがため息をつく。


「それで、どうするだぁ？」


　牛頭鬼ことコブトは、うろたえたような声をだす。彼もやはり、人の姿をしていた。


「戦うしかないでしょうね、兄者。あのトキノ様が、裏切ったわたしたちを許すはずがありませんから」


「そ、それは、こ、怖こええな……」


　コブトは身を震ふるわせる。


「わたしたちは、人であることから逃にげ、鬼であることからも逃げてきました。これ以上、逃げるところはありませんよ」


「そ、そうだなぁ」


　コブトはぶんぶんと首を縦にふる。


「鬼道に堕おちるは簡単じゃが、人道にもどるは至難じゃろう。よくぞ、決意をしたものじゃ」


　セラがふたりを見ながら、優やさしく微笑ほほえみかける。


「本当なら、おまえたちに殺せつ生しようなどさせたくないのじゃがのう」


「わたしたちがそのつもりでも、トキノ様は許してくださいませんから……」


「あ、あの人は、本当に恐ろしい人だものなぁ」


　スクネとコブトの表情は強こわ張ばっていた。


「それにしても、困ったのう。こいつが目を覚ましてくれんことには、あの牛鬼はどうしようもあるまい……」


　セラはため息をつくと、もう一度、びしりと岩肌を叩いてみる。


　しかし、なんの反応もなかった。


　そのあいだにも、牛鬼と船団は刻一刻と近づいていた。





　羅刹鬼ことトキノは、黒い着物をまとい、船団の先頭を行く大型船の甲かん板ぱんに立っている。


　すぐ側そばには、トモイ党の首領アイバがひかえていた。鬼と化し、その業ごうを日々、深めてゆく自分に、彼は満足を覚えている。


　この中海を、鬼の支配するところとする。


　それが、彼の役割だった。


　アオイ島でやるべきことを終えたら、トキノは鬼母神リトラのもとにもどるつもりなのだ。


「あとは……まかせた……」


　トキノは物もの憂うげに言うと、たんと甲板を蹴けり、近くにあった早はや舟ぶねへと移った。


　その早舟には、すでに鬼の姿をした者たちがいる。トキノから腕を与あたえられたなかで、鬼に変化した者たちだ。


　だが、しょせんは下鬼でしかない。


　アイバも無論、鬼の姿をとれる。さらに、人の姿にもどれるまでに業を深めたのだ。もはや、自分も鬼道衆のひとりだと自じ認にんしている。


　羅刹鬼は下鬼に命じ、アオイ島へと船を進ませる。


　牛鬼も波を蹴たてるように泳いでいた。


「我らも、続くぞ！」


　アイバは船乗りたちに声をかけた。


　島民は皆みな殺ごろしにするよう、トキノから命じられている。


　それは、アイバにとっても望むところであった。慈じ悲ひの心など、鬼にとっては嫌けん悪おすべきものである。


　人と獣けものを滅ほろぼし、アーシアを鬼おにの世界と変えることこそが、鬼母神リトラの願いだという。それをかなえることこそが、鬼道衆の使命なのだ。


　それがかなったとき、このアーシアは天下界ではなく、〝地じ獄ごく〟と呼ばれるところとなろう。





「獣じゆう鬼きが、通りすぎてゆくだぁ」


　コブトがうろたえたように足あし踏ぶみをする。


「そう言われても、わたしたちにはどうしようもありませんからねぇ」


　スクネが首を横に振ふる。


「しかし、このままでは、ヒエンたちが襲おそわれるのう。いかに神明流とはいえ、牛鬼の攻こう撃げきまでは受けられんじゃろう」


　セラはしばし考えこむと、波打ち際ぎわまで進んでゆく。


　そして突とつ然ぜん、大声で叫さけんだ。


「牛鬼とやら！　わしはここにおるぞ！　食べてみとうはないか？」


「セラ様！」


　スクネとコブトが驚おどろきの声をあげる。


「こら、牛鬼！」


　セラは両手を振りあげ、その場で跳はねながら、叫びつづける。


　牛鬼までかなりの距きよ離りがあったが、その巨きよ大だいな目が、じろりとセラに向けられた。


　そして突とつ如じよとして方向を変える。


　激しい波が迫せまってくるので、スクネはセラを背後から抱だくと、波打ち際からひきあげた。


「そうじゃ、こちらじゃ」


　セラは抱きあげられながらも、両手を振りまわす。


　牛鬼はまっすぐ丸岩へと向かってきていた。


「わしも捨てたものではないのう……」


　セラが笑い声をあげる。


「無む茶ちやをされますね」


　スクネは苦く笑しようを浮うかべていた。


「オレたちも食われるかなぁ？」


　コブトが身を震ふるわせる。


「さて、どうでしょうね……」


　スクネは肩かたをすくめた。


「とにかく、セラ様をお守りしないと」


「そ、そうだなぁ……」


　スクネは槍やりを構え、コブトは金棒を振りあげた。


「こら、牛鬼がやってくるぞ。まだ、目が醒さめんか？」


　セラは丸岩の岩いわ肌はだをびしびし叩たたく。


　しかし、まだ神亀はぴくりとも動かなかった。波はますます激しくなり、セラたちは丸岩の天てつ辺ぺんまで退たい避ひしなければならなかった。


　そして牛鬼はどんどん迫ってきている。


　しかし、巨大で恐おそろしいその姿にも、セラはまったく動じた様子はない。紫むらさき色いろの瞳ひとみをまっすぐ、牛鬼に向けている。


　牛鬼は丸岩のすぐ側にやってくると、大きく裂さけた口を開き、咆ほう哮こうを発した。


　大気が震え、祠ほこらまでもがぎぃぎぃと軋きしむ。


　そして牛鬼はその口から、緑がかった煙けむりのようなものを吐はきだした。それが、セラたちを包みこむ。


「けほっ……」


　セラは思わず手で口を覆おおい、目を閉じた。


　猛もう烈れつな臭しゆう気きがした。


「ぐほっ」


「うくっ」


　コブトとスクネは、激しく喉のどをかきむしる。


「凄すさまじい瘴しよう気きです。これは、人の姿では保もちませんね」


　スクネは激しく咳せきこみながら、青い霊れい光こうを放ち、馬め頭ず鬼きへと変化する。身体からだの大きさが変わり、着物が張り裂けた。


　コブトも赤い霊光を発し、牛ご頭ず鬼きへと変化する。


　そのあいだに、セラはくたくたと地面に倒たおれていた。


「セラ様！」


　馬頭鬼となったスクネが、セラの様子を確かめる。


　彼女は息をしていなかった。


「瘴気の毒を吸ってしまわれたか……」


　スクネは悔くやしそうにいななく。


「亡なくなられたのかぁ？」


　コブトはおろおろと周囲を見まわすが、セラを救う術すべがあるはずもなかった。


　今や、牛鬼はその巨大な脚あしを丸岩にかけようとしている。おそらく、セラをひと飲みにするつもりだろう。


　スクネとコブトはセラを守るように、立ちはだかった。


　真っ赤に光る牛鬼の目が、ふたりの鬼を睨にらみつけている。


　そのときだった。


　海が急速に後退してゆくことに、スクネが気がつく。


「兄者、潮が……」


「ひ、引いているなぁ……」


　馬頭鬼と牛頭鬼は、馬と牛の顔を見合わせた。


　ただ引き潮になったのではない。海の底が抜ぬけたように、どんどんと海が後退してゆく。そして丸岩の周囲も、完全に陸になった。


　アオイ島を目指していた船団も、すべて陸に取り残されている。


　トモイ党の船乗りたちは、この不可思議な状じよう況きようを理解できず、船に乗ったまま呆ぼう然ぜんとしていた。


　そして牛頭鬼と馬頭鬼の背後から、純白の霊光が突とつ然ぜん、輝かがやきはじめた。


　ふたりが驚おどろいて振ふり返ると、セラが宙に浮かんでいた。長い髪かみの毛がゆらゆらと動いている。閉じられていた目が、ゆっくりと開いた。その双そう眸ぼうからも、まばゆいばかりの霊光が発せられている。


「ぐほっ」


「うくっ」


　牛頭鬼と馬頭鬼は、その霊光に照らされ、激しく苦く悶もんした。鬼の身体にとって、それは牛鬼の吐いた瘴気も同然だった。


「疾とく目覚めよ……」


　セラの口が開き、声を漏もらす。


　しかし、その声は普ふ段だんのセラとはまったく別人のものだった。


　次の瞬しゆん間かん、足あし下もとの岩が、大きく震ふるえた。欠伸あくびでもしているかのような巨きよ大だいな音が、どこからか響ひびきわたる。


　いつのまにか、丸岩から巨大な亀かめの頭と脚、そして尻尾しつぽが伸のびていた。


「目覚めたようですね……」


　亀はゆっくり立ち上がると、牛鬼に向かって、一歩を踏ふみだす。


　牛頭鬼と馬頭鬼は、ふたたび人の姿にもどっていた。そのおかげで、セラの放つ霊光も、苦しくなくなる。むしろ、暖かなものに包まれている気分だった。


　そのセラは霊光に包まれたまま、冷然と牛鬼を見つめている。


　やがて、細い腕うでを伸ばし、牛鬼を指差した。


　そして獣じゆう鬼きと神しん獣じゆうは、壮そう絶ぜつな戦いをはじめたのである。
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　海の水が突然、引きはじめたかと思うと、神亀が目覚めたのは、ヒエンにも見えていた。


「やっと目覚めやがったか……」


　ヒエンは安あん堵どする。


　ヤカミの婆ばば様の話では、常とこ闇やみの時代、神亀は中海で暴れまわった牛鬼をひき裂さいたという。


　今度もその伝説どおりになることを期待するしかない。


　トモイ党の海かい賊ぞくたちは、突然の出来事に狼ろう狽ばいし、アオイ島に上陸しようとはしない。牛鬼と神亀の戦いに目を奪うばわれていた。


　しかし、黒い着物を着た女が、十体ほどの鬼を引き連れ、向かってきている。


「手下の鬼どもが邪じや魔まだな……」


　ヒエンはつぶやく。羅ら刹せつ鬼きの相手をするだけでも、手に余るのだ。


「手下どもは、まかせるぜ！」


　ヒエンはスズリに言った。


「なっ……!?」


　スズリは不満そうにヒエンを振り返ったが、どちらかが雑魚ざこを引き受けるしかない。


「心得た……」


　スズリはしかたなくうなずくと、大おお太刀たちを抜いた。


　紅の刃やいばが陽光にきらめく。


　そして彼女は鬼どもに向かって、走りこんでいった。


　手下の鬼たちが、それに反応する。


　羅刹鬼までもがスズリを振り返るのを見て、ヒエンは鬼の腕をかざしながら大声で叫さけんだ。


「おまえの腕はここだぜ！」


　その声は羅刹鬼に届いたらしく、左手を伸ばしながら、ふらりふらりと向かってくる。


　右手には漆しつ黒こくの刃をした刀が握にぎられていた。


　羅刹鬼は自らの腕を奪ったスズリのことも覚えている。しかし彼女に復ふく讐しゆうするより、腕を取り返すことを優先させた。


（やはり、この腕は大事ってことだよな……）


　それなら、その腕を失うことは、羅刹鬼にとって大きな傷いた手でとなるに違ちがいない。


「クオンの子……おまえか……」


　羅刹鬼ことトキノは、ヒエンを見つめると、ぽつりと声をかけてきた。


　スズリはうまく手下の鬼たちをひきつけている。


　十匹ぴきもの鬼を相手にするのは大変だろうが、なんとかしてくれると信じるしかない。


　ヒエンとしては願っていたとおり、羅刹鬼と一対一の戦いに持ちこむことができた。だが、羅刹鬼の強さは、身をもって知っている。尋じん常じように戦っても、勝てる相手ではない。


「さて、と……」


　ヒエンは羅刹鬼が十歩のところまで来ると、かかげていた腕を、無造作に背後のたき火へと放ほうりこんだ。


　その瞬間、羅刹鬼の目がわずかに細められる。


　腐ふ肉にくが焦こげる臭においが辺りに漂ただよった。


「これで、おまえは永遠に腕を失ったわけだな」


　ヒエンはほくそ笑えむ。


　羅刹鬼はその場にとどまったまま、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいるように見えた。


　しかし──


　なにを思ったか、羅刹鬼は刀を左手に持ち替かえると、右手を切り落とした。それは退たい魔ま士しヤクモから奪った腕である。予想もしなかった行動だった。


「どういうつもりだ？」


　ヒエンはつぶやく。


　自らの腕を焼かれて、自じ暴ぼう自じ棄きになったのかと思った。


　ちらりと振ふり返り、羅刹鬼の腕がどうなったか確かめる。たき火の炎ほのおに焼かれ、真っ黒な炭と化しつつあった。そして見る見るうちに、それは白はく煙えんと化してゆく。


　ヒエンはふたたび羅刹鬼に視線をもどした。


　すると──


　羅刹鬼の右みぎ腕うでの切断されたところから、桃もも色いろをした肉芽が伸びているのが見えた。それは、急速に育ち、やがて腕の形となる。


「そ、そうくるか？」


　ヒエンは呆然となった。


「生えてくるわ……なくなったのだもの……」


　羅刹鬼は平然と言ってのける。


　そして新しく生えた右腕に刀を持ち替えた。


「まったく始末に負えない連中だぜっ！」


　ヒエンのほうが自棄やけになって叫ぶ。


　これで羅刹鬼は、自らの腕うでを取りもどした。それは、本当の強さを取りもどしたということでもある。


「それじゃあ、てめぇの本気を見せてもらうとするか！」


　ヒエンは小こ太刀だちを逆手に持って抜ぬき放った。


　右手の凰翼を前に押しだし、二刀の刃が八の字を描えがくように構える。


　羅刹鬼は新しく生えた腕の具合を確かめるように、しばらく刀を振るっていた。


　そして満足したのか、小さくうなずくと、ヒエンとの間合いを詰つめてくる。


「さあ、きやがれっ！」


　ヒエンは気合いの声をあげた。


　勝つつもりはない。ヒエンには、しょせん攻せめの手はないからだ。だから、力ちから尽つきるまで、羅刹鬼の攻めを受けるつもりだった。


　そのあいだに状じよう況きようが変わるかもしれない。


　セラが目覚めさせた神亀が牛鬼を葬ほうむってやってくるとか、スズリが手下の悪あつ鬼きどもをかたづけて駆かけつけてくるということもある。牛ご頭ず鬼き、馬め頭ず鬼きもいるのだ。


（それまで、死んでも、保もたせてみせるぜっ）


　ヒエンは心のなかで自らに言い聞かせた。





　スズリは十匹ほどの悪鬼に囲まれていた。


　すべての鬼が、額の中央から角を生やし、青黒い肌はだをしている。羅ら刹せつ鬼きに腕を与あたえられ、鬼に変化した者たちだ。


　もともと、業ごうが深かったのであろう。もはや人の気配は、微み塵じんも感じさせない。


「女、女だぁ！」


　悪鬼のひとりが、けけっと笑う。


「うまそうだぜぇ」


　別の悪鬼が長い舌をずるりと出し、舌なめずりをした。


「そのまえに、鬼の欲よくの深さ、その身体からだに味わわせてくれるぅ」


　また別の鬼は腰こし巻まきの前を膨ふくらませていた。


「犯おかし、殺し、喰くらう。それこそが鬼よ。我らの業、ますます深まるわっ」


　鬼どもは身体を揺ゆすらせて笑う。


「下げ劣れつな……」


　スズリの眉まゆがぴくりと動いた。ふつふつと怒いかりが込みあげてくる。


　大おお太刀たちを上段に振りかぶり、鬼どもを睨にらみつけた。


「人でなくなったことを嘆なげくどころか、鬼となったことに嬉き々きとしている。貴様らのような輩やからはこのアーシアに存在すべきではない」


　鬼どもはじりじりと囲みを狭せばめてくる。


　スズリは微び動どうだにせず、怒いかりをたぎらせていった。


　その全身から、ほのかに赤い霊れい光こうがたちのぼってゆく。


　鬼どもは一いつ斉せいに飛びかかっていった。


「悪鬼必滅！　胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶっ!!」


　スズリは大太刀を一いつ閃せんさせながら、身体を一回転させる。


　そして紅の刃やいばから、炎の飛礫つぶてが無数に走り、迫せまり来る悪鬼を打った。


「グボッ……」


　飛礫が当たったところが肉にく片へんとなって弾はじけとんだのを、鬼どもは呆然と見つめる。そしてそこから紅ぐ蓮れんの炎があがった。


「覚かく悟ごしろ！」


　スズリはそう叫さけぶと、烈れつ火かのごとき勢いで、鬼どもに斬きりこんでゆく。


　そして、赤い刃が縦横に振ふるわれた。





　　　　８




　それはまさに神代を彷ほう彿ふつとさせる戦いであった。


　神しん獣じゆうと獣じゆう鬼きとが相手を滅ほろぼさんと、力と術をふりしぼっている。


　牛鬼は鋭するどい牙きばと爪つめ、さらには猛もう毒どくの瘴しよう気きと溶よう解かい性の泡あわ、さらには毛針を飛ばし、神亀に襲おそいかかる。


　神亀のほうは硬かたい嘴くちばし、浄じよう化か力のある霧きり、さらには槍やりのごとき水柱を立てて、牛鬼を迎むかえ撃うった。セラはそのあいだ霊光を途と絶だえさせることなく、牛鬼を見下ろしつづけている。


　その視線は冷ややかで、側そばで見ていたコブトとスクネは魂たましいが凍こおりつくような恐きよう怖ふを覚えていた。


「セラ様、まるで別人のようだぁ」


　コブトはがたがたと身を震ふるわせている。


「まさに、いにしえの妖よう精せいですね……」


　スクネがうめくように言った。


　別人ではなく、あれこそがセラの本当の姿なのかもしれない。普ふ段だんのセラのなかに潜ひそんでいたなにかが、セラが意識を失ったことにより、目を覚ましたのだ。


　人はかつて妖精に隷れい属ぞくさせられていたという。


　それも当然だと思った。


　純白の霊光に包まれたセラの姿は、神こう々ごうしいまでに美しく、そして冷れい酷こくに見えた。


（わたしなら、喜んでお仕えしますがね……）


　しかし、人は隷属に耐たえられず、妖精に対し反乱を起こしたのだ。


　ひそかに発達させていた武術によって、妖よう術じゆつと対たい抗こうし、ついには精せい霊れい神ダイダラを封ふうじることで、妖精の力の源を奪うばった。それ以来、妖精の多くが姿を隠かくし、残ったものは姿を矮わい小しよう化させ小妖あやかしとなる。
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（蘇よみがえったのは神代の鬼ばかりではないのかもしれませんね。獣鬼や神獣がふたたび目覚めたように、いにしえの妖精もまた……）


　人の世が終わるのではないかという予感を、スクネは覚えていた。


　コブトとスクネが見守るあいだに、牛鬼はしだいに弱まっていった。玄げん武ぶの操あやつる超ちよう高圧の水柱が胴どうを貫つらぬき、脚あしを一本一本、切断してゆく。


　一方、牛鬼の牙も爪も、神亀の硬い甲こう羅らを傷つけることはできず、瘴しよう気きも泡も、神亀がまとう霧によって浄化された。まさに神獣と呼ばれるにふさわしい霊れい力りよくの高さであった。


　牛鬼は神代にも一度、神亀に敗れている。今度もまたふたたび敗れようとしていた。


　そしてついに神亀の操る水柱が牛鬼の頭を切断した。


　その瞬しゆん間かん、牛鬼の身体からだは岩と化してくずおれたのである──





「な、なんとっ！」


　牛鬼の最さい期ごを見届けて、トモイ党の首領アイバは愕がく然ぜんとなった。


　牛鬼さえいれば、中海を我がものとするのは簡単だと思っていた。だが、今度は自分たちが牛鬼ではなく、あの巨きよ大だいな亀かめの怪かい物ぶつに襲われることになる。


　逃にげるしかない、とアイバは思った。


　しかし、船は陸に取り残され、動きようがない。逃げ場があるとすれば、アオイ島しかなかった。潮が満ちてくるのを待ち、船にもどればよい。


　アイバは、トモイ党の船乗りたちに、アオイ島に上陸するよう命じようとした。


　だが、そのとき──


「あれは、なんだーっ！」


　誰だれかが叫ぶ声が聞こえた。


　アイバは周囲を見まわし、異常を探す。


　そして、それに気づいた。


　沖おきのほうに、巨大な水の壁かべがそそりたっていたのだ。


「つ、津つ波なみだーっ！　大津波がくるぞーっ!!」


　船乗りたちは恐怖にかられ、逃げまどう。


　だが、水の壁は猛もう烈れつな勢いで迫せまりつつあった。


「間に合うはずがない」


　アイバは絶望とともにつぶやいた。


　たとえ、鬼の生命力をもってしても、あの大津波に巻きこまれ、生き延びられるとは思えなかった──





　ヒエンは羅ら刹せつ鬼きを相手にぎりぎりの戦いを演じていた。


　自身の腕うでを再生させ、本来の強さを取りもどした羅刹鬼は、トモイ群島で戦ったときよりもさらに強いと感じられた。


　ヒエンは気を高め、全神経を集中させ、羅刹鬼の攻せめを受けつづけている。だが、瞬をはずすことも多く、何箇か所しよか手て傷きずも受けていた。


　羅刹鬼の動きは優ゆう雅がに見えるほど緩ゆるやかである。それでいて、その刃筋は恐おそろしく鋭いのだ。


　真っ赤な唇くちびるに微び笑しようを浮うかべ、まるで舞まうように刀を振るってくる。


　反はん撃げきの余よ裕ゆうなどまったくなかった。たとえ、反撃しても、このまえのように、簡単にひき裂さかれるだろう。そうなれば、もはや打つ手はないのだ。ひたすら耐えるしかない。


「いい稽けい古こになるぜっ」


　ヒエンはひきつった笑いを漏もらす。


「さすが……クオンの子……」


　羅刹鬼ことトキノが言う。


　その言葉に反応して、


「あんたは……親父おやじとなにか因いん縁ねんでもあったのか？」


　と、ヒエンは鬼き女じよに声をかけていた。


「それだけの使い手でありながら、なぜ、鬼なんかに変化した？」


　気を乱さないように注意しながら、言葉をぶつける。


　羅刹鬼は答えない。動どう揺ようも見せない。


　鬼の姿になれば、もっと強くなるというのに、人の姿のままで戦いつづけていた。


　まるで仕合のようだ、とヒエンは思う。


　彼女は人であった頃ころ、武使であったに違ちがいない。鬼となってから父のことを知ったのか、それとも鬼となるまえに知っていたのだろうか？


「確実に言えることは、あんたより、親父のほうが強いということだな。親父なら、今いま頃ごろ、オレは叩たたきのめされているだろう」


「クオンは……強い……。だから……欲しかった……」


　鬼女の瞳ひとみが一いつ瞬しゆん、揺ゆらいだように見えた。


　そのときである。


「ヒエン殿どの……遅おそくなった……」


　息を切らせながら、スズリが走ってきた。


「いや、十分、早いだろう？」


　ヒエンは心底、驚おどろいた。


　いかに手下とはいえ、十匹ぴきもの鬼を相手にしたのである。勝つだけでもたいしたものなのだ。しかも、たいした時間もかかっていない。


　しかしスズリはひどく消しよう耗もうしているように見えた。


　体力を使い果たし、気力も完全に萎なえている。これでは助すけ太刀だちしてもらっても、かえって足手まといになるだけである。


（いったい、どんな術を使ったんだ？）


　ヒエンは不思議に思った。


　強いのか弱いのか、さっぱりわからない。鬼たちと戦うところを、見たかったものだ。


「しばらく、休んでな。気力と体力とがもどったら、手伝ってくれ」


　ヒエンはスズリに声をかけた。


「す、すまない……」


　スズリも、今は自分が役に立たないと自覚しているようで、離はなれた場所で片かた膝ひざをついた。


　そして懸けん命めいに息を整えようとする。


「女……」


　羅刹鬼の視線が鋭するどくスズリに向けられている。


　腕を斬きられた怨うらみをまだ忘れていないのだ。


　羅刹鬼の顔がゆがみはじめている。


（こりゃあ、変化するな）


　と、ヒエンが思ったとき、トキノの全身は闇やみをまとったような霊れい光こうに包まれていた。


　そして羅刹鬼は、その正体を現す。きしゃあと吠ほえ、血走った目でスズリを睨にらみつけた。


「てめぇの相手は、オレだぜ！」


　ヒエンは叫さけび、両手を広げた。


「殺す！」


　そう連呼しながら、羅刹鬼はヒエンに襲おそいかかってくる。


　刀のみならず、左手の爪つめも振ふるってきた。


「こちらだって両刀だぜっ！」


　ヒエンは気合いで叫びかえし、その攻せめを受けてゆく。


　スズリに見られているのだ。無様なことはできないと思う。それに今、自分が死ねば、消耗しきった彼女が、羅ら刹せつ鬼きに襲われることになる。


「殺す！　おまえを殺す！　そこの女も殺す！　クオンの妻女も殺す！　アオイ島の島民も殺す！　中海の住人はすべて殺す！　中海を血の色に染めてくれるっ！」


　羅刹鬼は狂くるったように叫びつづけた。


　これほど狂きよう乱らんしても、羅刹鬼の刃筋はぶれることがない。そこに鬼おにの力が加わり、ヒエンはどんどん押されてゆく。


　だが、必死になって、小こ太刀だちの二刀を操あやつり、鬼の攻こう撃げきを受けつづけた。





（す、すごい……）


　羅刹鬼の凄すさまじい攻めを、ヒエンがすべて受けてゆくのを見て、スズリは全身が総毛立つのを感じた。


　たしかに、クオンが羅刹鬼と戦っているときは、もっとすごかった。羅刹鬼のみならず、手下の鬼どもをすべて引き受け、その猛もう攻こうを完かん璧ぺきに受けている。そして眩まばゆいまでの霊光を発するほど、気を高めていた。


　その気を解放すれば、どんな術が使えるのかと、スズリは思ったものだ。


　しかし、クオンはついに術を使うことはなかった。


　クオンに比べれば、ヒエンはまだ未熟に見える。だが、彼はまだ、霊光を発するほどには、気を高めきってはいない。まだ、修しゆ行ぎようが足りていないのだろう。ほとんど、素質だけで戦っているようなものだ。それでも、羅刹鬼の猛攻を凌しのいでいる。


（これが神明流なのだ……）


　スズリは感かん銘めいを受けていた。


　間合いも短く、重さも足りない小太刀の二刀で、鬼の強靭な斬ざん撃げきを受ける。完全には受けきれず、押されてはいるが、ヒエンと同じことをできる武使は、このアーシアに何人いることだろう。


　しかし、もっと気を高めることができればと、スズリはもどかしくも思った。


「ヒエン殿！　神明流は、激しい感情を気に乗せうると聞きおよぶ！　なにゆえ冷静に戦われているのか？」


　スズリは叫んでいた。


「クッ！」


　突とつ然ぜんの声に気を乱し、ヒエンはひと太刀たちを受けそこね、左ひだり肩かたを浅く斬られた。


「冷静に戦っていなきゃ、今いま頃ごろ、死んでるぜっ！　たしかに神明流じゃ、感情を気に乗せうるというが、それは至難であり危険でもあるとされてるんだ！　この状じよう況きようで、そんなことができるかよっ！」


　ヒエンは怒ど鳴なりかえした。


「な、なんと？」


　スズリは衝しよう撃げきを受けたようだった。


　なにを期待しているんだ、とヒエンは思う。


　感情を気に乗せうるとするのは、他流にはない神明流の特とく徴ちようではあるが、冷静に戦うにこしたことはない。どうしようもなく感情に流されそうになったとき、それを制するよりも利するべきとしているだけだ。


　珍めずらしい教えなので、誇こ張ちようされて広まっているのかもしれない。そもそも、神明流の使い手はそれほど多くないのだ。帝てい都とで修行していたときも、同流の使い手に出会うことはなかった。


（そう長く保もたないな……）


　ヒエンは歯は嚙がみした。


　浅あさ傷でではあるが何箇か所しよも受けているので、体力と気力が徐じよ々じよに奪うばわれつつある。


　鬼に変化してからは一いち撃げき、一撃の威い力りよくが凄まじく、受ける腕うでが痺しびれはじめていた。疲ひ労ろうも著いちじるしい。しかし羅刹鬼のほうは、狂乱しているにもかかわらず、まったく疲つかれる様子を見せない。


　スズリも、まだ回復していないように見えた。一度、気力と体力を使い果たすと、そう簡単には回復しないものである。


（まずいな……）


　ヒエンは焦あせりを覚えた。


　スズリが期待できないとなると、この状況を変えるには、神亀や牛ご頭ず鬼き、馬め頭ず鬼きに頼たよるしかない。


　ヒエンはちらりと沖おきのほうに目を向けた。


　そして、それに気がついた。


　沖のほうに巨きよ大だいな水の壁かべがそそりたっていることに……


　それがなにか、見たことはないが、話には聞いたことがある。


　津つ波なみである。それも、とてつもない規模の大津波だ。


　しかし、ヒエンには、それは好機だと思えた。


　あの津波が来るまで受けつづけたら、羅刹鬼も津波に巻きこまれることになる。いかに鬼とて、ひとたまりもあるまい。


「スズリ！　オレの家に向かって走れ！　全力でだぞ!!」


　ヒエンは振ふり返りもせず、スズリに怒鳴った。


「なっ……」


　突然、逃にげろと言われ、スズリは怒いかりを覚えた。


　だが、おかげで、遠くから迫せまってくる水の壁に気がつく。


「ヒエン殿どのは？」


「オレのことはかまうなっ！　さっさと走りやがれっ!!」


　ヒエンはふたたび怒鳴りつける。


「心得た……」


　スズリはうなずいた。


　そして──


「お願い、死なないで！」


　そう言い残すと、坂道に向かって走りはじめた。


（スズリのヤツ、女言葉だったな）


　よほど動どう揺ようしていたのだろう。咄とつ嗟さに出るということは、もともとは女言葉を使っていたということだ。


　時間が限られたことで、ヒエンはかえって勇気がわいた。最後の体力と気力を振りしぼり、羅ら刹せつ鬼きの猛もう攻こうを凌しのぐ。


　そして羅刹鬼のほうも、背後から迫りくる大津波についに気がついたらしかった。


「津波！　大津波!!　中海めっ！」


　羅刹鬼は憎にく々にくしげに叫さけぶと、ヒエンに背を向けて、その場から逃のがれようとする。


　その隙すきを、ヒエンは見み逃のがさなかった。猛もう烈れつな突とつ進しんをかまし、背後から羽は交がい締じめにする。


「とったぜっ！」


　ヒエンは会心の叫びをあげた。


「離はなせ！　離せ離せ離せ離せ……」


　羅刹鬼は狂くるったように連呼している。


「誰だれが離すかよっ。てめぇには一いつ緒しよに津波に飲まれてもらうぜっ！」


　そういえば、父クオンも、大勢の鬼おにを道連れに海へと飛びこんだのだ。同じ死に方をするのはなんとなく癪しやくだが、津波に飲まれる自分のほうが勝っている気がする。


　羅刹鬼は必死になって、ヒエンをひきはがそうとするが、関節を完全に決められ、鬼の力をもってしても、自由にはならなかった。


　そこへ怒ど濤とうのごとく、大津波が迫ってくる。


　ヒエンはほくそ笑えみながら、それを見つめつづけた。


　そのとき、水の壁の天てつ辺ぺんに巨大な亀かめの姿があることに気がついた。そして、その甲こう羅らのうえに立つ小こ柄がらな姿にも……


「母さん？」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　その姿は間ま違ちがいなく、母セラである。しかし純白の霊れい光こうに包まれたその姿は、まったくの別人に見えた。


　冷ややかな視線が自分に注がれているように感じる。


　それは母ではなく、まさに妖よう精せい画に描えがかれていたいにしえの妖精の姿だった。


「母さん！」


　ヒエンは声をかぎりに叫んだ。


　そして次の瞬しゆん間かん、羅刹鬼ともども、ヒエンは大津波に飲みこまれたのである。





　その日、突とつ如じよとして起こった大津波は、中海の島々と沿岸に大きな被ひ害がいをもたらした。その犠ぎ牲せい者しやは数千とも数万とも言われている。


　しかし、トモイ党の船団は全ぜん滅めつし、首領であるアイバも行方ゆくえ不明となった。そして中海から鬼の影かげも完全に消えた。


　生き残った中海の人々は団結し、秩ちつ序じよを取りもどしてゆく。


　アオイ島の島民も故郷へともどり、破は壊かいされた港と家屋の再建をはじめた。


　しかし、アオイ島には、ヒエンたちの姿はなかった。


　ただひとり生き残っていたスズリから、ヒエンとセラは津波に飲まれたと、キリハは知らされる──





　キリハは浜はま辺べに立ち、涙なみだを流しながら海を見つめていた。


　ヒエンは羅刹鬼を道連れにして津波に飲まれたと、スズリから聞いた。自らの命を捨てて、アオイ島と中海を救ってくれたのだ。


「ヒエン……」


　キリハはふかくうなだれる。


　わずかな期間に大勢の人が命を失った。その悲しみも小さくはない。しかし、ヒエンがいなくなったという喪そう失しつ感かんは、なによりも大きかった。


「ヒエンーっ！」


　波間に向かって、キリハは叫ぶ。


　そのとき、彼女はふと気がついた。


　アオイ島の沖おきにあるはずの丸岩が、消えてなくなっていることに……
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　額をびしりと叩たたかれる感かん触しよくに、ヒエンは目を覚ました。


「さっさと起きんか？」


　と、声が降ってくる。


　目を開くと、セラが覗のぞきこんでいた。


　そして、彼女の膝ひざに寝ねかされていることに気がつく。


「オレは……生きているのか……」


　呆ぼう然ぜんとつぶやく。


　あわてて上体を起こす。


　そこは大きな岩のうえだった。その向こうには、海が広がっている。遠くに、島々が見えた。どうやら、ここは中海の真ん中らしい。


「オレは羅ら刹せつ鬼きとともに、津つ波なみに飲まれたはずだが……」


　最後に見たものは、迫せまりくる水の壁かべと、巨きよ大だいな亀かめの神しん獣じゆう。そして、霊れい光こうに包まれたセラの姿である。いや、あれは本当にセラだったのか？


「母さんが、助けてくれたのか？」


　ヒエンは、訊たずねてみた。


「知らぬ。気がついたら、わしもここで寝ておったのじゃ。おまえも一いつ緒しよにな」


　セラは首を横に振ふった。


「ここはどこなんだ？　アオイ島じゃないのか？」


「丸岩じゃ……」


　セラは答えた。


「いや、今は神亀というべきじゃな」


「ここが？」


　ヒエンはあわてて周囲を見回す。


　丸岩に茂しげっていたはずの草も木も祠ほこらまでもがすっかりなくなっていた。


　足あし下もとは真っ黒で滑なめらかな岩のようなものだった。神亀の甲こう羅らなのだろう。たしかに、動いている感覚もある。


　そして、近くには古びた牛車があり、赤毛牛と青毛馬の姿もあった。


　牛ご頭ず鬼きと馬め頭ず鬼きである。ふたりも無事であったようだ。


「これ以上、アオイ島に迷めい惑わくをかけるわけにはゆかんからのう。旅に出ることにしたんじゃ」


　セラは平然と答えた。


「勝手に決めるんじゃねぇよっ！」


　ヒエンは驚おどろいて抗こう議ぎする。


「相談しようにも、おまえは寝ておったではないか」


　セラは甲かん高だかい声で言い返してきた。


「それは、そうだけどな……」


　ヒエンは苦く笑しようした。


　たしかに、アオイ島に残りたいとは思わない。あの日、キリハに、ヒエンは武使を捨てられないと断言された。


　本当にそうなのか、今のヒエンにはわからない。それを確かめるためにも、旅に出るのも悪くない気がした。


「それで、どこに行くんだよ？」


　ヒエンはセラに訊ねる。


「決めておらん」


　セラは首を横に振る。


「まったく、こんな古びた牛車を持ちだして……」


　牛車は、もはやぼろぼろだった。


　廏うまやにずっとしまいこまれて、日の光のもとで見るのも初めてである。漆うるしははげ、黴かびと汚よごれで表面は斑まだら模様になっている。しかし、車輪はしっかりしているから、動くのは間ま違ちがいない。


「牛頭鬼がようやく役に立つな」


　ヒエンは赤毛牛に視線を向ける。


「おまえも馬頭鬼に乗るとよい。苦く役えきにつかせて、早く人にもどしてやらねばな」


「そうだな」


　と、ヒエンはうなずいた。


　そして、そのとき、牛車に家か紋もんがついているのに気がついた。


　鷹たかの羽はねを意い匠しよう化した紋もん様ようである。


「まさか……」


　その紋もん章しようが、どの家のものかはヒエンでも知っていた。


「これは、執しつ政せい家の家紋じゃねぇか？」


　ヒエンは驚きの声をあげる。


「なんでこんなものが牛車に？」


「最初からついておったのじゃ」


　セラは不ふ機き嫌げんに答えた。


「この牛車、どこから持ちだしてきたんだよ？」


「実家じゃ！　クオンと一いつ緒しよになったとき、持ち出した」


　セラはますます不機嫌になる。


「ええっ？」


　ヒエンは啞あ然ぜんとなる。


「か、母さんの実家って、執政家なのかよっ？」


「悪かったの！」


　セラはそっぽを向いた。


「いや、良いとか悪いとか、そういう問題じゃないだろ？」


　ヒエンは完全に混乱した。


「家とは縁えん切きりしておる。もはや関係ないのじゃ」


　セラは口を尖とがらせている。


　しかし、そう言われてみれば、納なつ得とくできることも多い。セラの年寄りじみた口調や、家事がいっさい出来ないことなどだ。つまりは本物の姫ひめ様だからである。


「よし、決めたぜ」


　ヒエンはひとつ手を打った。


「なにをじゃ？」


　セラが振り返ってくる。


「行く先だよ……」


　ヒエンはにやりとした。


「このまま、帝てい都とを目指すぜっ！」


「な、なんじゃと？」


　セラは目を丸くする。


「わしはあんなところに帰りたくないのじゃ！」


　小さな拳こぶしを振ふりあげて、セラは猛もう抗こう議ぎする。


　しかし、ヒエンは聞く耳をもたなかった。


「このまま、母さんの世話をさせられるなんて、まっぴらだからな」


　帝都に行けば、自分が本当に武使を捨てられるかどうかがわかる気がするのだ。


　自分がまだ修しゆ行ぎようを続けたいのか、それともやめたいのか……


（アモン兄に会おう）


　ヒエンはそう心に誓ちかうと、空を見あげた。


　萌ほう緑りよくの節もそろそろ終わり、青雨の節へと移りゆこうとしている。空には雲が薄うすく垂れこめており、いつ雨が降ってもおかしくはない。


　セラの甲高い声が聞こえている。激しく怒おこっているのだが、その声にヒエンは不思議な安らぎを感じていた。







第二巻に続く
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　あとがき







『ブレイドライン』第一巻、いかがでしたでしょうか？


　スニーカー文庫では『ロードス』の完結以来の新シリーズとなります。


『ロードス』というシリーズは、ご存じかもしれませんが、西洋のファンタジー小説やゲームにインスパイアされて作った架か空くう世界を舞ぶ台たいにしています。しかし僕は日本人ですから、西洋のファンタジーを完全に理解していたわけではありません。また、日本人に共感してもらえるような作品にしていたつもりです。


　つまりは西洋風のファンタジー作品ということです。それは日本で食べるフレンチやイタリアンが日本人の味覚に合うようアレンジされているのと同じようなもの。


　それなら今度は、日本風のファンタジーを書いてみようと思い立ってはじめたのが、このシリーズというわけです。安直といえば安直なんですが……。


　日本および中国、インドなどアジアから広くファンタジーの題材を集め、独自の神話、歴史、物語を作りあげてゆく。『指輪物語（ロード・オブ・ザ・リング）』でＪ・Ｒ・Ｒ・トールキンがしたようなことを、自分なりにやってみたかったわけです。


　もっとも、トールキンはイギリスには神話がないから『指輪』を書いたそうですが、日本には天地創造からはじまる立派な神話がある。またその神話と対応した宗教もあり、それが現在でも続いている。これは実は驚おどろくべきことかもしれません。ギリシア神話やケルト神話は、ヨーロッパの文化に多大な影えい響きようを残していますが、宗教としては消えていますからね。


　伝承もまた豊富にあります。民みん俗ぞく学という学問が成立するほどで、数多くの民話、昔話が現在までも伝えられています。当然、幽ゆう霊れいや妖よう怪かいには不足しません。


　侍さむらい、忍にん者じや、陰おん陽みよう師じも、今ではフィクション化が進み、ファンタジーといっても過言ではないほどです。侍、忍者は、今や海外でもポピュラーになりつつあります。


　これほどファンタジー的な題材が豊富なのですから、自分で作らなくてもいいような気もしたのですが、世界設定を趣しゆ味みにも仕事にもしてきた身としては、豊富だからこそ魅み力りよく的な架空世界ができるのではないかと、あえて挑ちよう戦せんしてみたわけです。


『ブレイドライン』の作品世界となる「天下界アーシア」が、『ロードス』における「フォーセリア」に劣おとらないだけのポピュラーなファンタジー世界になれば、と願っています。


　しかし、架空世界に魅力を感じてもらうためには、キャラクターとストーリーが大切。主人公のヒエンをはじめ、すべての登場人物に愛情を感じてもらえるよう、またこの世界のストーリーをおもしろいと思ってもらえるよう、魂たましいを込こめて執しつ筆ぴつしてゆくつもりです。


　どうか、応おう援えんよろしくお願いします。




ブレイドライン


アーシア剣けん聖せい記き





水みず野の　良りよう
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